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解
剖
学
の
講
義
や
実
習
に
関
し
て
は
、
教
員
や

医
学
生
た
ち
が
、
各
々
の
間
の
距
離
を
な
る
べ

く
広
く
取
り
、
感
染
に
関
し
て
注
意
を
払
い
、

従
来
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
十
月
～
十
二
月
）
と

大
き
く
変
わ
ら
な
い
状
況
で
進
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
令
和
三
年
度
は
、
感
染
対
策
を
徹

底
す
る
こ
と
で
対
面
で
の
授
業
を
増
や
し
て
お

り
、
少
し
ず
つ
普
通
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
の
手
段

と
し
て
は
、
手
洗
い
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
（
人
と
人
の
距
離
を
置

く
こ
と
）
が
最
も
重
要
で
す
。
そ
し
て
、
い
よ

い
よ
始
ま
っ
た
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
有
効
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
た
だ
現
状
で
は
、
す
ぐ
さ
ま
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
全
員
に
行
え
る
状
況
で
は
な
く
、

接
種
希
望
の
方
の
年
齢
に
も
よ
り
ま
す
が
、
今

後
も
今
暫
く
時
間
が
か
か
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
私
ど
も
と
致
し
ま
し
て
は
、
な
る
べ
く
早
く
、

こ
の
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
世
界
的
な
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
が
抑
え
ら
れ
、
感
染
者
数
も
減
少
に
転
じ
て
、

日
本
に
お
け
る
従
来
の
生
活
に
戻
れ
る
こ
と
を

強
く
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
だ
し
ば
ら
く
は
大
変
な
状
況
が
続
く
と
予

想
さ
れ
ま
す
が
、
白
菊
会
会
員
の
皆
様
が
健
康

に
お
過
ご
し
頂
け
る
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
し
て

お
り
ま
す
。

　
二
〇
一
九
年
末
に
中
国
の
武
漢
か
ら
始
ま
っ

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
話

題
が
連
日
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
賑
わ
し
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
千
葉
白
菊
会
の
皆
様
も
大
変

な
日
々
を
お
過
ご
し
に
な
ら
れ
て
い
る
の
で
は

と
心
配
し
て
お
り
ま
す
。
お
元
気
で
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
？
　
外
出
制
限
な
ど
で
不
便
を
お

感
じ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
　
コ
ロ
ナ
感
染

症
に
罹
患
さ
れ
て
い
な
い
で
平
常
と
同
じ
よ
う

に
生
活
さ
れ
て
い
る
事
を
心
よ
り
願
っ
て
お
り

ま
す
。

　
こ
の
コ
ロ
ナ
感
染
の
影
響
は
、
当
然
の
よ
う

に
大
学
で
の
講
義
や
研
究
に
も
及
ん
で
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
自
粛
以
前
と
コ
ロ
ナ
自
粛
期
間
後
で
は
、

従
来
の
対
面
で
の
一
般
的
教
育
や
研
究
指
導
は

減
少
し
、
学
生
た
ち
は
教
室
に
来
る
回
数
が
か

な
り
減
り
、
ネ
ッ
ト
環
境
に
よ
る
パ
ソ
コ
ン
の

画
面
上
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
よ
る
指
導
や
質

疑
応
答
も
多
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
た
だ
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
大

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
大
学学
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医学部長就任挨拶

　
こ
の
度
、
伝
統
あ
る
千
葉
大
学
医
学
部
長
を

拝
命
致
し
ま
し
た
。
た
い
へ
ん
な
重
責
を
担
う

こ
と
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
、
心
新

た
に
し
て
お
り
ま
す
。
昭
和
五
十
九
年
に
千
葉

大
学
を
卒
業
し
、
本
学
第
二
外
科
に
入
局
、
平

成
十
九
年
に
先
端
応
用
外
科
（
旧
第
二
外
科
）

教
授
を
拝
命
し
ま
し
た
。
消
化
器
外
科
を
専
門

と
し
、
特
に
食
道
癌
を
中
心
に
手
術
、
治
療
開

発
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。
医
学
部
長
と
し
て

未
来
に
向
け
て
「
変
化
」
と
「
多
様
性
」
を
尊

重
し
つ
つ
、
世
界
に
向
け
て
「
治
療
学
」
の
情

報
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
ま

す
。
医
学
部
生
に
は
能
動
性
・
積
極
性
を
持
っ

た
論
理
的
思
考
、
倫
理
観
の
醸
成
を
重
視
し
、

Student
D
octo

         
    r  と
し
て
最
先
端
医
療
の
担
い

手
に
な
る
自
覚
を
持
た
せ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

推
進
を
目
指
し
た
人
材
育
成
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
六
月
五
日
に
医
学
部
解
剖
慰
霊
祭
・
感

謝
状
伝
達
式
・
遺
骨
返
還
式
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
ご
遺
族
の
皆
様
、
来
賓
の
皆
様
に
ご
参
列

賜
り
、
無
事
終
了
致
し
ま
し
た
。
改
め
て
医
学

教
育
・
研
究
の
た
め
に
献
体
さ
れ
た
方
々
の
お

気
持
ち
に
本
当
に
頭
が
下
が
る
感
謝
の
気
持
ち

で
一
杯
と
な
り
ま
し
た
。
医
学
部
生
が
他
の
授

業
と
は
異
な
り
、
初
め
て
そ
し
て
強
烈
に
最
も

医
師
に
な
る
自
覚
を
最
初
に
持
つ
解
剖
学
実
習

は
昔
と
全
く
変
わ
ら
ず
、
医
師
と
し
て
慈
愛
の

念
を
抱
く
根
底
を
な
す
も
の
だ
と
信
じ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
急
速
の
医
学
の
進
歩
の
中
で
も
、

解
剖
に
よ
り
人
体
の
構
造
を
知
り
、
究
め
る
こ

と
は
そ
の
た
い
へ
ん
重
要
な
基
盤
で
す
。
さ
ら

に
今
日
で
は
医
学
部
生
の
み
な
ら
ず
、
外
科
系

医
師
も
ご
遺
体
に
よ
る
外
科
手
技
の
研
鑽
を
ご

許
可
頂
け
る
よ
う
に
な
り
、
た
く
さ
ん
の
医
師

が
精
進
し
て
お
り
ま
す
。
ご
遺
体
を
捧
げ
ら
れ

た
霊
位
、
ご
遺
族
の
皆
様
の
崇
高
な
る
志
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ご
献
体
の
た
め
に

活
動
し
て
頂
い
て
い
る
、
先
日
ご
挨
拶
に
来
て

い
た
だ
い
た
大
澤
國
昭
会
長
を
は
じ
め
千
葉
白

菊
会
の
皆
様
に
も
同
じ
く
深
く
感
謝
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
今
後
も
私
ど
も
が
目
指
す
医
師

を
育
成
し
て
い
く
た
め
に
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
御
願
い
申
し
上
げ
、
挨
拶
に
代
え
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

医
学
部
長
就
任
挨

医
学
部
長
就
任
挨
拶拶

千
葉
大
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
学
院
医
学
研
究
院
長
・
医
学
部
長
　
　

　
松
原
　
久
裕
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会長挨拶

　
千
葉
白
菊
会
会
員
の
皆
様
に
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
言
う
未
曽
有
の

事
態
に
、
不
安
な
、
そ
し
て
不
自
由
な
生
活
を

強
い
ら
れ
て
お
ら
れ
る
中
で
す
が
、
い
か
が
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
今
年
度
の
千
葉
白
菊
会
総
会
は
六
月
五
日
に

予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
緊
急
事
態
宣
言
が

五
月
末
ま
で
延
長
さ
れ
る
予
測
も
あ
り
、
高
齢

者
集
団
の
当
会
と
し
て
は
や
む
を
得
ず
、
昨
年

に
続
い
て
中
止
に
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
会
員
の
中
に
は
、
無
条
件
・
無
報
酬
の
献
体

の
精
神
で
結
ば
れ
た
同
志
と
の
出
合
い
、
特
に

有
益
な
講
演
を
楽
し
み
に
し
て
お
ら
れ
た
方
も

多
く
申
し
訳
な
く
存
じ
ま
す
が
、
何
卒
ご
理
解

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
総
会
議
事
の
う
ち
昨
年
度
の
事
業
内
容
と
決

算
の
報
告
及
び
今
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
に

つ
い
て
は
、
本
会
報
の
中
に
掲
載
致
し
ま
し
た

の
で
、
ご
質
問
や
ご
意
見
の
あ
る
方
は
お
手
数

で
も
事
務
局
の
方
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
昨
年
度
の
千
葉

白
菊
会
の
活
動
は
大
学
当
局
の
ご
指
導
の
下
、

可
能
な
限
り
会
議
や
打
合
せ
な
ど
の
集
会
は
避

け
、
会
報
の
編
集
な
ど
を
中
心
と
し
た
事
務
局

の
作
業
も
テ
レ
ワ
ー
ク
で
カ
バ
ー
し
た
こ
と
も

あ
り
、
会
員
の
皆
様
に
は
何
か
と
行
き
届
か
な

い
点
が
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
異
常
事

態
に
免
じ
て
何
と
ぞ
ご
寛
恕
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
迎
え
た
令
和
三
年
度
で
あ
り
ま
す
が
、

千
葉
大
学
医
学
部
と
し
て
は
、
記
念
す
べ
き
年

と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
は
、
千
葉
大
学
医
学
部
の
教
育
・
研
究

の
本
拠
と
し
て
役
目
を
果
た
し
て
き
た
医
学
部

本
館
が
築
八
十
年
と
老
朽
化
激
し
く
、
現
在
の

千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院
の
南
西
側
に
「
医

学
系
総
合
研
究
棟
」
が
こ
の
春
に
竣
工
し
た
こ

と
で
、
解
剖
学
関
係
は
も
と
よ
り
千
葉
白
菊
会

事
務
局
も
こ
の
新
棟
に
移
転
い
た
し
ま
し
た
。

　
又
、
大
学
の
人
事
異
動
で
も
献
体
活
動
に
深

い
ご
理
解
を
頂
き
六
年
間
当
会
の
顧
問
と
し
て

ご
指
導
賜
っ
た
中
山
俊
憲
医
学
部
長
が
、
今
春

め
で
た
く
千
葉
大
学
の
学
長
に
選
任
さ
れ
た
こ

と
は
、
千
葉
白
菊
会
一
同
心
よ
り
嬉
し
く
お
祝

い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
後
任
の
医
学
部
長
と
し
て
先
端
応
用
外
科
学

の
権
威
で
今
年
の
日
本
外
科
学
会
学
術
会
議
の

会
頭
を
務
め
ら
れ
ま
す
松
原
久
裕
教
授
が
就
任

さ
れ
、
当
会
の
顧
問
に
も
な
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

会長挨拶

千
葉
大
学
医
学
部
の
記
念
す
べ
き
年

千
葉
大
学
医
学
部
の
記
念
す
べ
き
年
にに

千
葉
白
菊
会
の
更
な
る
発
展
を
願

　
　
　
　
　
千
葉
白
菊
会
の
更
な
る
発
展
を
願
うう

千
葉
白
菊

千
葉
白
菊
会会
会
長
会
長
　
大
澤
大
澤

国
昭

　
国
昭新白菊会室は医学部総合研究棟３階にあります。

ただ今会報編集中！（８月）
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会長挨拶

名簿奉納式
　６月５日（土）、役員会終了後に名簿奉
納式が行われました。
　コロナ禍により人数を最小限にしまし
たが、清々しい緑の中、大澤会長他役員
５名と伊藤事務局職員が参加、しめやか
に執り行われました。

私
た
ち
と
し
て
も
誠
に
心
強
く
思
う
と
共
に
、

併
せ
て
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
千
葉
白
菊
会
の
役
員
及
び
事
務
局
の
体
制
も

別
掲
の
通
り
変
わ
り
ま
す
が
、
新
研
究
棟
の
中

で
心
機
一
転
、
ベ
ス
ト
を
尽
く
す
所
存
で
す
の

で
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
の
中
に
は
、
高
齢
者
優
先
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
で
、
何
と
な
く
安
堵
さ
れ
た
方
も
あ
ろ
う

か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

変
種
が
続
出
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
強
行
で

海
外
か
ら
の
多
数
の
入
国
者
が
避
け
ら
れ
な
い

状
況
で
、
こ
れ
か
ら
の
感
染
状
況
が
ど
う
展
開

す
る
か
、
相
変
わ
ら
ず
落
ち
着
か
な
い
日
々
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
何
よ

り
も
ご
自
愛
専
一
に
て
お
過
ご
し
下
さ
い
ま
す

よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
む
す
び
に
近
隣
に
医
療
専
門
大
学
が
設
立
さ

れ
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
と
こ
ろ
千
葉
大
学
へ

の
献
体
申
し
込
み
が
鈍
化
し
て
お
り
、
皆
様
方

の
口
コ
ミ
に
よ
る
ご
勧
誘
を
心
か
ら
お
願
い
申

し
上
げ
、
来
年
こ
そ
は
皆
様
と
総
会
で
お
目
に

か
か
れ
る
こ
と
を
切
望
し
、
ご
挨
拶
申
し
上
げ

る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

※
事
業
・
決
算
報
告
、
事
業
計
画
、
予
算
は
８
～
　
ペ
ー
ジ
、

１１

役
員
紹
介
は
　
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

５２

　はじめに昨年度の成願者84名の名簿が
会長の手で無事に碑の中に納められまし
た。昭和40年、当会が活動を開始してか
らの成願者の累計は2,568名となりまし
た。
　続いて会長から献花が捧げられ、最後
にこれまでに成願された会員に対し参加
者全員で黙とうを行いました。（水野）
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殴
殴
殴
殴
殴
殴

故
　
川
﨑
　
　
勇
　
様
 

鎌
ケ
谷
市

 

令
和
二
年
四
月
七
日
 

　
歳
７１

故
　
矢
嶋
　
さ
と
　
様
 

茂
原
市

 

令
和
二
年
四
月
十
三
日
 

　
歳
９５

故
　
関
　
　
良
子
　
様
 

八
千
代
市

 

令
和
二
年
四
月
十
八
日
 

　
歳
８３

故
　
林
　
　
一
夫
　
様
 

流
山
市

 

令
和
二
年
四
月
二
十
四
日
 

　
歳
９４

故
　
李
　
　
文
錫
　
様
 

流
山
市

 

令
和
二
年
四
月
二
十
五
日
 

　
歳
８３

故
　
関
　
　
キ
ヨ
　
様
 

埼
玉
県

 

令
和
二
年
四
月
三
十
日
 

　
歳
８８

故
　
中
村
　
草
原
　
様
 

大
網
白
里
市

 

令
和
二
年
五
月
十
三
日
 

　
歳
８８

故
　
望
月
　
克
己
　
様
 

千
葉
市
若
葉
区

 

令
和
二
年
五
月
十
五
日
 

　
歳
７２

故
　
吉
田
　
孝
子
　
様
 

船
橋
市

 

令
和
二
年
五
月
十
八
日
 

　
歳
７９

故
　
吉
田
　
匡
夫
　
様
 

い
す
み
市

 

令
和
二
年
五
月
十
九
日
 

　
歳
９５

故
　
星
　
　
喜
榮
　
様
 

四
街
道
市

 

令
和
二
年
五
月
二
十
一
日
 

　
歳
９３

故
　
松
田
　
正
己
　
様
 

野
田
市

 

令
和
二
年
五
月
二
十
一
日
 

　
歳
８０

故
　
 
佐
美
三
郎
　
様
 

習
志
野
市

 

令
和
二
年
五
月
二
十
三
日
 

　
歳
８５

故
　
塙
　
　
幸
男
　
様
 

八
千
代
市

 

令
和
二
年
五
月
二
十
五
日
 

　
歳
８６

故
　
鈴
木
小
津
江
　
様
 

君
津
市

 

令
和
二
年
五
月
二
十
九
日
 

　
歳
８３

故
　
鹿
野
　
悦
子
　
様
 

船
橋
市

 

令
和
二
年
六
月
四
日
 

　
歳
７８

故
　
金
杉
　
た
け
　
様
 

茂
原
市

 

令
和
二
年
六
月
七
日
 

　
歳
１０１

故
　
深
沢
　
敏
子
　
様
 

松
戸
市

 

令
和
二
年
六
月
二
十
五
日
 

　
歳
９９

故
　
高
須
　
勝
治
　
様
 

鎌
ケ
谷
市

 

令
和
二
年
六
月
二
十
六
日
 

　
歳
８２

故
　
飯
村
　
　
透
　
様
 

野
田
市

 

令
和
二
年
六
月
二
十
八
日
 

　
歳
７２

故
　
平
田
　
博
一
　
様
 

千
葉
市
稲
毛
区

 

令
和
二
年
七
月
九
日
 

　
歳
９１

故
　
奈
良
橋
政
二
　
様
 

茨
城
県

 

令
和
二
年
七
月
十
日
 

　
歳
９８

故
　
坪
井
　
光
子
　
様
 

千
葉
市
稲
毛
区

 

令
和
二
年
七
月
十
八
日
 

　
歳
９５

故
　
伊
関
　
正
博
　
様
 

館
山
市

 

令
和
二
年
七
月
二
十
五
日
 

　
歳
７９

故
　
上
村
美
智
子
　
様
 

東
京
都

 

令
和
二
年
七
月
三
十
一
日
 

　
歳
９１

故
　
藤
原
滿
里
子
　
様
 

大
網
白
里
市

 

令
和
二
年
七
月
三
十
一
日
 

　
歳
９０

故
　
冨
井
チ
エ
コ
　
様
 

千
葉
市
中
央
区

 

令
和
二
年
八
月
四
日
 

　
歳
９０

故
　
井
元
み
よ
子
　
様
 

香
取
市

 

令
和
二
年
八
月
六
日
 

　
歳
９６

故
　
相
原
　
良
子
　
様
 

千
葉
市
緑
区

 

令
和
二
年
八
月
十
一
日
 

　
歳
９２

故
　
前
田
　
朝
子
　
様
 

君
津
市

 

令
和
二
年
八
月
十
四
日
 

　
歳
８４

故
　
鈴
木
　
弘
子
　
様
 

市
川
市

 

令
和
二
年
八
月
十
四
日
 

　
歳
９４

故
　
髙
幣
蒼
生
夫
　
様
 

千
葉
市
若
葉
区

 

令
和
二
年
八
月
十
九
日
 

　
歳
９５

故
　
江
坂
　
秀
夫
　
様
 

船
橋
市

 

令
和
二
年
八
月
十
九
日
 

　
歳
１０８

故
　
杉
野
　
数
雄
　
様
 

木
更
津
市

 

令
和
二
年
九
月
五
日
 

　
歳
８１

故
　
本
村
　
　
弘
　
様
 

市
川
市

 

令
和
二
年
九
月
十
九
日
 

　
歳
８９

故
　
梅
澤
　
秀
輔
　
様
 

松
戸
市

 

令
和
二
年
九
月
二
十
三
日
 

　
歳
８５

故
　
福
田
　
伸
子
　
様
 

富
里
市

 

令
和
二
年
九
月
二
十
六
日
 

　
歳
７６

故
　
和
氣
　
　
浩
　
様
 

千
葉
市
美
浜
区

 

令
和
二
年
九
月
二
十
七
日
 

　
歳
８６

故
　
北
原
　
　
良
　
様
 

千
葉
市
緑
区

 

令
和
二
年
十
月
四
日
 

　
歳
８６

成
　
　
願
　
　
者
　
　
名
　
　
簿

成願者名簿

令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
八
十
四
名
の
会
員
が
成
願
さ
れ
ま
し
た
。　
　

謹
ん
で
追
悼
の
意
を
表
し
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

 　
　
（
注
）
千
葉
大
学
に
献
体
（
 成
願
 ）
さ
れ
た
日
を
記
載
し
て
い
ま
す
。（
死
亡
年
月
日
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

じ
ょ
う
が
ん
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故
　
鈴
木
　
庄
江
　
様
 

香
取
郡
東
庄
町

 

令
和
二
年
十
月
八
日
 

　
歳
１０３

故
　
吉
野
　
松
男
　
様
 

勝
浦
市

 

令
和
二
年
十
月
十
一
日
 

　
歳
８４

故
　
野
田
　
治
男
　
様
 

船
橋
市

 

令
和
二
年
十
月
十
一
日
 

　
歳
８６

故
　
小
野
田
ハ
ツ
　
様
 

柏
市

 

令
和
二
年
十
月
十
四
日
 

　
歳
９９

故
　
伊
藤
　
　
徹
　
様
 

船
橋
市

 

令
和
二
年
十
月
十
八
日
 

　
歳
７２

故
　
林
　
　
弘
之
　
様
 

千
葉
市
中
央
区

 

令
和
二
年
十
月
二
十
三
日
 

　
歳
７６

故
　
渡
邉
　
　
米
　
様
 

船
橋
市

 

令
和
二
年
十
月
二
十
六
日
 

　
歳
１０１

故
　
松
本
貴
美
子
　
様
 

茂
原
市

 

令
和
二
年
十
月
二
十
七
日
 

　
歳
１０１

故
　
大
西
　
和
枝
　
様
 

市
原
市

 

令
和
二
年
十
月
二
十
九
日
 

　
歳
７７

故
　
渡
邊
　
　
明
　
様
 

館
山
市

 

令
和
二
年
十
月
三
十
一
日
 

　
歳
７４

故
　
 
池
　
チ
ヨ
　
様
 

南
房
総
市

 

令
和
二
年
十
一
月
十
日
 

　
歳
９２

故
　
出
澤
冨
美
夫
　
様
 

千
葉
市
稲
毛
区

 

令
和
二
年
十
一
月
十
六
日
 

　
歳
９３

故
　
乳
井
　
良
子
　
様
 

千
葉
市
花
見
川
区

 

令
和
二
年
十
一
月
十
九
日
 

　
歳
９２

故
　
朝
武
　
正
子
　
様
 

船
橋
市

 

令
和
二
年
十
一
月
二
十
四
日
 

　
歳
８２

故
　
塩
野
谷
邦
三
　
様
 

千
葉
市
花
見
川
区

 

令
和
二
年
十
二
月
四
日
 

　
歳
９２

故
　
水
野
　
省
三
　
様
 

東
金
市

 

令
和
二
年
十
二
月
十
三
日
 

　
歳
９３

故
　
浮
田
　
益
夫
　
様
 

我
孫
子
市

 

令
和
二
年
十
二
月
十
七
日
 

　
歳
９０

故
　
伊
藤
　
キ
ワ
　
様
 

千
葉
市
花
見
川
区

 

令
和
二
年
十
二
月
十
八
日
 

　
歳
１０２

故
　
石
田
　
行
雄
　
様
 

八
千
代
市

 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
日
 

　
歳
７５

故
　
矢
部
　
源
吉
　
様
 

長
生
郡
長
生
村

 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日
 

　
歳
９２

故
　
野
口
　
徳
治
　
様
 

印
西
市

 

令
和
二
年
十
二
月
三
十
一
日
 

　
歳
８５

故
　
國
吉
美
惠
子
　
様
 

千
葉
市
中
央
区

 

令
和
三
年
一
月
二
日
 

　
歳
８８

故
　
高
橋
　
淑
夫
　
様
 

柏
市

 

令
和
三
年
一
月
三
日
 

　
歳
７０

故
　
大
木
　
俊
二
　
様
 

千
葉
市
若
葉
区

 

令
和
三
年
一
月
六
日
 

　
歳
６６

故
　
齋
藤
　
　
明
　
様
 

千
葉
市
中
央
区

 

令
和
三
年
一
月
十
八
日
 

　
歳
１０２

故
　
並
木
　
ま
さ
　
様
 

南
房
総
市

 

令
和
三
年
一
月
二
十
日
 

　
歳
１０２

故
　
鶴
岡
　
武
司
　
様
 

千
葉
市
花
見
川
区

 

令
和
三
年
一
月
二
十
四
日
 

　
歳
７８

故
　
小
林
　
和
夫
　
様
 

成
田
市

 

令
和
三
年
二
月
六
日
 

　
歳
９０

故
　
石
橋
治
郎
右
衛
門
様
 

千
葉
市
中
央
区

 

令
和
三
年
二
月
八
日
 

　
歳
８２

故
　
道
垣
内
綾
子
　
様
 

船
橋
市

 

令
和
三
年
二
月
十
一
日
 

　
歳
９３

故
　
佐
藤
　
健
一
　
様
 

旭
市

 

令
和
三
年
二
月
十
二
日
 

　
歳
８９

故
　
本
松
　
　
週
　
様
 

千
葉
市
花
見
川
区

 

令
和
三
年
二
月
二
十
二
日
 

　
歳
９０

故
　
内
田
　
正
憲
　
様
 

松
戸
市

 

令
和
三
年
二
月
二
十
三
日
 

　
歳
６５

故
　
白
鳥
　
　
豊
　
様
 

佐
倉
市

 

令
和
三
年
二
月
二
十
四
日
 

　
歳
８０

故
　
竹
内
　
弘
子
　
様
 

千
葉
市
緑
区

 

令
和
三
年
二
月
二
十
五
日
 

　
歳
８５

故
　
尾
野
三
千
代
　
様
 

木
更
津
市

 

令
和
三
年
二
月
二
十
六
日
 

　
歳
７０

故
　
石
川
　
鐵
男
　
様
 

富
津
市

 

令
和
三
年
三
月
四
日
 

　
歳
９２

故
　
髙
橋
　
　
宏
　
様
 

千
葉
市
緑
区

 

令
和
三
年
三
月
六
日
 

　
歳
８１

故
　
加
藤
百
合
子
　
様
 

千
葉
市
中
央
区

 

令
和
三
年
三
月
十
一
日
 

　
歳
８３

故
　
牛
見
　
敬
三
　
様
 

船
橋
市

 

令
和
三
年
三
月
十
三
日
 

　
歳
９０

故
　
森
　
冨
 
子
　
様
 

長
生
郡
白
子
町

 

令
和
三
年
三
月
十
五
日
 

　
歳
９３

故
　
中
石
　
　
憲
　
様
 

我
孫
子
市

 

令
和
三
年
三
月
十
七
日
 

　
歳
８３

故
　
木
佐
貫
郁
子
　
様
 

八
千
代
市

 

令
和
三
年
三
月
十
七
日
 

　
歳
９０

故
　
土
井
　
孝
之
　
様
 

船
橋
市

 

令
和
三
年
三
月
十
七
日
 

　
歳
９５

故
　
秋
本
　
惠
江
　
様
 

千
葉
市
美
浜
区

 

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
 

　
歳
９７

成願者名簿
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事業報告書

１
．
献
体
登
録
業
務

１
　
令
和
二
年
度
の
献
体
登
録
状
況
は
次
の
通

り
で
あ
る
。

新
規
入
会
時
の
医
師
教
育
へ
の
承
諾
書
提

出
者
　
　
　
　
　
　
六
十
八
人
（
　
％
）

１００

…
解
剖
学
実
習
及
び
研
究
、
医
師
教
育
用

の
解
剖
体
は
一
〇
〇
%
充
足
さ
れ
た
。

２
　
登
録
会
員
の
実
態
調
査

会
員
か
ら
の
変
更
届
や
返
信
状
況
を
通
じ

て
、
実
態
調
査
に
努
め
た
。

２
．
啓
発
・
広
報
活
動

１
　
遺
族
と
し
て
必
要
な
こ
と
を
会
報
で
繰
り

返
し
お
願
い
し
、
ま
た
保
存
版
と
し
て
の

「
ご
家
族
へ
の
お
願
い
」の
追
加
要
請
に
も

対
応
し
、「
無
条
件
・
無
報
酬
」
の
理
念
も

繰
り
返
し
訴
え
周
知
徹
底
を
は
か
っ
た
。

２
　
献
体
勧
誘
の
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
、
大
学

付
属
病
院
、
医
学
部
同
窓
会
、
千
葉
県
医

師
会
な
ど
に
協
力
を
依
頼
し
、
縁
故
の
公

共
施
設
に
も
掲
示
を
お
願
い
し
た
。

３
　
総
会
で
実
施
予
定
だ
っ
た
講
演
の
内
容
を

会
報
に
掲
載
し
、
高
齢
者
の
健
康
保
持
に

役
立
て
る
こ
と
が
で
き
た
。

３
．
総
会
の
実
施
（
中
止
）

１
　
第
三
十
九
回
千
葉
白
菊
会
総
会
を
令
和
二

年
六
月
六
日
（
土
）
午
前
中
、
看
護
学
部

講
義
・
実
習
室
で
実
施
す
る
予
定
で
あ
っ

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
状
況
を
鑑
み
、
中
止
と
し
た
。

２
　
同
日
の
講
演
会
を
、
千
葉
大
学
大
学
院
医

学
研
究
院
整
形
外
科
学
教
授
大
島
精
司
先

生
に
よ
り
「
腰
の
痛
み
や
座
骨
神
経
痛
は

な
ぜ
起
き
る
の
？
ま
た
対
処
法
は
」
と
題

し
て
実
施
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
総
会
中

止
に
伴
い
先
生
の
ご
承
諾
を
得
て
講
演
内

容
を
「
紙
面
講
演
」
と
い
う
名
目
で
会
報

に
掲
載
す
る
こ
と
と
し
た
。

３
　
例
年
総
会
後
に
行
わ
れ
る
名
簿
奉
納
式
は

九
月
二
日
に
千
葉
白
菊
会
役
員
、
事
務
局

の
み
の
参
加
で
実
施
し
た
。

４
．
会
報
の
発
行

１
　
会
報
五
十
七
号
を
九
月
中
に
発
行
し
た
。

２
　
こ
の
会
報
に
「
紙
面
講
演
」
を
記
載
し
、

会
員
か
ら
も
ご
好
評
を
得
た
。

５
．
大
学
と
の
連
携

１
　
「
献
体
の
現
役
医
師
活
用
（
C
A
L
）
は
、

令
和
二
年
度
で
三
四
九
人
、
累
計

四
、三
六
四
人
と
な
っ
た
。

２
　
医
学
生
の
解
剖
学
実
習
開
講
日
の
ガ
イ
ダ

ン
ス
が
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
実
施
と
な
っ

た
た
め
、
事
前
に
会
長
の
献
体
動
機
な
ど

の
ス
ピ
ー
チ
を
ビ
デ
オ
収
録
し
、
学
生
に

は
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
披
露
し
た
。

３
　
医
学
生
の
臨
床
実
習
に
入
る
証
し
で
あ
る

白
衣
式
に
会
長
が
参
加
し
、
良
医
と
な
る

期
待
と
激
励
の
挨
拶
を
し
た
。

４
　
解
剖
実
習
最
終
日
に
行
わ
れ
た
解
剖
学
教

室
主
催
の
献
花
式
に
会
長
が
代
表
と
し
て

参
列
し
た
。

６
．
主
な
行
事
な
ど

１
  二
年
九
月
二
日
　
名
簿
奉
納
式

２
　
二
年
十
月
五
日
　
解
剖
学
実
習
開
講
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
イ
ダ
ン
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
）

３
　
二
年
十
一
月
二
十
七
日

白
衣
式

（
於
　
ゐ
の
は
な
記
念
講
堂
）

４
　
二
年
十
二
月
二
十
三
日

献
花
式
（
於
　
献
体
の
碑
）

※
役
員
会
や
会
報
編
集
な
ど
の
会
合
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の

た
め
中
止
や
リ
モ
ー
ト
連
絡
な
ど
に
よ
り
対
応
し
た
。

１，９５７前年度末在籍数

＋６８入 会 者 数
今
年
度
状
況

－８４献体成願者数

－２７転 籍 他

－４３増 減 数

１，９１４今年度末在籍者数

（単位：人）

令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令
和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和
二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報
告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告

年
度
事
業
報
告
書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書

令令
和和
三三
年
三
月
三
十
一

年
三
月
三
十
一
日日
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収支決算書

令和２年度 一般会計収支決算書
（令和２年４月１日～令和３年３月３１日） （単位：円）収入の部

備　　　　考増　　　減決　算　額予　算　額項　　　　目
１．謝　 金

0900,000900,000　１　千 葉 大 学 医 学 部
２．補 助 金

0200,000200,000　１千葉大学医学部ゐのはな同窓会
0200,000200,000　２千葉大学医学部後援会
0200,000200,000　３一般財団法人同仁会
090,00090,000　４千　 葉　 県
090,00090,000　５千　 葉　 市
0100,000100,000　６千 葉 県 医 師 会

△ 1,000,00001,000,000３．特別会計（寄付金）より組入
△ 9,9901010,000４．雑 収 入

△ 1,009,9901,780,0102,790,000　 合　 　 計　

支出の部
備　　　　考増　　　減決　算　額予　算　額項　　　　目

総会中止のため△ 410,0000410,000１．総 会 費
千葉寺供花料のみ△ 60,00060,000120,000２．慰 霊 祭 費
 △ 141,978148,022290,000３．顕 彰 費
懇談会中止のため△ 50,000050,000４．懇 談 会 費
 166,666586,666420,000５．通 信 費
 △ 156,790573,210730,000６．印 刷 費
 △ 8,0201,98010,000７．会 議 費
 △ 101,50048,500150,000８．実 費 弁 償 費
 △ 120,82029,180150,000９．交 通 費

△ 12,3167,68420,000１０．消 耗 品 費
 △ 140,000120,000260,000１１．会 費 等
名古屋大学（中止）△ 150,0000150,000１２．総会・研修会参加費
振込手数料他△ 5,7144,28610,000１３．雑　 費

200,482200,4820１４．特 別 会 計 へ 繰 入
△ 20,000020,00015．予 備 費

△ 1,009,9901,780,0102,790,000　 合　 　 計　
0次年度へ繰越

（単位：円）収入の部
備　　　　考増　　　減決　算　額予　算　額項　　　　目

01,224,9261,224,926前 年 度 繰 越 金
270,000470,000200,000１．寄　 付　 金

000２．特別事業積立金振替
200,482200,4820３．一 般 会 計 よ り 振 替
470,4821,895,4081,424,926　 合　 　 計　

支出の部
備　　　　考増　　　減決　算　額予　算　額項　　　　目

△ 1,000,00001,000,000１．一 般 会 計 振 替
0200,000200,000２．特別事業積立金繰入
千葉大付属病院へ寄付△ 24,926200,000224,926３．予 備 費

△ 1,024,926400,0001,424,926　 合　 　 計　
1,495,408次年度へ繰越

令和２年度 特別会計（寄付金）収支決算書
（令和２年４月～令和３年３月）

特別事業積立金報告
　　（１）期首残額 0
　　（２）当期利息 0
　　（３）新規積立 200,000
　　（４）期末残額 200,000

令和２年度の予算額、決算額に関する帳簿および関係書類を監査した結果正確であることを認めます。
　令和３年４月20日

監事　青　柳　信　子
　監事　吉　澤　智　之
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事業計画

１
．
献
体
登
録
業
務

１
　
献
体
の
理
念
の
理
解
度
や
親
族
の
同
意
状

況
を
精
査
し
、
登
録
業
務
を
積
極
的
に
実

施
す
る
。

２
　
献
体
申
込
書
記
載
の
死
亡
時
の
連
絡
責
任

者
欄
へ
の
連
絡
者
順
位
の
記
入
を
徹
底
す

る
。

３
　
献
体
の
現
役
医
師
へ
の
教
育
・
研
究

（
C
A
L
）
に
つ
い
て
の
活
用
承
諾
書
の

一
〇
〇
%
取
得
を
目
指
す
。

４
　
会
員
の
変
更
届
や
返
信
状
況
な
ど
を
通
し

て
、
登
録
会
員
の
状
況
把
握
を
引
続
き
実

施
す
る
。

２
．
広
報
・
啓
発
活
動

１
　
献
体
募
集
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
協
力
施
設
を

さ
ら
に
開
拓
す
る
と
と
も
に
会
員
に
も
会

報
に
て
協
力
を
依
頼
す
る
。

２
　
献
体
登
録
者
に
は
「
い
ざ
と
言
う
時
の
備

え
」
に
つ
い
て
周
知
徹
底
を
図
る
と
共
に
、

ご
家
族
の
対
応
や
死
亡
原
因
に
よ
っ
て
は
、

ご
遺
体
の
引
取
り
が
出
来
な
い
場
合
も
あ

る
こ
と
を
説
明
す
る
。

３
　
「
無
条
件
・
無
報
酬
」
の
理
念
に
つ
い
て

も
、
繰
り
返
し
訴
求
し
て
い
く
。

３
．
総
会
の
開
催

１
　
第
四
十
回
総
会
を
令
和
三
年
六
月
五
日

（
土
）
午
前
中
に
、
看
護
学
部
の
講
義
・
実

習
室
に
て
行
う
。

２
　
総
会
に
お
い
て
有
益
な
講
演
を
行
う
。

３
　
総
会
に
続
き
、
献
体
の
碑
へ
の
成
願
者
芳

名
奉
納
式
を
行
う
。

４
．
会
報
の
発
行

１
　
九
月
中
に
会
報
五
十
八
号
を
発
行
す
る
。

２
　
会
報
に
は
、
総
会
に
お
け
る
講
演
内
容
の

詳
細
を
盛
り
込
む
。

５
．
大
学
と
の
連
携

１
　
解
剖
実
習
前
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
出
席
し
、
献

体
動
機
の
発
表
な
ど
、
大
学
か
ら
の
要
請

に
は
積
極
的
に
参
加
す
る
。
又
、
実
習
修

了
後
の
学
生
と
の
懇
談
（
激
励
）
を
通
じ

て
、
医
学
生
の
人
間
的
成
長
に
も
可
能
な

限
り
努
め
る
。

２
　
医
学
生
の
臨
床
研
修
時
の
白
衣
式
に
参
加

し
、
白
菊
会
と
し
て
良
医
と
な
る
べ
き
期

待
を
披
歴
す
る
。

３
　
役
員
会
に
大
学
医
学
部
事
務
部
の
同
席
を

常
に
お
願
い
し
、
ま
た
必
要
に
応
じ
て
大

学
関
係
部
署
と
の
打
合
せ
会
を
開
き
、
大

学
と
の
連
携
の
質
と
量
の
向
上
を
図
る
。

６
．
主
な
行
事
予
定

１
　
六
月
五
日
　
　
第
四
十
回
千
葉
白
菊
会
総
会

２
　
八
月
中
旬
　
　
肉
眼
解
剖
特
論
（
大
学
院

修
士
課
程
）

３
　
九
月
末
日
迄
　
会
報
五
十
八
号
を
発
行

４
　
十
月
上
旬
　
　
肉
眼
解
剖
学
実
習
ガ
イ
ダ

ン
ス

５
　
一
月
上
旬
　
　
解
剖
実
習
後
学
生
と
の
懇

談
（
激
励
）
会

６
　
三
月
下
旬
　
　
篤
志
解
剖
全
国
連
合
会
の

団
体
部
会
研
修
会
・
年
次

総
会
（
大
阪
市
立
大
学
）

　
こ
の
他
、
役
員
会
、
会
報
編
集
会
議
な
ど
年

数
回
実
施
予
定
。

　
但
し
、
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
の
情
況
に

応
じ
て
、
総
会
を
含
む
人
が
集
ま
る
行
事
関
係

は
令
和
二
年
度
同
様
延
期
ま
た
は
中
止
の
可
能

性
が
あ
る
。

令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令
和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和
三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計
画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画

令
和
三
年
度
事
業
計
画
 

令
和
三
年
四
月
一

令
和
三
年
四
月
一
日日
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収支予算書

（単位：円）収入の部
備　　　　考予　算　額項　　　　目

１．謝 金
900,000　１千 葉 大 学 医 学 部

２．補 助 金
200,000　１千葉大学医学部ゐのはな同窓会
200,000　２千葉大学医学部後援会
200,000　３一般財団法人同仁会
90,000　４千　 葉　 県
90,000　５千　 葉　 市
100,000　６千 葉 県 医 師 会

0３．雑 収 入
1,000,000４．特別会計（寄付金）より組入
2,780,000　 合　 　 計　

支出の部
備　　　　考予　算　額項　　　　目

410,000１．総 会 費
ご遺骨用ふろしき代他190,000２．慰 霊 祭 費
献体手帳、文集等200,000３．顕 彰 費
学生との懇談会50,000４．懇 談 会 費
会報、総会案内送付含む650,000５．通 信 費
会報、封筒代600,000６．印 刷 費

10,000７．会 議 費
60,000８．実 費 弁 償 費
60,000９．交 通 費

　20,00010．消 耗 品 費
連合会会費120,00011．会 費 等
３名参加予定（大阪市立大学）150,00012．全国総会・研修会参加費

10,00013．雑　 費
ノートパソコン購入250,00014．予 備 費

2,780,000　 合　 　 計　

令和３年度 一般会計収支予算書
（令和３年４月１日～令和４年３月３１日）

（単位：円）収入の部
備　　　　考予　算　額項　　　　目

1,495,408前 年 度 繰 越 金
200,000１．寄　 付　 金

0２．そ の 他
1,695,408　 合　 　 計　

支出の部
備　　　　考予　算　額項　　　　目

1,000,000１．一 般 会 計 振 替
400,000２．特別事業積立金繰入
295,408３．予 備 費
1,695,408　 合　 　 計　

令和３年度 特別会計（寄付金）収支予算書
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紙面講演

リ
レ
ー
」
で
す
。
救
急
患
者
は
回
復
力
が
著
し

く
低
下
し
て
い
る
状
態
で
す
か
ら
、
こ
の
リ

レ
ー
に
は
迅
速
さ
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
救
急
の
現
場
で
は
さ
ま

ざ
ま
な
事
情
か
ら
、
こ
れ
ま
で
救
急
病
院
へ
の

搬
送
ま
で
に
時
間
を
要
す
る
こ
と
が
往
々
に
あ

り
、
社
会
問
題
に
も
な
っ
て
い
ま
し
た
。
い
わ

ゆ
る
「
救
急
の
た
ら
い
回
し
」
で
す
。
救
急
医

と
し
て
、
こ
の
問
題
は
直
ち
に
解
決
に
取
り
組

む
べ
き
こ
と
で
し
た
。

　
千
葉
白
菊
会
の
皆
様
の
中
に
も
、
過
去
に

一
一
九
番
通
報
を
し
て
、
救
急
車
を
呼
ん
だ
経

験
の
あ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
私
は
、
千
葉
大
学
医
学
部
附
属

病
院
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
で
、
命
を
救
う
こ
と

を
職
務
と
す
る
救
急
医
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。

「
救
急
医
療
を
必
要
と
す
る
患
者
さ
ん
に
よ
り

良
い
医
療
を
提
供
し
た
い
」
と
思
い
、
仕
事
に

打
ち
込
ん
で
き
ま
し
た
。

　
一
一
九
番
か
ら
始
ま
る
救
命
救
急
医
療
は
、

救
急
隊
、
救
急
病
院
か
ら
な
る
言
わ
ば
「
命
の

　
総
会
は
で
き
ず
と
も
、
せ
め
て
会
員
の
皆
様
に
役
立
つ
知
識
を
お
届
け
し
た
い
と
の
思
い
で
今
年

も
紙
上
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

　
講
師
は
救
急
集
中
治
療
医
学
の
中
田
孝
明
教
授
で
す
。
中
田
先
生
は
私
た
ち
の
住
む
千
葉
県
内
の

救
急
医
療
体
制
を
最
新
の
情
報
通
信
技
術
を
駆
使
し
て
刷
新
す
る
取
組
を
し
て
い
ま
す
。

安
心
で
き
る
救
急
医
療
を
目
指
し

　
安
心
で
き
る
救
急
医
療
を
目
指
し
てて

実
用
化
の
進
む
２
つ
の
シ
ス
テ

　
　
　
　
　
　
　
実
用
化
の
進
む
２
つ
の
シ
ス
テ
ムム

千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院

救
急
集
中
治
療
医
学
教

千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院
　
救
急
集
中
治
療
医
学
教
授授
　
中中
田

孝
明

田
　
孝
明
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救
命
救
急
医
療
現
場
で
痛
感
し
た
時
間
的
ロ
ス

シ
ス
テ
ム
（
A
C
E
S
）」
と
名
付
け
ま
し
た
。

「
柔
軟
な
急
性
期
医
療
を
実
現
す
る
シ
ス
テ
ム
」

と
い
う
意
味
で
す
。

　
ま
ず
、
救
急
病
院
に
お
け
る
「
医
師
の
緊
急

時
呼
び
出
し
シ
ス
テ
ム
」
の
開
発
に
着
手
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
は
院
内
に
あ
る
パ
ソ
コ
ン
、
職

員
が
各
自
で
持
つ
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
利
用
し
ま
す
。
集
合
要
請
の
一

斉
発
信
、
職
員
か
ら
の
返
信
は
、
数
回
の
ク

リ
ッ
ク
や
 タ
 ッ
プ
で
行
え
る
よ
う
に
し
、
ま
た

※

職
員
の
返
信
内
容
を
分
析
し
て
、
集
合
可
能
人

数
と
到
着
時
間
が
把
握
で
き
る
も
の
を
目
指
し

ま
し
た
。

　
私
が
所
属
す
る
千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
、
大
阪
府
泉
洲
救
命
救
急

セ
ン
タ
ー
で
試
作
し
た
後
、
有
効
性
の
検
証
実

験
を
行
い
、
試
作
シ
ス
テ
ム
を
 ブ
 ラ
ッ
シ
ュ

※

ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
し
た
。
す
る
と
、
救
急
車

が
到
着
す
る
前
に
、
ス
タ
ッ
フ
が
集
合
し
、
専

門
医
が
緊
急
手
術
の
準
備
が
完
了
す
る
、
と

い
っ
た
望
ま
し
い
受
入
態
勢
が
構
築
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
数
が
同
じ
で
も
、
受
入

で
き
る
救
急
患
者
数
が
増
え
る
と
い
う
成
果
も

導
か
れ
、
情
報
共
有
と
ス
タ
ッ
フ
集
合
へ
の
時

間
的
ロ
ス
を
省
け
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
実
用
化
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
を

「
ア
キ
ュ
ー
ト
・
ケ
ア
・
エ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・

　
医
師
、
看
護
師
が
不
足
す
る
夜
間
帯
に
発
生

し
た
交
通
多
重
事
故
に
は
、「
た
ら
い
回
し
」
の

原
因
と
な
る
課
題
が
た
く
さ
ん
潜
ん
で
い
ま
す
。

多
重
事
故
は
、
救
急
患
者
が
複
数
・
同
時
に
発

生
し
、
症
状
も
様
々
で
す
。
対
応
の
た
め
に
は

自
宅
で
待
機
し
て
い
る
医
師
を
含
む
十
分
な
人

数
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
当
時
の
ス
タ
ッ
フ
の

集
合
要
請
は
、 
一
人
ひ
と
り
に
対
し
て
行
う

電
話
や
携
帯
電
話
メ
ー
ル
で
の
通
知
な
ど
で
し

た
。
こ
の
方
法
で
は
伝
達
に
時
間
を
要
し
ま
し

た
。
医
師
が
全
員
集
合
す
る
の
を
待
っ
た
上
で
、

さ
ら
に
状
況
説
明
も
必
要
で
す
。
収
容
し
た
救

急
患
者
を
目
の
前
に
し
て
、
こ
う
し
た
情
報
共

有
に
と
て
も
労
力
が
必
要
で
し
た
。
救
急
車
到

着
前
に
、
私
た
ち
が
救
急
患
者
の
情
報
を
詳
細

に
知
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に

処
置
に
入
れ
る
の
に
と
思
う
こ
と
が
多
々
あ
っ

た
の
で
す
。

　
現
代
は
様
々
な
技
術
が
発
展
し
て
き
て
お
り
、

I
C
T
と
言
わ
れ
る
情
報
通
信
技
術
が
日
々
の

生
活
を
豊
か
に
し
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
私
は
、

I
C
T
を
活
用
し
て
、
救
命
救
急
現
場
に
あ
る

課
題
を
解
決
し
、「
た
ら
い
回
し
」
を
ゼ
ロ
に
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
研
究
を
は
じ
め
ま
し
た
。

　「
た
ら
い
回
し
」
の
解
決
に
I
C
T
を
活
用
し
て

ま
ず
受
入
病
院
側
の
課
題
解
決
へ
　

「
命
の
リ
レ
ー
」の
た
め
に

「
命
の
リ
レ
ー
」の
た
め
に

ICTを活用して「命のリレー」を円滑に行い、「救急搬入のたらい回し」をなくして
「患者さんの不幸の転機にならないように」と願い取り組む
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次
に
、
迅
速
な
情
報
共
有
の
有
効
性
を
消
防

局
、
救
急
隊
へ
と
範
囲
を
広
げ
ま
し
た
。「
救

急
医
療
情
報
サ
ー
ビ
ス
S
m
a
r
t
1
1
9
」

を
開
発
し
、
二
〇
二
〇
年
七
月
よ
り
、
千
葉
市

消
防
局
に
導
入
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
I
C
T

を
活
用
し
、
救
急
車
出
動
要
請
を
受
け
る
消
防

指
令
セ
ン
タ
ー
、
救
急
隊
、
救
急
病
院
の
三
者

で
、
救
急
患
者
情
報
を
瞬
時
に
共
有
す
る
も
の

で
す
。
千
葉
大
学
が
あ
る
千
葉
市
消
防
局
と
の

共
同
開
発
で
ス
タ
ー
ト
。
指
令
セ
ン
タ
ー
・
救

急
隊
の
要
望
、
問
題
点
な
ど
が
提
示
さ
れ
て
、

一
つ
ひ
と
つ
を
改
善
し
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の

過
程
で
「
患
者
情
報
入
力
に
手
間
が
か
か
ら
な

い
こ
と
」「
治
療
に
直
結
す
る
有
効
な
情
報
が
記

録
さ
れ
る
こ
と
」
の
二
点
が
実
用
化
へ
の
ポ
イ

ン
ト
と
見
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
仕
組
み
を
説
明
し
ま
し
ょ

う
。
一
一
九
番
が
最
初
に
繋
が
る
指
令
セ
ン

タ
ー
で
は
、
職
員
が
復
唱
す
る
救
急
患
者
情
報

（
場
所
、
状
況
、
容
態
）
が
音
声
認
識
で
文
字
情

報
へ
変
換
さ
れ
、
そ
の
情
報
は
出
動
す
る
救
急

隊
が
携
行
す
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
へ
転
送
さ
れ

ま
す
。
現
場
に
到
着
し
た
救
急
隊
は
、 フ
 ォ
ー

※

マ
ッ
ト
に
し
た
が
っ
て
患
者
の
容
態
な
ど
を

救
急
患
者
の
情
報
共
有
の
迅
速
化
へ
　

「
命
の
リ
レ
ー
」の
た
め
に

「
命
の
リ
レ
ー
」の
た
め
に

 タ
 ッ
プ
入
力
し
ま
す
。
応
急
処
置
と
並
行
し
て
、

※受
入
要
請
に
必
要
な
情
報
が
整
え
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
か
ら
、
複
数
の
救
急

病
院
へ
一
括
し
て
受
入
要
請
を
送
信
し
ま
す
。

用
語
解
説

（
文
中
※
の
つ
い
た
言
葉
）

タ
ッ
プ
：
キ
ー
ボ
ー
ド
を
使
わ
ず
、
画
面
を
指
で

触
る
こ
と
で
入
力
す
る
こ
と

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
：
洗
練
さ
せ
完
成
度
を
高
め

る
こ
と

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
：
定
型
の
書
式
の
こ
と

　
救
急
病
院
か
ら
受
入
可
能
の
通
知
を
受
け
た

ら
、
搬
送
開
始
で
す
。
移
送
中
の
救
急
車
内
で

は
、
患
者
の
容
態
推
移
（
血
圧
や
心
拍
数
、
血

中
酸
素
濃
度
、
症
状
の
変
化
な
ど
）
を
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
で
入
力
し
、
瞬
時
に
受
入
病
院
と

共
有
し
ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
病
院

で
は
、
救
急
車
の
到
着
前
に
救
急
チ
ー
ム
編
成

を
完
了
し
て
、
到
着
と
同
時
に
最
適
な
治
療
を

開
始
で
き
る
の
で
す
。

１１９番通報を受ける指令センター
職員が復唱する救急患者情報（場所、状況、容態）を音声認識で
文字情報へ変換し情報化し、救急隊が携行するタブレット端末へ転送

受入病院にも救急患者情報が瞬時に伝達される。
救急車到着前に救急チーム編成と治療方針を確立する。
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「
命
の
リ
レ
ー
」
を
、
情
報
共
有
に
よ
っ
て

円
滑
に
し
、
救
急
患
者
に
と
っ
て
「
救
命
」
と

い
う
ゴ
ー
ル
を
も
た
ら
す
切
り
札
と
し
て
、

「
救
急
医
療
情
報
サ
ー
ビ
ス
S
m
a
r
t
1
1
9
」

は
誕
生
し
ま
し
た
。

　
S
m
a
r
t
1
1
9
の
千
葉
市
消
防
局
へ
の

導
入
は
、
私
自
身
が
起
業
し
た
株
式
会
社

S
m
a
r
t
1
1
9（https://sm

art119.bi

          
         z  ）

に
よ
り
実
現
し
ま
し
た
。
医
学
、
I
C
T
の
目

覚
ま
し
い
進
歩
と
い
う
恩
恵
を
受
け
、
救
急
患

者
の
「
た
ら
い
回
し
」
を
解
決
す
る
A
C
E
S

と
S
m
a
r
t
1
1
9
を
実
用
化
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
現
在
、
こ
の
I
C
T
を
救
急
医

療
に
限
定
せ
ず
、
医
療
全
般
に
広
げ
る
こ
と
を

視
野
に
研
究
を
続
け
て
い
ま
す
。
医
師
、
研
究

者
、
会
社
が
一
体
と
な
っ
て
、
未
来
医
療
を
上

手
に
届
け
ら
れ
る
こ
と
を
目
指
し
、
千
葉
県
で

皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
尽
力
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
進
歩
を
上
手
に
届
け
る
た
め
に

　
こ
の
講
演
へ
の
感
想
や
意
見
、
ま
た
質
問
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら

ぜ
ひ
、
事
務
局
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
お
送
り
い
た
だ
い
た

感
想
な
ど
は
、
中
田
先
生
に
も
お
届
け
す
る
予
定
で
す
。

到着した救急隊は、救急患者の容態などを入力し、病院へ受入要請を送信

病院に行くか、救急車を呼ぶか迷ったら、相談しましょう

千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県 救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相千葉県　救急安心電話相談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談
県内のプッシュ回線・携帯電話からは　　　　 県内のプッシュ回線・携帯電話からは ＃＃70097009
ダイヤル回線・IP電話・PHSからは 03－673　　　　 ダイヤル回線・IP電話・PHSからは 03－67355－－83058305

　　 　　受付時間　平日・土曜日　　　　　　18：00 ～ 翌朝6：00
　 　　　　　　　　日曜・祝日・年末年始
　 　　　　　　　　ゴールデンウイーク　　 9：00 ～ 翌朝6：00

利用上の注意　救急安心電話相談は、相談者の参考としていただくものであり
　　　　　　　医療行為は行いません。なお、電話代は有料となります。



-16-

　
例
年
、
初
日
の
解
剖
学
実
習
ガ
イ
ダ
ン
ス
に

は
白
菊
会
役
員
も
参
加
さ
せ
て
頂
き
、
ま
た
最

終
日
、
納
棺
式
を
終
え
た
学
生
や
先
生
方
と
懇

談
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
令
和

二
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、

学
生
が
キ
ャ
ン
パ
ス
に
立
ち
入
る
こ
と
も
出
来

な
い
状
況
の
中
、
解
剖
学
実
習
も
実
施
を
危
ぶ

ま
れ
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
感
染
対
策
を
徹
底
し

て
行
う
こ
と
で
、
医
学
生
に
と
っ
て
必
須
な
こ

の
実
習
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

　
十
月
五
日
、
解
剖
学
実
習
ガ
イ
ダ
ン
ス
は
メ

デ
ィ
ア
授
業
で
行
わ
れ
、
百
二
十
五
名
の
学
生

は
自
宅
か
ら
参
加
、
そ
の
後
、
登
校
し
て
午
後

に
は
最
初
の
解
剖
学
実
習
が
あ
り
ま
し
た
。
午

前
八
時
五
十
分
、
学
生
の
見
つ
め
る
画
面
で
は
、

鈴
木
崇
根
先
生
の
司
会
で
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
始
ま

り
、
森
千
里
先
生
の
講
義
、
献
体
に
つ
い
て
ビ

デ
オ
学
習
、
大
澤
國
昭
会
長
の
ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
続
き
ま
し
た
。
大
澤
会
長
は
「
無
条

件
・
無
報
酬
」
の
献
体
の
精
神
を
説
き
、
献
体

と
い
う
願
い
を
叶
え
て
く
れ
る
学
生
に
改
め
て

感
謝
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
納
棺
式
後
に
予
定
し
て
い
た
懇
談
会

も
今
年
は
開
催
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。（
青
柳
）

解剖学実習

納 棺納　棺　式
医学部旧本館での最後の解剖学実習でした

　１２月２３日午後、解剖実習室で納棺式が行われま
した。学生たちは用意した花束を棺に供えて感謝
を捧げ、ご遺体との最後のお別れをしました。

献体の碑に献花

納棺式終了後、森教授の献花（左）を見守る学生と教職員
長い間ありがとうございました
安らかにおやすみください

旺

王

欧

翁

横

横

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

解解解解解解解解解解解
剖剖剖剖剖剖剖剖剖剖
学学学学学学学学学学
実実実実実実実実実実
習習習習習習習習習習
ガガガガガガガガガガ
イイイイイイイイイイ
ダダダダダダダダダダ
ンンンンンンンンンン

剖
学
実
習
ガ
イ
ダ
ン
ススススススススススス
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医
学
生
の
生
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
感
想

文
！
　
楽
し
み
に
し
て
い
る
会
員
は
た
く
さ
ん

い
ま
す
。
感
動
や
驚
き
に
満
ち
た
感
想
文
を
読

ん
で
い
る
と
実
習
に
参
加
し
て
い
る
よ
う
な
気

分
に
な
っ
て
き
ま
せ
ん
か
。

学生感想文

旺

王

欧

翁

横横

横横

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

医医医医医医医医医医
学学学学学学学学学学
部部部部部部部部部部
学学学学学学学学学学
生生生生生生生生生生
感感感感感感感感感感
想想想想想想想想想想

医
学
部
学
生
感
想
文文文文文文文文文文文

に
医
療
行
為
に
通
ず
る
行
為
を
行
う
と
全
く
異

な
っ
た
実
感
を
伴
う
も
の
と
し
て
体
験
に
刻
み

付
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
私
達
が
向

き
合
っ
て
い
る
こ
ち
ら
の
ご
遺
体
は
、
解
剖
学

の
学
習
の
た
め
、
よ
り
よ
い
医
師
と
な
る
学
び

の
た
め
に
故
人
が
想
い
を
託
し
て
頂
い
た
結
果

で
あ
る
と
い
う
事
実
は
緊
張
感
を
高
め
、
姿
勢

を
正
さ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
も
実

習
、
研
修
、
医
師
と
な
っ
た
後
の
医
療
行
為
も

含
め
て
患
者
さ
ん
の
想
い
を
一
つ
ひ
と
つ
背
負

い
、
そ
れ
に
応
え
る
べ
く
最
大
限
の
努
力
、

日
々
た
ゆ
ま
ぬ
勉
強
を
行
っ
て
い
く
責
任
を
感

じ
て
い
ま
す
。
医
学
生
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、

た
だ
の
大
学
生
で
は
な
く
将
来
の
医
療
人
と
し

て
の
第
一
歩
を
既
に
踏
み
出
し
て
い
る
と
い
う

意
識
改
革
を
き
っ
と
実
習
を
終
え
た
全
員
が

行
っ
た
で
し
ょ
う
。

　
解
剖
実
習
を
終
え
、
納
棺
と
献
花
を
班
員
と

協
力
し
て
行
う
こ
と
で
感
謝
と
弔
い
の
意
を
表

す
る
機
会
を
頂
け
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
毎
年
慰
霊
祭
に
参
列
で
き
る
の
で
、
献

体
を
頂
い
た
故
人
、
ま
た
ご
遺
族
の
方
に
恥
じ

ぬ
よ
う
医
学
の
道
に
邁
進
し
、
感
謝
の
気
持
ち

を
持
ち
続
け
て
い
き
た
い
と
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

解
剖
を
始
め
る
際
に
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た

「
こ
ち
ら
の
ご
遺
体
は
あ
な
た
達
の
先
生
で
あ

り
、
初
め
て
の
患
者
さ
ん
で
す
」
と
い
う
言
葉

を
強
く
覚
え
て
い
ま
す
。
こ
の
一
言
で
ご
遺
体

と
は
モ
ノ
で
は
な
く
、
強
い
意
志
を
も
っ
て
献

体
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
一
人
の
人
間
で
あ
る
と

い
う
意
識
が
よ
り
強
固
に
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
受
け
て
対
面
式
の

実
習
は
行
え
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
不
安
で

し
た
が
先
生
方
の
尽
力
と
我
々
生
徒
が
一
丸
と

な
っ
て
実
施
で
き
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
解
剖
学
の
教
科
書
で
学
習
を

行
う
こ
と
は
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
人
体
に
は

各
々
異
な
る
点
が
あ
り
、
決
し
て
標
準
的
な
人

体
構
造
を
暗
記
す
る
だ
け
で
は
対
応
し
き
れ
な

い
こ
と
、
筋
肉
、
骨
、
血
管
、
神
経
、
身
体
を

構
成
す
る
全
て
の
要
素
が
連
続
的
に
重
な
っ
て

人
間
の
機
能
は
形
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
な
ど

は
実
習
室
で
ご
遺
体
と
向
き
合
っ
た
か
ら
こ
そ

分
か
っ
た
点
で
し
た
。

　
医
師
に
な
る
う
え
で
の
覚
悟
、
負
わ
ね
ば
な

ら
な
い
責
任
に
つ
い
て
は
入
試
の
面
接
で
言
葉

に
し
ま
し
た
し
、
医
療
職
の
方
と
お
話
し
す
る

こ
と
で
理
解
し
て
い
た
つ
も
り
で
し
た
。
し
か

し
そ
れ
は
想
像
上
の
も
の
で
し
か
な
く
、
実
際

想
い
と
向
き
合
う
責
任
に
つ
い
て

平
原
　
由
紀

　
今
回
の
解
剖
実
習
を
通
し
て
、
私
は
大
き
く

二
つ
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
一
つ
目
は
模
型

で
は
な
く
実
際
の
ご
遺
体
を
解
剖
さ
せ
て
頂
い

た
こ
と
で
、
よ
り
立
体
的
に
人
体
の
構
造
を
理

解
し
知
識
と
し
て
身
に
つ
け
た
こ
と
で
す
。
そ

し
て
も
う
一
つ
は
、
私
た
ち
が
医
師
と
な
る
過

程
に
お
け
る
学
習
の
た
め
に
自
ら
の
身
体
を
献

体
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
へ
の
驚
き
と
感
謝
、
そ

し
て
そ
の
想
い
に
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
責
任
と
覚
悟
で
し
た
。

　
二
年
生
の
前
期
ま
で
の
期
間
も
、
医
学
に
関

す
る
知
識
は
学
習
し
て
い
ま
し
た
が
、
人
の
身

体
と
向
き
合
う
の
は
初
め
て
の
経
験
で
し
た
。

烏韻
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吋
吋
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学生感想文

く
、
人
体
に
対
す
る
理
解
も
大
き
く
進
ん
だ
。

ま
た
、
講
義
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
し
て
患

者
の
病
気
を
特
定
し
て
い
る
か
、
と
い
っ
た
プ

ロ
セ
ス
も
い
く
つ
か
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
お
か

げ
で
、
臨
床
に
つ
い
て
も
少
し
わ
か
っ
て
き
た
。

そ
れ
ら
を
総
合
し
て
考
え
る
と
、
こ
の
解
剖
学

実
習
は
、
今
ま
で
の
自
分
に
と
っ
て
最
も
有
意

義
な
授
業
だ
っ
た
と
断
言
で
き
る
。
も
し
か
し

た
ら
、
生
涯
に
お
い
て
も
そ
う
だ
と
言
え
る
日

が
来
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
く
ら
い
自
分
に

と
っ
て
大
き
な
意
味
を
も
つ
授
業
だ
っ
た
。
遺

体
を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、
ま
た
そ

の
ご
遺
族
の
方
々
に
は
感
謝
し
て
も
し
き
れ
ま

せ
ん
。
責
任
感
を
も
っ
た
良
い
医
者
に
な
る
こ

と
を
誓
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

た
後
も
、
国
の
未
来
の
た
め
に
医
学
生
さ
ん
の

お
勉
強
に
役
立
て
て
欲
し
い
と
、
そ
う
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
た
。
ま
た
、
ご
自
身
の
身
体
を
よ

り
良
い
状
態
に
保
つ
た
め
に
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
し
て
い
る
と
言
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。

自
分
の
貧
し
い
感
性
で
は
、
そ
ん
な
こ
と
考
え

た
こ
と
も
な
か
っ
た
。
な
ん
と
美
し
く
気
高
い

精
神
を
も
っ
た
方
た
ち
な
ん
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。

自
分
の
生
涯
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
中
、
未

来
の
た
め
を
思
い
、
自
分
の
身
体
を
捧
げ
よ
う

と
行
動
で
き
る
人
が
ど
れ
ほ
ど
い
る
と
い
う
の

か
。
そ
ん
な
想
い
を
知
っ
た
以
上
、
自
分
は
全

力
で
こ
の
実
習
に
取
り
組
ま
な
い
と
い
け
な
い

と
思
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
怠
け
た
自
分
と
は
サ

ヨ
ナ
ラ
し
た
。
我
々
医
学
生
の
勉
強
の
た
め
に

身
を
捧
げ
た
方
た
ち
が
い
る
な
ら
、
自
分
た
ち

が
良
い
医
者
に
な
る
の
は
も
は
や
義
務
づ
け
ら

れ
た
と
言
っ
て
も
よ
い
。
そ
う
な
れ
な
い
よ
う

な
ら
、
自
分
は
た
だ
人
の
遺
体
を
解
剖
し
た
人

間
に
な
る
。
そ
う
は
絶
対
に
な
り
た
く
な
い
。

　
個
人
的
な
感
想
だ
が
、
こ
の
解
剖
学
実
習
と

い
う
も
の
は
、
我
々
医
学
生
に
と
っ
て
、
医
療

従
事
者
と
な
る
上
で
の
通
過
儀
礼
の
よ
う
な
も

の
と
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
に
述

べ
て
き
た
、
精
神
面
に
お
け
る
変
化
だ
け
で
な

烏韻
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吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
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人
生
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タ
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ニ
ン
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ポ
イ
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古
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健
太

　
一
生
に
一
度
の
解
剖
学
実
習
。
そ
れ
は
、
自

分
の
人
生
に
お
け
る
最
も
大
き
な
出
来
事
の
一

つ
だ
っ
た
と
言
え
る
。
ま
ず
何
よ
り
、
医
学
生
と

し
て
の
意
識
を
劇
的
に
変
え
ら
れ
た
。
そ
れ
ま

で
の
自
分
は
、
一
年
生
の
時
に
教
養
や
語
学
ば
か

り
を
や
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
正
直
に
言
っ
て

医
学
生
と
し
て
の
意
識
は
低
か
っ
た
。
自
分
は

な
ん
の
変
哲
も
な
い
普
通
の
大
学
生
だ
と
思
っ

て
い
た
し
、
ほ
と
ん
ど
勉
強
も
し
て
い
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
今
は
違
う
。
人
の
遺
体
を
解
剖
し
て
し

ま
っ
た
。
今
考
え
て
も
目
眩
が
す
る
よ
う
な
話

だ
と
思
う
。
自
分
は
も
う
普
通
の
大
学
生
で
は

な
い
の
だ
と
強
く
実
感
す
る
。
罪
の
意
識
が
な

い
わ
け
で
は
な
い
。
が
、
自
分
は
で
き
る
だ
け
前

を
向
い
て
実
習
に
取
り
組
み
、
実
習
を
終
え
た
。

　
実
習
中
ず
っ
と
自
分
の
心
を
支
え
て
く
れ
て

い
た
の
は
、
ご
遺
体
の
先
生
方
の
、
優
し
く
も

強
い
お
気
持
ち
で
あ
る
。
僕
た
ち
は
本
実
習
に

取
り
組
む
前
、ご
遺
体
の
先
生
方
が
、生
前
に
そ

の
お
気
持
ち
を
表
明
さ
れ
て
い
る
ビ
デ
オ
を
見

せ
て
も
ら
っ
た
。
自
分
は
そ
の
と
き
衝
撃
を
受

け
た
。
あ
の
方
た
ち
は
、
自
分
が
い
な
く
な
っ

実
習
で
培
っ
た
自
覚
と
　
　
　

責
任
感

小
口
　
真
司

　
献
体
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
、
ま
た
ご
遺
族

の
皆
様
、
こ
の
度
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
三
か
月
間
に
わ
た
る
解
剖
学
実
習

を
通
し
て
、
様
々
な
学
び
を
得
る
こ
と
が
で
き

烏 韻

吋

隠
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吋
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吋
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吋
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医
学
生
と
し
て
大
学
生
活
を
過
ご
し
て
き
ま
し

た
。
あ
く
ま
で
も
自
分
の
夢
の
た
め
で
あ
り
、

そ
れ
以
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

三
か
月
間
の
実
習
を
終
え
た
後
、
私
の
心
に
は
、

医
師
に
な
り
た
い
と
い
う
供
願
望
僑
だ
け
で
な

く
、
良
い
医
師
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
供
責
任
感
僑
が
あ
り
ま
し
た
。
私
た
ち
の

た
め
に
大
切
な
お
体
を
献
体
し
て
く
だ
さ
っ
た

先
生
の
願
い
と
期
待
に
背
い
て
は
な
ら
な
い
、

そ
ん
な
気
持
ち
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
医
学
生
と

し
て
の
生
活
は
続
き
ま
す
が
、
今
回
の
実
習
で

培
っ
た
自
覚
と
責
任
感
の
も
と
で
真
摯
に
学
習

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
こ
こ
ま
で
様
々
に
私
の
思
い
を
つ

づ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
感
謝
の
思
い

を
こ
の
よ
う
に
お
伝
え
す
る
こ
と
が
で
き
る
喜

び
と
同
時
に
、
感
謝
の
気
持
ち
を
書
き
尽
く
す

こ
と
の
で
き
な
い
限
界
も
感
じ
て
い
ま
す
。
字

数
の
せ
い
で
も
私
の
語
彙
力
の
せ
い
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
現
在
の
私
が
感
じ
て
い
る

も
の
よ
り
も
、
将
来
の
私
は
も
っ
と
も
っ
と
先

生
に
対
し
て
感
謝
の
気
持
ち
を
募
ら
せ
て
い
る

の
だ
ろ
う
と
い
う
確
信
が
あ
る
か
ら
で
す
。
医

学
生
と
し
て
、
ま
た
医
師
と
し
て
、
こ
れ
か
ら

も
長
い
時
間
を
か
け
て
医
学
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。
こ
の
大
変
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
何
よ
り
も
献
体

し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で

あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
感
想
文
を
通

し
て
、
献
体
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
と
ご
遺
族

の
皆
様
へ
の
感
謝
と
尊
敬
の
気
持
ち
を
お
伝
え

す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
今
回
の
三
か
月
間
の
解
剖
学
実
習
は
、
驚
き

と
感
動
の
連
続
で
し
た
。
人
体
の
複
雑
さ
と
美

し
さ
に
魅
了
さ
れ
続
け
た
三
か
月
間
だ
っ
た
、

と
も
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ひ
と
つ
ひ
と

つ
の
組
織
が
各
々
で
機
能
し
な
が
ら
も
全
体
の

調
和
を
維
持
す
る
人
体
の
機
構
は
非
常
に
美
し

い
も
の
で
し
た
。
好
奇
心
に
引
っ
張
ら
れ
な
が

ら
も
真
剣
に
実
習
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
自
ら

の
体
験
に
基
づ
く
確
実
な
知
識
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
知
識
は
教
科
書
を
た
だ
読

む
だ
け
で
は
到
底
身
に
付
け
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
機
会
を
く
だ
さ
り
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
学
び
取
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
医
学
的
知

識
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
医
学
生
と
し
て
の

私
の
心
構
え
に
も
変
化
が
生
ま
れ
た
こ
と
に
気

が
付
き
ま
し
た
。
私
は
こ
れ
ま
で
、
医
師
に
な

り
た
い
、
と
い
う
自
分
自
身
の
願
望
の
も
と
、

き
ま
す
が
、
そ
こ
で
学
ぶ
知
識
は
す
べ
て
先
生

が
く
だ
さ
っ
た
知
識
と
経
験
を
土
台
に
し
て
積

み
上
げ
ら
れ
て
い
く
も
の
で
す
。
医
学
を
学
べ

ば
学
ぶ
ほ
ど
、
い
か
に
今
回
の
解
剖
学
実
習
が

大
切
だ
っ
た
の
か
を
実
感
さ
せ
ら
れ
て
い
く
の

だ
と
感
じ
ま
す
。
今
回
の
体
験
を
決
し
て
忘
れ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
深
く
心
に
刻
み
な
が
ら
、

医
師
と
し
て
の
人
生
を
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
献
体
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
、
ま
た

ご
遺
族
の
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。　

　
　
解
剖
学
で
使
わ
れ
る
　

　
　
　
　
　
　
　
用
語
の
解
説

（
文
中
※
の
つ
い
た
言
葉
）

上
　
　
肢
…
…
肩
か
ら
先
に
あ
る
腕
や
手

指
を
含
め
た
全
体
の
こ
と

ア
ト
ラ
ス
…
…
解
剖
実
習
で
使
用
す
る
人

体
の
図
譜
の
こ
と

同
　
　
定
…
…
神
経
や
血
管
な
ど
の
名
前

を
特
定
す
る
こ
と

留
置
針
…
…
点
滴
で
使
う
、
血
管
内
に

入
れ
っ
ぱ
な
し
に
で
き
る

細
い
チ
ュ
ー
ブ
の
こ
と

手
　
　
技
…
…
治
療
や
手
術
の
行
為
、
手

法
の
こ
と
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医
学
生
と
し
て
の
覚
悟
と
　
 　

解
剖
実
習
へ
の
感
謝

徳
原
　
裕
樹

　
最
初
に
、
ご
献
体
い
た
だ
い
た
方
、
そ
の
ご

遺
族
に
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
い
と
思
う
。
毎

回
の
解
剖
実
習
を
は
じ
め
る
前
、
そ
し
て
終

わ
っ
た
後
に
、
僕
た
ち
は
「
献
体
の
精
神
」
へ

の
感
謝
を
込
め
て
黙
祷
を
し
た
。
こ
の
献
体
の

精
神
と
は
、
死
後
も
自
分
の
遺
体
を
無
報
酬
で

提
供
す
る
と
い
う
究
極
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神

の
こ
と
で
あ
る
。
大
抵
の
人
は
、
自
分
の
体
を

死
後
に
無
償
で
提
供
す
る
よ
う
な
こ
と
は
そ
う

簡
単
に
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
実
際
僕
自
身
も
、

死
後
に
解
剖
実
習
の
た
め
に
献
体
す
る
こ
と
が

で
き
る
か
と
問
わ
れ
た
ら
、
そ
の
覚
悟
は
ま
だ

で
き
な
い
と
思
う
。
そ
の
た
め
、
実
習
の
度
に
、

こ
の
方
は
ど
の
よ
う
な
思
い
で
自
分
の
ご
遺
体

を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
考
え

て
い
た
。
僕
た
ち
医
学
生
が
そ
の
思
い
に
ど
の

よ
う
に
応
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、
い
か
に

解
剖
実
習
を
さ
せ
て
も
ら
え
る
こ
と
に
感
謝
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、
な
ど
と
い
っ
た
ご
遺

体
へ
の
感
謝
、
敬
意
を
解
剖
実
習
が
始
ま
っ
た

瞬
間
か
ら
今
ま
で
絶
え
ず
持
ち
続
け
て
お
り
、

自
分
が
将
来
医
者
に
な
っ
て
も
こ
の
感
謝
を
決

し
て
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
正
直
に
い
う
と
、
実
習
が
始
ま
る
前
、
僕
は

こ
の
解
剖
実
習
に
対
し
て
か
な
り
不
安
や
緊
張

が
あ
っ
た
。
は
じ
め
て
人
の
死
に
触
れ
る
と
い

う
不
安
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
広
が
っ
て

い
る
中
で
の
対
面
実
習
へ
の
不
安
、
そ
し
て
ご

遺
体
を
解
剖
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
へ
の
緊
張

か
ら
の
不
安
で
あ
る
。
こ
う
し
た
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

な
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
講
義
の

み
で
い
い
の
で
は
な
い
か
、
デ
ジ
タ
ル
の
教
材

を
用
い
た
実
習
で
十
分
な
の
で
は
な
い
か
、
と

思
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
実
習
を
終
え

た
今
、
い
か
に
そ
の
考
え
が
筋
違
い
で
あ
っ
た

か
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
。
講
義
で
頭

に
入
れ
た
単
な
る
知
識
が
、
実
習
を
通
し
て
立

体
構
造
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
で
頭
に
入
っ
て
い

く
の
で
あ
る
。
最
初
は
ご
遺
体
を
解
剖
す
る
と

い
う
こ
と
に
と
て
も
抵
抗
が
あ
り
、
罪
悪
感
を

感
じ
る
こ
と
す
ら
あ
っ
た
。
し
か
し
、
実
際
に

解
剖
を
進
め
て
い
く
中
で
、
人
体
の
構
造
が
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
と

ど
ま
ら
ず
、
人
体
構
造
の
多
様
性
や
人
間
の
死
、

そ
し
て
チ
ー
ム
で
動
く
こ
と
の
や
り
が
い
、
大

変
さ
な
ど
、
た
だ
の
解
剖
学
講
義
で
学
べ
る
こ

と
よ
り
圧
倒
的
に
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
糧
と

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
実
習
の
三
ヶ
月
は
学
ぶ

こ
と
が
と
て
も
多
く
、
大
学
生
活
が
始
ま
っ
て

か
ら
最
も
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
身
体
的
に
も
精

神
的
に
も
大
変
な
期
間
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
と

同
時
に
こ
の
三
ヶ
月
は
、
改
め
て
自
分
が
医
師

に
な
る
の
だ
と
実
感
す
る
こ
と
の
で
き
た
と
て

も
大
切
な
期
間
で
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。

　
実
習
で
解
剖
さ
せ
て
い
た
だ
く
ご
遺
体
は
、

医
学
生
に
と
っ
て
は
じ
め
て
の
患
者
さ
ん
で
あ

る
と
先
生
が
仰
っ
て
い
た
。
こ
の
解
剖
実
習
を

通
し
て
学
び
感
じ
た
様
々
な
事
柄
を
、
こ
れ
か

ら
先
の
人
生
で
忘
れ
る
こ
と
は
決
し
て
な
い
だ

ろ
う
。
こ
れ
か
ら
先
の
四
年
間
は
、
今
ま
で
よ

り
も
勉
強
が
忙
し
い
時
期
に
な
る
と
思
う
。
あ

ま
り
の
忙
し
さ
に
途
中
で
投
げ
出
し
た
く
な
る

と
き
も
訪
れ
る
と
は
思
う
が
、
立
派
な
医
師
に

な
る
た
め
に
こ
の
関
門
を
越
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
そ
う
で
な
い
と
解
剖
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
ご
遺
体
に
失
礼
で
あ
る
と
感
じ
、
改
め
て
医

学
生
と
し
て
の
覚
悟
を
持
っ
た
。
医
学
教
育
に

関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
全
て
の
方
々
へ
の

期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
な
、
社
会
に
貢
献
で

き
る
医
師
に
な
れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
絶
え

間
な
い
努
力
を
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

学生感想文
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実
習
は
個
性
を
学
ぶ
も
の

神
ノ
田
　
紗
瑛

　
肉
眼
解
剖
学
の
授
業
が
始
ま
る
時
の
説
明
会

で
は
、
こ
の
授
業
の
目
標
の
一
つ
が
「
人
体
構

造
の
普
遍
性
と
個
性
を
学
ぶ
こ
と
」
で
あ
る
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。
説
明
会
の
時
点
で
そ
の
言

葉
は
頭
の
片
隅
に
あ
る
程
度
だ
っ
た
も
の
の
、

実
際
に
ご
遺
体
を
解
剖
し
て
み
る
と
、
血
管
や

神
経
な
ど
の
構
造
物
が
教
科
書
通
り
で
な
い
こ

と
も
少
な
か
ら
ず
あ
り
、「
人
体
構
造
の
普
遍

性
と
個
性
を
学
ぶ
こ
と
」
と
は
こ
う
い
う
こ
と

か
と
納
得
し
ま
し
た
。
今
の
時
代
、
3
D
の
人

体
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
ア
プ
リ
も
あ
る
し
、

教
科
書
に
書
い
て
あ
る
こ
と
を
学
ぶ
の
だ
っ
た

ら
、
正
直
そ
の
方
が
楽
に
学
べ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
見
つ
け
た
い
構
造
物
が
見
つ
か
ら
ず
、

後
で
ア
プ
リ
で
見
れ
ば
い
い
や
と
先
に
進
み
た

く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
度

に
、
実
習
は
個
性
を
学
ぶ
た
め
に
や
っ
て
い
る

の
だ
と
い
う
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、

先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
、
ご
遺
体
は
初
め

て
の
患
者
さ
ん
だ
と
い
う
言
葉
も
思
い
出
し
ま

し
た
。
今
は
見
つ
け
ら
れ
な
く
て
も
誰
も
困
ら

な
い
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
将
来
患
者
さ
ん
を

目
の
前
に
し
た
時
、
目
的
の
構
造
物
が
見
つ
か

ら
な
か
っ
た
ら
。
そ
う
考
え
る
と
も
う
少
し
探

し
て
み
よ
う
と
思
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
解
剖
実
習
は
チ
ー
ム
医
療
を
学
ぶ
場

と
い
う
点
で
も
重
要
で
し
た
。
数
か
月
に
わ

た
っ
て
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
実
習
を
行
っ
た
こ
と

は
初
め
て
で
あ
り
、
知
識
も
器
用
さ
も
違
う
メ

ン
バ
ー
で
、
ベ
ス
ト
な
解
剖
を
す
る
た
め
の
役

割
分
担
を
考
え
た
り
、
構
造
物
に
つ
い
て
知
っ

て
い
る
こ
と
を
教
え
合
っ
た
り
し
た
こ
と
は

チ
ー
ム
医
療
さ
な
が
ら
で
し
た
。
自
分
が
間

違
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
患
者
さ

ん
の
た
め
に
思
っ
て
い
る
こ
と
を
と
り
あ
え
ず

口
に
出
す
大
切
さ
と
難
し
さ
も
学
び
ま
し
た
。

「
そ
れ
は
〇
〇
動
脈
で
は
な
く
△
△
動
脈
で
は

な
い
の
か
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
メ
ン
バ
ー

に
問
う
こ
と
は
、
切
る
べ
き
で
は
な
い
構
造
物

を
切
っ
て
し
ま
う
と
い
っ
た
ミ
ス
を
防
ぐ
た
め

に
重
要
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
解
剖
実
習
は
臨

床
現
場
を
意
識
さ
せ
て
く
れ
る
も
の
で
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
献
体
し
て
く
だ

さ
っ
た
方
々
、
並
び
に
そ
の
ご
家
族
、
ご
献
体

か
ら
最
大
限
、
学
べ
る
こ
と
に
し
よ
う
と
試
行

錯
誤
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、
献
体
に
携
わ

る
全
て
の
方
々
に
深
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

献
体
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
に
関
し
ま
し
て
は
、

医
学
生
が
優
秀
な
医
師
に
な
れ
る
よ
う
に
と
の

思
い
、
と
て
も
尊
く
有
り
難
い
も
の
で
あ
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。
ご
家
族
に
関
し
ま
し
て
は
、

ご
遺
体
と
通
常
の
よ
う
な
お
別
れ
を
で
き
な
く

な
る
に
も
関
わ
ら
ず
ご
協
力
い
た
だ
き
、
重
い

決
断
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
想
像
す
る
と
感
謝
し

て
も
し
き
れ
ま
せ
ん
。
お
か
げ
さ
ま
で
患
者
さ

ん
の
個
性
と
向
き
合
う
大
切
さ
を
知
り
、
医
師

に
な
る
覚
悟
が
よ
り
固
ま
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
ご
献
体
に
対
し
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し

ま
す
。
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に
確
認
し
た
り
、
一
人
一
人
少
し
ず
つ
血
管
の

走
行
が
異
な
っ
て
い
た
り
す
る
の
を
見
て
、
人

体
の
不
思
議
さ
を
感
じ
、
医
学
に
よ
り
興
味
が

わ
き
ま
し
た
。 

　
将
来
自
分
が
ど
の
よ
う
な
医
師
に
な
る
の
か

は
ま
だ
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
ど
の
科
に
進
ん
だ

と
し
て
も
解
剖
実
習
で
学
ん
だ
事
、
解
剖
実
習

と
い
う
経
験
そ
の
も
の
は
決
し
て
忘
れ
な
い
と

思
い
ま
す
。
三
ヶ
月
間
、
自
分
な
り
に
は
し
っ

か
り
予
習
を
し
て
、
実
習
中
も
出
来
る
だ
け
多

く
の
事
を
学
べ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
は
い
た
つ

も
り
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
思
い
返
し
て
み
れ

ば
ま
だ
頑
張
れ
た
の
で
は
な
い
か
な
、
と
反
省

す
る
部
分
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
反
省
は
今
後

し
っ
か
り
勉
強
す
る
こ
と
で
挽
回
し
て
い
き
た

い
で
す
。
ま
だ
医
学
の
勉
強
は
始
ま
っ
た
ば
か

り
で
す
が
、
い
つ
か
私
達
の
た
め
に
献
体
し
て

く
だ
さ
っ
た
ご
遺
体
の
先
生
に
認
め
て
頂
け
る

よ
う
に
勉
強
に
励
み
、
良
い
医
師
と
な
る
事
が

出
来
る
よ
う
に
精
一
杯
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。

　
私
は
い
つ
も
実
習
の
前
後
に
行
う
黙
祷
の
時

間
に
「
今
日
は
こ
ん
な
と
こ
ろ
を
見
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」「
今
日
は

こ
ん
な
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。」
と
、
心
の
中
で
話
し
か
け
て
い
た

の
で
す
が
、
実
習
が
進
ん
で
い
く
中
で
、
全
身

に
メ
ス
を
入
れ
、
体
の
中
を
隅
々
ま
で
見
さ
せ

て
頂
い
て
い
る
こ
と
が
申
し
訳
な
く
な
り
、
心

の
中
で
謝
っ
た
こ
と
が
何
度
か
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ご
遺
体
の
先
生
は
ど
ん
な
人
生
を
送
っ

て
い
た
の
だ
ろ
う
か
、
ご
遺
族
は
大
切
な
人
が

見
ず
知
ら
ず
の
学
生
に
解
剖
さ
れ
る
こ
と
に
対

し
て
ど
う
思
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
考
え

て
度
々
⾟
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
今
振
り
返
っ
て
み
る
と
私
達
の
勉
強
の
為

に
身
体
を
差
し
出
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
に
、

申
し
訳
な
い
と
思
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
は
望
ま

れ
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
改
め
て
、
私
達
の

為
に
献
体
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
と
ご
家
族
の
方

に
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
で
す
。
本
当
に
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
実
習
が
行
え
る
の
か
不

安
も
大
き
か
っ
た
の
で
す
が
、
解
剖
実
習
を
無

事
に
終
え
る
こ
と
が
出
来
、
非
常
に
良
か
っ
た

で
す
。
実
習
で
人
体
の
構
造
の
複
雑
さ
を
実
際

コ
ロ
ナ
禍
で
実
習
が
行
え
た
　

こ
と
に
感
謝

山
田
　
四
季
穂

　
解
剖
実
習
を
通
し
て
私
が
一
番
変
わ
っ
た
こ

と
は
医
学
生
と
し
て
の
意
識
で
す
。

　
実
習
が
始
ま
る
ま
で
、
私
は
医
学
部
に
入
学

し
た
も
の
の
一
年
生
の
間
は
医
学
の
勉
強
は
ほ

と
ん
ど
な
く
、
二
年
生
に
な
っ
て
基
礎
医
学
の

授
業
は
始
ま
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
キ
ャ
ン
パ
ス
に
も
入
る
こ
と
が

出
来
ず
、
ま
だ
な
ん
と
な
く
高
校
生
の
頃
と
変

わ
ら
な
い
気
分
で
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
実
習

初
日
に
初
め
て
解
剖
実
習
室
に
入
り
、
ご
遺
体

の
お
顔
を
見
た
時
、
一
気
に
気
が
引
き
締
ま
り

ま
し
た
。

　
私
は
物
心
が
つ
い
て
か
ら
身
近
な
人
が
亡
く

な
っ
た
経
験
が
無
く
、
初
日
に
固
く
冷
た
い
ご

遺
体
に
触
れ
た
時
に
初
め
て
人
の
死
を
強
く
実

感
し
ま
し
た
。
私
が
将
来
な
ろ
う
と
し
て
い
る

医
師
と
い
う
職
業
は
人
の
生
死
に
関
わ
る
職
業

で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
大
き
く
実
感
し
ま
し
た
。

実
習
を
通
し
て
「
死
｣
と
い
う
も
の
を
強
く
感

じ
た
今
、
三
ヶ
月
前
ま
で
の
ふ
わ
ふ
わ
し
た
気

持
ち
は
も
う
あ
り
ま
せ
ん
。
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ま
す
。
私
自
身
五
年
前
に
祖
父
を
亡
く
し
ま
し

た
が
、
亡
く
な
っ
た
祖
父
と
ひ
と
時
で
も
離
れ

て
し
ま
う
の
は
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い
ほ
ど
寂

し
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
ご
家
族
の

皆
さ
ん
も
そ
の
時
の
私
と
似
た
お
気
持
ち
を
感

じ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
私
事
で
す
が
、
家
族
に
医
療
関
係
者
は
お
ら

ず
、
母
は
私
が
こ
の
解
剖
学
実
習
を
行
っ
た
こ

と
で
初
め
て
献
体
に
つ
い
て
知
る
機
会
と
な
り
、

少
な
か
ら
ず
興
味
を
も
っ
た
よ
う
で
す
。
先
生

方
と
同
じ
非
常
に
尊
い
献
体
の
精
神
を
少
し
で

は
あ
り
ま
す
が
広
げ
る
の
に
貢
献
で
き
た
よ
う

に
感
じ
、
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
先
生
方
の
ご
意
思
に
恥
じ
ぬ
よ
う
、

絶
え
ず
努
力
を
続
け
、
世
の
役
に
立
つ
医
療
者

に
成
長
し
た
い
、
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強

く
感
じ
ま
す
。
改
め
て
、
献
体
い
た
だ
い
た
先

生
方
と
ご
家
族
の
皆
様
に
最
大
限
の
感
謝
を
い

た
し
ま
し
て
、
結
び
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
肉
眼
解
剖
学
実
習
を
進
め
る
に
つ
れ
て
、
そ

の
使
命
感
は
さ
ら
に
強
く
な
っ
て
い
き
、
併
せ

て
献
体
い
た
だ
い
た
先
生
方
の
ご
意
思
の
尊
さ

を
強
く
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

私
た
ち
の
班
が
解
剖
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
先
生

は
ご
立
派
な
体
格
を
さ
れ
て
い
て
、「
解
剖
さ

せ
て
い
た
だ
く
私
た
ち
の
こ
と
を
考
え
て
亡
く

な
る
直
前
ま
で
お
元
気
に
運
動
な
ど
な
さ
っ
て

い
た
の
か
も
し
れ
な
い
ね
」
な
ど
と
班
員
の
み

な
と
、
生
前
の
ご
様
子
に
思
い
を
は
せ
て
実
習

を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
実
習
で
人
体
に

つ
い
て
学
ん
だ
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
ご

遺
体
を
人
生
で
初
め
て
の
患
者
さ
ん
で
あ
る
と

考
え
、
班
と
い
う
チ
ー
ム
で
真
摯
に
患
者
さ
ん

と
向
き
合
っ
た
三
か
月
間
は
、
病
院
実
習
や
そ

れ
以
降
の
医
師
人
生
に
つ
な
が
る
患
者
さ
ん
と

の
向
き
合
い
方
を
学
ぶ
第
一
歩
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
こ
の
経
験
を
私
た
ち
が
忘
れ
ず
に
医

師
と
し
て
働
く
こ
と
で
、
ご
遺
体
の
先
生
方
の

ご
意
思
が
こ
の
先
何
十
年
に
も
わ
た
っ
て
世
の

医
療
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
へ
の
橋
渡
し
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
、
同
時
に
責
任
感

も
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
先
生
方
の
尊
い
ご
意
思
に
ご
賛
同
い
た
だ
い

た
ご
家
族
の
方
々
に
も
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

患
者
さ
ん
と
の
向
き
合
い
方
 　

を
学
ぶ
第
一
歩

伊
東
　
篤
志

　
私
た
ち
千
葉
大
学
医
学
部
二
年
生
は
二
〇
二
〇

年
十
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
三
か
月
間
、
肉
眼

解
剖
学
実
習
を
通
じ
て
非
常
に
充
実
し
た
、
他

に
代
え
が
た
い
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
実
習
を
振
り
返
る
前
に
、
ご

献
体
い
た
だ
い
た
先
生
方
、
ご
遺
族
の
皆
様
、

お
よ
び
教
員
の
方
々
等
、
実
習
に
関
わ
っ
て
く

だ
さ
っ
た
す
べ
て
の
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
医
師
を
目
指
し
て
医
学
部
を
受
験
し
よ

う
と
決
め
た
と
き
に
肉
眼
解
剖
学
実
習
と
い
う

も
の
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
そ
れ
以
降
そ
の
よ

う
な
貴
重
な
経
験
が
で
き
る
こ
と
を
ず
っ
と
待

ち
望
ん
で
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
年
度
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
影
響
で
対
面
で

の
実
習
が
で
き
る
か
ど
う
か
危
ぶ
ま
れ
、
直
前

ま
で
実
施
可
能
か
わ
か
ら
な
い
状
況
で
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
様
々
な
方
々
の
ご
協
力
の
お

か
げ
で
実
習
が
行
え
る
と
決
ま
っ
た
と
き
、
こ

の
機
会
を
最
大
限
生
か
し
て
人
体
の
構
造
、
機

能
を
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
強
い
使

命
感
を
感
じ
ま
し
た
。
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医
師
と
し
て
の
　
　
　
　
　
　

起
点
と
な
っ
た
解
剖
実
習野

原
　
嘉
乃

　
医
学
部
生
に
と
っ
て
、
解
剖
実
習
は
最
も
印

象
的
な
経
験
の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
だ
ろ
う
。
私
た
ち
に
と
っ
て
は
、
二
〇
一
九

年
末
か
ら
今
も
続
く
未
曾
有
の
事
態
の
下
で
、

よ
り
特
別
な
経
験
に
な
っ
た
。

　
医
学
部
に
入
学
し
て
か
ら
一
年
間
は
、
教
養

を
中
心
に
学
ん
で
き
た
。
二
年
生
に
進
級
し
て

か
ら
は
、
医
学
専
門
科
目
を
学
ぶ
よ
う
に
な
っ

た
が
、CO

V
ID
-1

 
 
 
  
  9  の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
り
、

実
際
に
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
登
校
す
る
こ
と

な
く
前
期
を
終
え
た
。
ビ
デ
オ
チ
ャ
ッ
ト
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
た
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
を
受
け
た
り
、
録
画
さ
れ
た
講
義
動

画
を
視
聴
し
た
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
出
さ
れ
た

課
題
を
こ
な
し
な
が
ら
理
解
を
深
め
た
り
、
い

ず
れ
に
せ
よ
こ
れ
ま
で
の
医
学
部
二
年
生
と
は

違
う
大
学
生
活
を
送
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。
後
期
に
入
っ
て
も
多
く
が
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
で
あ
る
中
で
、
解
剖
実
習
は
、
感
染
防
止
策

を
と
っ
た
う
え
で
、
唯
一
特
別
に
許
さ
れ
た
対

面
で
の
実
習
で
あ
っ
た
。
そ
の
緊
張
感
は
、
初

実
習
の
回
を
重
ね
る
た
び
に
、
献
体
を
し
て
く

だ
さ
る
方
と
そ
の
ご
遺
族
へ
の
感
謝
と
、
さ
ら

に
感
謝
の
気
持
ち
だ
け
で
終
わ
ら
せ
て
は
い
け

な
い
と
い
う
思
い
が
募
っ
た
。
医
療
の
発
展
を

願
い
、
ま
た
そ
れ
を
私
た
ち
に
託
し
て
く
だ

さ
っ
た
方
の
ご
意
思
を
、
そ
し
て
「
臨
床
に
役

立
つ
知
識
や
経
験
を
」
と
私
た
ち
の
こ
と
を
考

え
て
、
様
々
な
 手
 技
を
経
験
す
る
機
会
を
与
え

※

て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
の
ご
厚
意
を
、
決
し
て

無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
医
療
に
役
立
て
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
と
、
強
く
責
任
を
感
じ
て
い
る
。

今
思
え
ば
、
こ
れ
は
「
患
者
の
意
思
を
尊
重
し
、

自
分
に
で
き
る
最
善
を
尽
く
し
た
い
」
と
い
う

よ
う
に
、
将
来
臨
床
の
現
場
で
出
会
う
患
者
ひ

と
り
ひ
と
り
に
対
し
て
も
感
じ
る
責
任
と
同
じ

で
は
な
い
か
。
そ
う
思
っ
た
と
き
、
改
め
て

「
解
剖
実
習
で
の
ご
遺
体
の
先
生
は
、
一
人
目
の

患
者
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
が
深
く
心
に
響
い
た
。

　
た
く
さ
ん
の
方
々
に
支
え
ら
え
れ
、
学
ぶ
機

会
を
い
た
だ
き
、
特
に
献
体
を
し
て
く
だ
さ
っ

た
方
の
思
い
を
受
け
止
め
て
感
じ
た
責
任
は
、

こ
の
先
実
際
に
医
療
に
従
事
す
る
よ
う
に
な
っ

て
も
、
常
に
忘
れ
る
こ
と
の
な
い
、
医
師
と
し

て
の
起
点
と
な
る
だ
ろ
う
。
初
心
に
戻
ろ
う
と

思
っ
た
と
き
、
こ
の
二
〇
二
〇
年
の
解
剖
実
習

め
て
接
す
る
患
者
で
あ
り
、
私
た
ち
に
解
剖
学

を
教
え
て
く
だ
さ
る
先
生
で
あ
る
ご
遺
体
を
前

に
す
る
緊
張
感
と
合
わ
さ
り
、
引
き
締
ま
る
思

い
で
実
習
が
始
ま
っ
た
。

　
実
習
を
行
い
な
が
ら
常
に
感
染
防
止
に
気
を

配
る
の
は
、
確
か
に
例
年
の
実
習
と
は
心
構
え

が
少
し
違
う
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
常
に

感
染
症
に
感
染
す
る
リ
ス
ク
を
考
え
て
行
動
す

る
こ
と
は
、
医
療
従
事
者
と
し
て
当
然
の
こ
と

で
あ
り
、
医
学
生
と
し
て
自
覚
を
も
っ
て
行
動

し
よ
う
と
改
め
て
思
え
た
こ
と
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
こ
そ
の
学
び
で
あ
る
。

　
実
習
初
日
か
ら
の
約
三
ヶ
月
間
は
あ
っ
と
い

う
間
で
、
こ
の
よ
う
に
思
い
返
す
機
会
に
、
改

め
て
実
習
で
学
ん
だ
こ
と
を
消
化
し
て
い
る
。

最
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
 上
 肢
の
神
経
で

※

あ
る
。
繊
細
な
構
造
を
目
の
当
た
り
に
し
、
日

常
生
活
で
自
分
が
行
う
何
気
な
い
動
き
の
一
つ

一
つ
が
、
こ
の
細
い
神
経
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ

て
い
る
の
か
と
思
う
と
、
と
て
も
神
秘
的
に
感

じ
た
。
ほ
か
に
も
人
間
の
身
体
の
構
造
や
機
能

を
た
く
さ
ん
学
ん
だ
が
、
教
科
書
や
 ア
 ト
ラ
ス

※

で
分
か
り
や
す
く
描
か
れ
て
い
る
も
の
で
は
な

く
、
実
際
の
組
織
を
自
分
た
ち
で
 同
 定
す
る
作

※

業
は
、
臨
床
に
つ
な
が
る
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
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を
思
い
出
す
に
違
い
な
い
。
繊
細
な
構
造
を
扱

う
と
い
う
ミ
ク
ロ
な
視
点
、
そ
し
て
患
者
と
向

き
合
う
と
い
う
マ
ク
ロ
な
視
点
、
両
方
の
大
切

さ
を
実
感
で
き
た
こ
と
で
、
医
学
生
と
し
て
の

自
覚
が
よ
り
一
層
増
し
、
視
野
が
広
が
っ
た

三
ヶ
月
間
で
あ
っ
た
。

※
用
語
の
解
説
は
　
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

１９

は
、
献
体
の
先
生
を
目
の
前
に
し
て
解
剖
を
行

え
る
か
ど
う
か
心
配
で
し
た
。
し
か
し
、
解
剖

実
習
が
始
ま
る
前
、
献
体
の
先
生
方
・
そ
の
ご

遺
族
の
方
々
が
我
々
に
期
待
し
て
い
る
こ
と
を

考
え
た
時
に
、
真
摯
に
こ
の
解
剖
実
習
に
取
り

組
む
こ
と
が
、
私
た
ち
が
出
来
る
精
一
杯
の
恩

返
し
な
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
最
後
ま
で
人
の

役
に
立
ち
た
い
と
思
う
献
体
の
精
神
が
こ
の
実

習
を
可
能
に
し
て
く
れ
て
い
る
の
だ
と
自
覚
し

た
瞬
間
、「
そ
れ
で
は
献
体
の
精
神
に
感
謝
し

て
、
黙
祷
。」
と
い
う
文
言
を
ス
ッ
と
飲
み
込
む

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
宿
題
キ
ー
ワ
ー
ド
や

e-learnin
         g  で
予
習
を
し
て
授
業
に
臨
み
、
授

業
内
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
参
加
し
、
講
義
を

し
っ
か
り
と
聞
き
理
解
し
た
上
で
実
習
書
の
予

習
を
し
て
解
剖
実
習
に
臨
む
、
そ
の
後
分
か
ら

な
か
っ
た
と
こ
ろ
も
含
め
て
復
習
を
行
う
、
字

面
だ
け
だ
と
自
分
が
し
て
い
た
こ
と
は
こ
れ
だ

け
で
す
が
、
常
に
献
体
の
先
生
へ
の
感
謝
を
忘

れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。「
百
聞
は
一
見
に
如

か
ず
」
と
い
っ
た
こ
と
わ
ざ
に
も
あ
る
よ
う
に
、

献
体
の
先
生
方
の
お
か
げ
で
、
講
義
で
は
理
解

で
き
な
か
っ
た
と
こ
ろ
も
、
実
際
に
自
分
た
ち

で
見
つ
け
出
す
こ
と
で
深
く
理
解
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

他
者
の
気
持
ち
を
汲
み
取
り
　

解
釈
す
る
こ
と
の
大
切
さ田

中
　
斗
和

　
「
そ
れ
で
は
献
体
の
精
神
に
感
謝
し
て
、
黙

祷
。」
こ
の
文
言
を
聞
く
と
、
自
然
と
換
気
の
ス

イ
ッ
チ
を
押
し
、
実
習
台
の
電
気
を
つ
け
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
当

た
り
前
に
な
っ
て
い
た
こ
の
言
葉
で
す
が
、
初

め
て
聞
い
た
時
か
ら
最
後
に
聞
い
た
時
ま
で
、

常
に
新
鮮
な
感
覚
で
自
分
に
は
聞
こ
え
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
目
の
前
に
献
体
の
先
生
が
い

ら
っ
し
ゃ
り
、
実
習
書
通
り
に
解
剖
を
進
め
て

い
く
と
い
う
行
為
が
、
ご
遺
族
・
献
体
の
先
生

方
の
協
力
な
し
で
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
こ

の
文
言
は
私
た
ち
に
何
度
も
再
確
認
さ
せ
て
く

れ
ま
し
た
。

　
私
は
正
直
、
こ
の
解
剖
実
習
が
始
ま
る
ま
で

　
解
剖
実
習
で
自
分
が
学
ぶ
こ
と
が
出
来
た
の

は
、
も
ち
ろ
ん
身
体
構
造
の
知
識
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
精
神
面
で
の
学
習
お
よ
び

成
長
も
出
来
た
の
で
す
が
、
実
際
に
様
々
な
価

値
観
を
持
っ
た
人
た
ち
と
協
力
し
て
作
業
す
る

こ
と
の
難
し
さ
を
知
る
こ
と
が
出
来
た
の
が
個

人
的
に
は
と
て
も
大
き
な
収
穫
と
な
り
ま
し
た
。

鈴
木
先
生
が
最
後
の
総
括
で
も
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
た
よ
う
に
、
実
際
の
医
療
現
場
で
も
価
値
観

の
異
な
る
人
が
沢
山
い
て
、
そ
の
人
た
ち
と
上

手
く
折
り
合
い
を
つ
け
て
関
わ
っ
て
い
か
な
い

と
い
け
ま
せ
ん
。
解
剖
実
習
を
通
じ
て
、
少
し

で
も
そ
の
折
り
合
い
の
付
け
方
、
価
値
観
が
異

な
る
人
た
ち
と
の
関
わ
り
方
・
接
し
方
を
学
ぶ

こ
と
が
出
来
た
の
は
将
来
の
自
分
に
と
っ
て
の

糧
と
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
沢
山
の
こ
と
を
学

ぶ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
自
分
が
医
者
に
な
る
過
程
の
中
で
、
解
剖
実

習
が
か
け
が
え
の
な
い
経
験
に
な
っ
た
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
く
、
ま
た
、
医
学
生
と
し
て
の

自
覚
を
芽
生
え
さ
せ
て
く
れ
る
き
っ
か
け
に
も

な
り
ま
し
た
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
解
剖

実
習
に
関
わ
っ
た
全
て
の
先
生
方
・
ご
遺
族
の

方
々
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

烏 韻

吋

隠
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
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烏 韻

吋

隠
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋

医
師
は
多
く
の
人
に
よ
っ
て
　

育
て
ら
れ
て
い
く
と
実
感加

藤
　
綜
一

　
解
剖
実
習
が
十
月
に
始
ま
り
十
二
月
に
終
わ

る
ま
で
あ
っ
と
い
う
間
の
三
か
月
間
だ
っ
た
。

解
剖
実
習
が
始
ま
る
直
前
ま
で
自
分
が
ご
遺
体

を
解
剖
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
い
う
実
感
が
わ
か

ず
、
こ
れ
か
ら
四
年
後
に
医
師
に
な
る
と
い
う

道
も
漠
然
と
し
て
い
た
。
そ
ん
な
気
持
ち
の
中

で
献
体
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
の
顔
を
初
め
て
見

た
日
に
、
こ
ん
な
自
分
が
実
習
に
参
加
し
て
よ

い
の
か
と
い
う
怖
さ
を
感
じ
た
の
を
覚
え
て
い

る
。
献
体
し
て
く
だ
さ
る
方
は
、
解
剖
す
る
学

生
が
見
や
す
い
よ
う
に
と
筋
肉
を
つ
け
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
気
持
ち
に
し
っ
か
り
と

応
え
て
学
ば
な
け
れ
ば
失
礼
だ
と
思
っ
た
。

　
解
剖
実
習
で
学
ぶ
こ
と
は
二
方
面
あ
る
。
一

つ
は
医
学
面
で
も
う
一
つ
は
倫
理
面
だ
。
医
学

面
は
、
ご
遺
体
を
じ
っ
く
り
観
察
し
て
筋
肉
、

神
経
、
血
管
に
つ
い
て
学
ぶ
。
筋
肉
ひ
と
つ
を

学
ぶ
だ
け
で
、
筋
肉
の
名
前
、
そ
の
筋
肉
は
ど

こ
か
ら
始
ま
り
ど
こ
で
終
わ
っ
て
い
る
の
か
、

そ
の
筋
肉
に
指
令
を
出
し
て
い
る
神
経
は
ど
の

神
経
な
の
か
、
そ
の
筋
肉
の
働
き
は
何
な
の
か

痛
み
は
想
像
を
絶
す
る
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
胸
が
苦
し
く
な
っ
た
。
そ
ん
な
方

が
学
生
の
勉
強
の
た
め
に
と
献
体
し
て
く
だ

さ
っ
た
そ
の
気
持
ち
を
考
え
る
と
責
任
感
と
感

謝
を
強
く
感
じ
た
。
死
後
に
自
分
の
身
体
を
学

生
に
提
供
す
る
こ
と
は
強
い
気
持
ち
が
な
け
れ

ば
で
き
な
い
こ
と
だ
と
思
う
。
そ
の
気
持
ち
に

見
合
う
強
い
気
持
ち
を
持
っ
て
毎
回
解
剖
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
過
程
の
中
で
医
師
は
多

く
の
人
に
よ
っ
て
育
て
ら
れ
て
い
く
も
の
だ
と

実
感
し
た
。

　
最
後
に
、
献
体
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
、
ご

遺
族
の
方
々
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
皆

様
の
ご
厚
意
に
よ
っ
て
多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
よ
い
医
師
と
な
り
社
会

に
貢
献
す
る
こ
と
が
皆
様
へ
の
恩
返
し
だ
と
思

い
ま
す
。
皆
様
の
思
い
を
忘
れ
ず
に
精
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
用
語
の
解
説
は
　
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

１９

と
い
っ
た
よ
う
に
膨
大
な
量
の
暗
記
が
必
要
に

な
る
。
こ
の
筋
肉
を
全
身
で
百
以
上
覚
え
る
必

要
が
あ
る
。
大
変
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
ご
遺
体

で
一
つ
一
つ
確
認
し
て
い
く
と
不
思
議
と
な
ぜ

か
簡
単
に
覚
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
千
葉
大
学
の

解
剖
の
授
業
は
ほ
ぼ
毎
回
、
そ
の
日
解
剖
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
所
の
専
門
の
先
生
が
病
気
と
絡

め
た
臨
床
的
な
話
を
し
て
く
だ
さ
る
。
車
の
設

計
が
わ
か
る
と
車
の
故
障
の
原
因
と
修
理
方
法

が
わ
か
る
の
と
同
じ
で
、
解
剖
が
わ
か
る
と
構

造
的
に
原
因
が
わ
か
る
病
気
が
あ
る
。
こ
の
血

管
と
こ
の
血
管
の
間
に
こ
の
臓
器
が
は
さ
ま
れ

る
の
で
こ
ん
な
病
気
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
っ

た
具
合
に
病
気
に
つ
い
て
ま
で
学
べ
る
。
学
ん

だ
知
識
を
実
際
に
ど
の
よ
う
に
使
え
ば
よ
い
の

か
が
わ
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
四
年
後
に
医
師
に

な
る
過
程
に
ど
の
よ
う
な
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
で

い
く
の
か
が
実
感
で
き
て
き
た
。
ま
た
、
ご
献

体
で
気
管
挿
入
や
 留
 置
針
の
挿
入
、
縫
合
な
ど

※

の
 手
 技
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
貴
重
な
経
験
に

※
な
っ
た
。

　
倫
理
面
で
学
ん
だ
こ
と
も
大
き
い
。
私
た
ち

の
班
が
解
剖
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
ご
遺
体
は
、

腹
腔
内
臓
器
が
炎
症
を
起
こ
し
さ
ら
に
は
大
き

い
大
動
脈
瘤
も
あ
っ
た
。
闘
病
中
の
苦
し
み
や
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烏 韻

吋

隠
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋

実
習
を
終
え
て
感
じ
る
　
　
　

安
堵
と
達
成
感

平
井
　
啓
裕

　
二
〇
二
〇
年
の
十
月
か
ら
十
二
月
の
三
ヶ
月

に
わ
た
る
肉
眼
解
剖
学
実
習
が
終
了
し
た
。
振

り
返
る
と
、
長
い
よ
う
で
と
て
も
短
く
濃
い
時

間
だ
っ
た
。
実
習
が
始
ま
る
前
と
終
わ
っ
た
後

で
は
、
自
身
の
気
持
ち
と
医
師
へ
の
心
構
え
に

大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
に
つ
い
て

述
べ
た
い
と
思
う
。

　
そ
も
そ
も
、
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
も
あ
っ
て
、
例
年
通
り
実
習

室
で
解
剖
を
行
え
る
か
も
、
直
前
ま
で
分
か
ら

な
か
っ
た
。
そ
う
い
っ
た
ど
こ
か
落
ち
着
か
な

い
気
持
ち
に
加
え
て
、
ご
遺
体
に
触
れ
て
解
剖

す
る
と
い
う
全
く
の
未
経
験
の
こ
と
に
対
し
て

の
不
安
も
あ
り
、
三
ヶ
月
間
乗
り
越
え
ら
れ
る

か
正
直
不
安
で
あ
っ
た
。

　
実
習
の
初
回
で
は
、
ご
遺
体
と
対
面
し
メ
ス

を
入
れ
て
、
や
は
り
緊
張
し
て
少
し
メ
ス
を
入

れ
る
こ
と
に
抵
抗
感
が
あ
っ
た
。し
か
し
、そ
れ

以
上
に
感
じ
た
こ
と
は
、
献
体
を
し
て
頂
い
た

ご
遺
体
の
方
を
前
に
し
て
全
力
で
解
剖
学
を
学

ば
せ
て
頂
き
た
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
実
習

期
間
は
と
て
も
忙
し
く
疲
れ
を
実
習
中
に
感
じ

る
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
毎
回
の
実
習
ご
と

に
着
実
に
多
く
の
知
識
が
、
ご
遺
体
で
実
際
に

見
さ
せ
て
頂
い
た
画
像
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
身
に

つ
い
て
い
た
の
で
、
や
り
が
い
を
強
く
感
じ
て

い
た
。
実
習
は
回
を
重
ね
る
ご
と
に
難
易
度
と

情
報
量
が
増
し
て
い
っ
た
が
、
何
と
か
終
了
し
、

試
験
も
乗
り
越
え
る
こ
と
が
出
来
た
。
解
剖
学

実
習
を
無
事
終
え
ら
れ
て
大
き
く
安
堵
し
、
全

力
で
や
り
き
っ
た
と
い
う
達
成
感
も
感
じ
た
。

　
医
師
へ
の
心
構
え
に
つ
い
て
も
大
き
な
変
化

が
あ
っ
た
。
実
習
が
始
ま
る
ま
で
の
授
業
は
座

学
ば
か
り
で
、
直
接
将
来
の
仕
事
に
関
わ
る
よ

う
な
内
容
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
医
師
に
つ
い

て
あ
ま
り
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
か
っ
た
。
だ
が
実

習
で
人
体
を
解
剖
し
知
識
を
得
ら
れ
て
、
医
師

へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
出
来
た
と
実

感
し
た
。
具
体
的
に
は
、
自
分
の
班
の
ご
遺
体

と
他
の
班
の
ご
遺
体
で
は
、
人
体
の
構
造
が
異

な
る
箇
所
も
あ
り
、
教
科
書
と
も
異
な
る
部
分

が
あ
っ
た
。
解
剖
の
最
初
は
そ
れ
で
混
乱
し
た

が
、
慣
れ
て
い
く
と
そ
の
違
い
も
う
ま
く
処
理

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
医
師
と
な
っ

て
も
、
初
め
て
目
に
す
る
パ
タ
ー
ン
は
た
く
さ

ん
あ
る
だ
ろ
う
し
、
落
ち
着
い
て
基
本
構
造
と

照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
感
じ
た
。

ま
た
、
実
習
は
班
単
位
で
行
う
の
で
班
員
と
の

協
力
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
三
ヶ
月
間
多
く
の

時
間
を
一
緒
に
過
ご
す
と
い
う
の
は
大
変
な
こ

と
で
、
一
人
で
も
自
分
勝
手
な
人
が
い
る
と
、

班
の
雰
囲
気
が
悪
く
な
り
作
業
効
率
も
格
段
に

落
ち
る
。
そ
の
こ
と
は
容
易
に
想
像
出
来
た
の

で
、
班
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
気
を

遣
っ
て
行
っ
た
。
私
の
班
の
班
員
は
皆
い
い
人

達
で
、
良
い
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
進
め
ら
れ
た
と

思
う
。
将
来
の
チ
ー
ム
医
療
で
も
、
同
僚
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
と
て
も
大
切
で
あ
る

と
思
う
の
で
、
そ
の
練
習
が
出
来
た
。

　
最
後
に
、
私
は
解
剖
学
実
習
を
通
し
て
多
く

の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
た
が
、
今
年
度
の

解
剖
学
実
習
を
行
う
こ
と
が
出
来
た
の
は
献
体

し
て
頂
い
た
方
々
と
、
対
面
実
習
の
た
め
に
尽

力
し
て
頂
い
た
先
生
方
の
お
か
げ
で
あ
る
。
他

大
学
の
医
学
部
で
は
、
解
剖
学
実
習
が
満
足
に

出
来
な
か
っ
た
と
い
う
話
も
聞
い
て
お
り
、
千

葉
大
学
医
学
部
で
解
剖
学
が
出
来
た
の
は
、
と

て
も
貴
重
な
経
験
で
あ
り
が
た
か
っ
た
と
思
う
。

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
今
後
の
医
学
の

勉
強
に
解
剖
学
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
て
い

き
た
い
と
思
う
。
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令
和
二
年
八
月
二
十
四
日
、
看
護
学
部
二
年

生
が
形
態
機
能
学
実
習
の
一
環
と
し
て
解
剖
見

学
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
例
年
五
月
に

実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍

で
実
習
が
延
期
と
な
り
、
八
月
の
実
施
と
な
り

ま
し
た
。
学
生
は
始
め
緊
張
し
た
面
持
ち
で
し

た
が
、
慣
れ
る
に
つ
れ
て
初
め
て
見
る
人
体
の

内
部
構
造
に
目
を
輝
か
せ
、
手
で
触
れ
な
が
ら

観
察
を
進
め
て
い
ま
し
た
。
感
想
文
に
も
あ
る

よ
う
に
、
解
剖
見
学
は
学
生
に
と
っ
て
大
き
な

学
び
と
な
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　（
小
宮
山
）

旺

王

欧

翁

横横

横横

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

看看看看看看看看看看
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学学学学学学学学学学
部部部部部部部部部部
学学学学学学学学学学
生生生生生生生生生生
感感感感感感感感感感
想想想想想想想想想想

看
護
学
部
学
生
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想
文文文文文文文文文文文

学生感想文

看
護
に
つ
な
が
る
　
　
　
　
　

人
体
解
剖
見
学

安
田
　
莉
奈

　
ご
献
体
を
包
ん
で
い
る
半
透
明
の
袋
が
開
か

れ
る
時
、
周
り
の
空
気
が
ピ
リ
ッ
と
締
ま
っ
た

よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
私
た
ち
の
よ
う
な
学
生

の
勉
学
の
た
め
に
ご
自
身
の
身
体
を
捧
げ
て
く

だ
さ
っ
た
目
の
前
の
方
々
の
こ
と
を
思
う
と
、

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
る
と
と
も
に
、

絶
対
に
実
り
あ
る
学
習
に
し
よ
う
と
い
う
意
欲

も
湧
き
ま
し
た
。

　
身
体
の
中
を
見
て
先
生
方
の
解
説
を
聞
き
な

が
ら
思
っ
た
の
は
、
人
間
の
体
の
は
た
ら
き
に

は
無
駄
が
な
い
な
と
い
う
こ
と
で
す
。
心
臓
や

肺
、
消
化
器
系
な
ど
、
一
つ
一
つ
の
臓
器
が
別

の
働
き
を
担
っ
て
い
て
、
人
間
を
生
か
す
た
め

に
動
い
て
い
た
痕
跡
が
し
っ
か
り
と
残
っ
て
い

ま
し
た
。
全
身
に
血
液
を
送
る
動
脈
は
太
く
弾

力
が
あ
り
、
食
べ
物
を
消
化
す
る
胃
や
、
栄
養

を
吸
収
す
る
小
腸
の
内
側
に
は
た
く
さ
ん
の
ヒ

ダ
が
つ
い
て
い
ま
し
た
。
身
体
中
を
め
ぐ
る
動

脈
や
静
脈
、
無
数
に
走
行
す
る
神
経
を
間
近
で

観
察
し
て
い
る
と
、
一
人
の
人
間
を
生
か
す
パ

ワ
ー
が
身
体
中
か
ら
感
じ
ら
れ
る
よ
う
で
し
た
。

烏 韻

吋

隠
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋

ま
た
今
回
は
三
人
の
ご
献
体
を
見
学
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
同
じ
臓
器
で
も
色
や
形
、

大
き
さ
が
少
し
ず
つ
違
っ
て
お
り
、
体
の
中
の

つ
く
り
に
も
や
は
り
個
人
差
が
あ
る
と
い
う
こ

と
を
感
じ
ま
し
た
。

　
大
学
一
年
生
で
形
態
機
能
学
の
勉
強
を
し
て

い
た
時
、
私
は
正
直
「
看
護
師
は
医
師
の
よ
う

に
体
の
中
を
治
療
す
る
わ
け
で
は
な
い
の
に
、

こ
ん
な
に
詳
し
く
人
体
の
仕
組
み
を
学
ぶ
必
要

が
あ
る
の
か
な
あ
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
勉

強
し
な
く
て
は
い
け
な
い
量
が
多
く
、
内
容
も

濃
か
っ
た
か
ら
で
す
。
で
す
が
今
回
の
人
体
解

剖
見
学
を
通
し
て
、
身
体
の
中
を
直
接
治
療
す

る
わ
け
で
は
な
い
看
護
師
も
、
人
体
の
構
造
や

機
能
に
つ
い
て
知
識
を
つ
け
る
こ
と
の
必
要
性

を
感
じ
ま
し
た
。
身
体
の
中
で
起
こ
っ
て
い
る

働
き
を
知
ら
な
い
と
、
体
の
外
か
ら
正
し
い
看

護
ア
プ
ロ
ー
チ
を
か
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

患
者
さ
ん
の
食
事
や
運
動
な
ど
の
日
常
生
活
が
、

そ
の
人
の
身
体
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て

い
る
の
か
を
想
像
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
で

し
ょ
う
。
そ
う
考
え
る
と
、
た
だ
形
態
機
能
学

の
教
科
書
を
眺
め
て
試
験
の
過
去
問
題
を
解
き
、

解
答
を
供
暗
記
僑
し
て
い
た
自
分
の
勉
強
方
法

が
ほ
と
ん
ど
意
味
の
な
い
も
の
だ
っ
た
と
改
め

　
　
　
解
剖
学
で
使
わ
れ
る
　

　
　
　
　
　
　
　
用
語
の
解
説

（
文
中
※
の
つ
い
た
言
葉
）

ア
セ
ス
メ
ン
ト
（
看
護
学
）

　
　
　
　
…
…
本
人
が
訴
え
る
症
状
と
検
査
デ
ー

タ
な
ど
を
理
論
的
に
分
析
し
、
優

先
度
を
つ
け
て
い
く
こ
と

神
経
 叢
 …
…
脊
椎
動
物
の
末
梢
神
経
の
基
部
や

そ
う

末
端
部
で
、
多
数
の
神
経
細
胞
な

ど
が
枝
分
か
れ
し
て
網
状
に
な
っ

て
い
る
部
分
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て
気
づ
き
ま
し
た
。
人
体
の
構
造
や
機
能
を
学

ぶ
時
に
は
、
そ
の
臓
器
と
関
係
の
あ
る
病
気
を

一
緒
に
調
べ
た
り
、
そ
の
病
気
の
予
防
や
治
療

の
た
め
の
看
護
的
知
識
を
一
緒
に
学
ん
だ
り
す

る
事
で
、
た
だ
の
暗
記
で
は
な
く
多
方
面
か
ら

そ
の
臓
器
や
働
き
を
理
解
で
き
る
と
思
い
ま
し

た
。
今
回
の
解
剖
見
学
は
、
そ
の
多
方
面
か
ら

の
学
習
と
し
て
非
常
に
意
味
の
あ
る
時
間
だ
っ

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
今
回
実
際
に
見
学
し
た
ご
献
体
で
、
心
臓
の

大
動
脈
に
粥
状
動
脈
硬
化
が
起
き
て
い
る
の
を

目
に
し
ま
し
た
。「
こ
ん
な
風
に
血
管
壁
に
脂

肪
が
沈
着
す
る
ん
だ
」「
本
当
に
血
管
が
硬
く
な

る
ん
だ
」
と
、
初
め
て
見
る
実
際
の
動
脈
硬
化

一
つ
で
も
色
々
な
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
と

同
時
に
、
こ
の
方
の
血
管
が
動
脈
硬
化
の
状
態

に
至
っ
た
因
子
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
、
も
し

も
私
が
看
護
師
と
し
て
看
護
を
し
て
い
た
ら
ど

ん
な
 ア
 セ
ス
メ
ン
ト
を
し
た
だ
ろ
う
と
い
う
考

※

え
も
浮
か
び
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
私
は
看
護
師
と
し
て
多
く
の
患
者

さ
ん
の
健
康
に
関
わ
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
今
回
は
解
剖
さ
れ
た
身
体
の
中
を
見
て
病

気
を
想
像
し
ま
し
た
が
、
今
度
は
生
き
て
い
る

患
者
さ
ん
の
病
気
か
ら
実
際
の
体
の
中
の
様
子

色
即
是
空
、
空
即
是
色髙

橋
　
幸
子

　
看
護
学
部
二
年
次
の
形
態
機
能
学
実
習
に
お

い
て
、
人
体
の
構
造
を
理
解
す
る
た
め
献
体
に

学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
人
体
解
剖
見
学
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
先
生
か
ら
解
剖
見
学

の
事
前
説
明
を
受
け
て
白
菊
会
の
こ
と
を
初
め

て
知
り
、「
献
体
」
は
無
条
件
・
無
報
酬
か
ら
な

る
自
発
的
行
為
で
あ
り
、
自
ら
の
体
を
医
学
の

発
展
の
た
め
に
さ
さ
げ
る
と
い
う
篤
志
行
為
で

あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
献
体
を
さ
れ

て
か
ら
遺
骨
が
返
還
さ
れ
る
ま
で
二
～
三
年
待

つ
こ
と
に
な
る
間
、
ご
遺
族
は
ど
の
よ
う
な
お

気
持
ち
で
そ
の
時
を
過
ご
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
と
思
い
を
巡
ら
せ
ま
し
た
。
献
体
を
さ
れ

た
方
、
そ
し
て
ご
遺
族
の
皆
様
、
白
菊
会
の

皆
々
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
解
剖
室
に
入
室
す
る
と
目
の
前
に
は
シ
ー
ト

が
か
け
ら
れ
た
三
名
の
献
体
が
処
置
台
に
横
た

わ
っ
て
い
ま
し
た
。
亡
く
な
っ
た
方
と
対
面
す

る
事
が
少
な
い
た
め
強
い
緊
張
が
走
り
ま
し
た

が
、
医
療
従
事
者
の
卵
と
し
て
人
体
の
構
造
を

学
ば
せ
て
い
た
だ
く
と
い
う
覚
悟
で
み
ぞ
お
ち

に
力
が
入
り
、
落
ち
着
い
て
献
体
を
観
察
す
る

こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
事
前
学
習
と
し
て
『
腹
膜
』
お
よ
び

『
動
脈
と
静
脈
』に
つ
い
て
予
習
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。
腹
膜
は
腹
腔
内
に
あ
る
肝
臓
や
胃
、
小

腸
、
大
腸
な
ど
の
腹
部
の
臓
器
を
保
護
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
構
造
は
複
雑
で
あ
り
、
全
体
的

な
構
造
を
立
体
的
に
把
握
す
る
事
が
難
し
い
と

感
じ
て
い
ま
し
た
。
病
態
学
実
習
な
ど
の
講
義

で
は
臓
器
の
観
察
が
で
き
ま
し
た
が
、
腹
膜
を

観
察
す
る
機
会
は
な
く
、
人
体
解
剖
見
学
で
観

察
す
る
こ
と
で
腹
腔
、
腹
膜
、
臓
器
の
位
置
関

係
の
理
解
が
深
ま
る
と
考
え
ま
し
た
。
動
脈
と

静
脈
は
そ
の
走
行
や
太
さ
、
臓
器
と
の
位
置
関

係
な
ど
を
全
体
的
に
観
察
す
る
機
会
が
な
く
、

特
に
体
表
に
存
在
し
な
い
動
脈
と
静
脈
が
ど
の

く
ら
い
の
深
さ
、
太
さ
で
走
行
し
て
い
る
の
か
、

左
右
差
を
目
視
で
確
認
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
事
前
学
習
の
も
と
で
臨
ん
だ
解
剖

見
学
で
は
、
脳
の
ず
っ
し
り
と
し
た
重
み
、
臓

器
の
奥
行
や
動
脈
の
太
さ
、
弾
力
を
触
れ
て
感

じ
、
肺
に
空
気
が
入
る
と
き
の
大
き
な
膨
ら
み
、

烏韻

吋

吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋

を
想
像
し
、
身
体
の
外
か
ら
患
者
さ
ん
一
人
一

人
に
合
わ
せ
た
看
護
ケ
ア
が
で
き
る
よ
う
な
看

護
師
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
用
語
の
解
説
は
　
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

２８
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脊
髄
と
脊
髄
神
経
の
走
行
は
美
し
さ
さ
え
感
じ

る
ほ
ど
緻
密
な
も
の
で
し
た
。
人
体
に
は
胎
児

の
頃
の
な
ご
り
が
残
さ
れ
、
生
体
の
内
部
環
境

の
恒
常
性
を
維
持
す
る
た
め
に
複
雑
な
構
造
に

な
っ
て
お
り
、
多
く
の
こ
と
を
実
感
と
と
も
に

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
先
生
の
解
説
を
聞
き
な
が
ら
様
々
な
器
官
を

観
察
す
る
中
で
、
手
と
お
顔
を
拝
見
し
た
瞬
間
、

生
前
の
姿
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
き
ま
し
た
。
や

せ
て
骨
ば
っ
た
大
き
な
手
は
長
い
人
生
を
生
き

抜
い
た
証
で
あ
り
、
献
体
が
急
に
身
近
な
存
在

に
感
じ
ら
れ
、
ま
る
で
祖
父
に
対
面
し
て
い
る

よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。「
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
」
と
心
の
中
で

祈
る
と
同
時
に
緊
張
で
固
く
な
っ
た
自
分
の
体

が
和
ら
い
で
い
く
の
を
感
じ
ま
し
た
。
白
菊
会

に
入
会
し
、
未
来
の
医
師
や
看
護
師
の
た
め
に

自
身
の
体
を
提
供
し
た
い
と
い
う
尊
い
決
断
を

さ
れ
た
目
の
前
の
ご
献
体
に
尊
敬
の
念
を
抱
か

ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
解
剖
学

見
学
と
ち
ょ
う
ど
同
じ
頃
に
、
緩
和
ケ
ア
の
勉

強
と
し
て
仏
教
の
般
若
心
経
に
関
す
る
書
籍
を

読
ん
で
お
り
ま
し
た
。「
こ
の
身
体
が
我
で
あ

り
我
が
も
の
で
あ
る
と
い
う
執
着
が
す
べ
て

空
っ
ぽ
に
な
っ
た
供
空
僑
と
い
う
理
想
の
存
在

と
な
れ
ば
老
病
死
と
い
う
苦
か
ら
解
放
さ
れ

る
」
と
い
う
経
典
の
内
容
が
献
体
の
方
と
重
な

る
よ
う
に
感
じ
た
こ
と
と
、
献
体
の
方
と
の
ご

縁
に
よ
っ
て
自
身
の
医
療
者
と
し
て
の
礎
が
築

か
れ
る
こ
と
を
心
の
中
で
大
切
に
し
て
い
き
た

い
思
い
、「
因
と
縁
」
に
関
連
し
て
自
身
に
起
き

て
い
る
事
柄
は
不
思
議
と
ご
縁
で
つ
な
が
っ
て

い
る
と
い
う
日
々
の
思
い
か
ら
、「
色
即
是
空
、

空
即
是
色
」
と
い
う
言
葉
を
感
想
文
の
タ
イ
ト

ル
に
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

病
院
実
習
が
中
止
に
な
り
、
患
者
さ
ん
と
関
わ

る
機
会
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
困
難

な
状
況
の
中
、
解
剖
見
学
を
実
現
し
て
い
た
だ

き
、
大
学
の
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
の

方
々
の
ご
尽
力
に
感
謝
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。

白
菊
会
へ
の
感
想
文

小
口
　
奈
津
子

　
人
体
解
剖
の
授
業
を
経
て
、
私
は
我
々
が

「
生
き
て
い
る
」こ
と
を
強
く
意
識
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
手
を
通
し
て
伝
わ
る
ご

献
体
の
冷
た
さ
か
ら
「
死
」
に
直
面
し
、
そ
れ

と
同
時
に
我
々
の
体
が
持
つ
こ
の
温
か
さ
が
何

よ
り
の
生
き
て
い
る
証
拠
な
の
だ
と
学
ぶ
こ
と

が
で
き
た
か
ら
で
す
。
血
圧
測
定
や
採
血
な
ど
、

医
療
職
を
目
指
す
我
々
学
生
に
は
人
に
触
れ
る

機
会
が
多
々
あ
り
ま
す
が
、
手
か
ら
感
じ
る
そ

の
温
か
み
に
触
れ
る
度
に
目
の
前
の
対
象
者
が

生
き
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
、
生
命
の
尊
さ
を

感
じ
ま
す
。
こ
の
限
ら
れ
た
尊
い
生
命
を
守
り

た
い
、
そ
ん
な
使
命
を
持
ち
対
象
者
と
接
す
る

よ
う
に
な
り
、
医
療
職
と
し
て
の
覚
悟
が
芽
生

え
ま
し
た
。

　
私
は
看
護
学
部
生
も
人
体
解
剖
の
授
業
に
参

加
で
き
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
今

回
の
機
会
は
と
て
も
有
難
く
楽
し
み
に
し
て
い

ま
し
た
。
普
段
我
々
は
授
業
を
通
し
て
人
体
の

構
造
や
機
能
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
が
、
百

聞
は
一
見
に
如
か
ず
と
い
う
言
葉
の
通
り
、
ご

献
体
を
通
し
て
の
学
び
は
格
段
に
理
解
度
が
深

烏韻

吋

吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
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ま
り
、
今
ま
で
別
々
に
学
ん
で
き
た
知
識
が
互

い
に
結
び
つ
い
た
こ
と
で
よ
り
確
実
な
理
解
と

な
り
ま
し
た
。

　
ご
献
体
か
ら
拝
見
す
る
人
体
の
構
造
は
精
密

で
、
そ
れ
で
い
て
複
雑
で
し
た
。
骨
、
筋
肉
、

神
経
、
血
管
な
ど
何
百
個
以
上
に
も
及
ぶ
構
造

の
一
つ
一
つ
が
存
在
し
、
こ
の
体
の
中
で
組
み

合
わ
さ
り
機
能
し
て
い
る
の
だ
と
思
う
と
、
驚

き
を
隠
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら

一
つ
一
つ
に
個
体
差
は
あ
れ
ど
、
現
在
生
き
て

い
る
我
々
の
体
の
中
に
も
存
在
し
、
誕
生
か
ら

現
在
に
至
る
ま
で
機
能
し
つ
づ
け
我
々
の
生
命

活
動
を
維
持
し
て
い
る
の
だ
と
思
う
と
、
普
段

目
に
見
え
な
い
、
感
覚
に
及
ば
な
い
臓
器
に
つ

い
て
も
意
識
が
及
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
食

事
を
す
る
と
き
、
体
を
動
か
す
と
き
、
物
事
を

考
え
る
と
き
、
我
々
が
日
々
行
う
活
動
の
中
で

人
体
が
ど
の
様
に
働
い
て
い
る
の
か
を
頻
繁
に

考
え
る
よ
う
に
な
り
、
解
剖
実
習
で
ご
献
体
か

ら
学
ん
だ
知
識
が
私
の
理
解
を
深
め
て
く
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
手
に
取
っ
て
観
察
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
そ
れ

ぞ
れ
の
臓
器
は
想
像
以
上
の
重
さ
が
あ
り
ま
し

た
。
脳
は
特
に
重
く
、
手
に
伝
わ
る
重
み
か
ら
、

ご
献
体
の
方
が
生
ま
れ
て
か
ら
亡
く
な
る
ま
で

に
経
験
し
た
記
憶
が
こ
の
中
に
あ
る
の
だ
と
、

思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
名
前

も
存
じ
上
げ
な
い
ご
献
体
の
方
で
し
た
が
、

「
何
を
思
い
、
感
じ
、
ど
の
よ
う
な
思
い
出
を
記

憶
し
な
が
ら
そ
の
生
を
全
う
さ
れ
た
の
だ
ろ

う
」
と
生
前
ご
献
体
の
方
が
歩
ん
で
こ
ら
れ
た

軌
跡
に
思
い
を
巡
ら
せ
ま
し
た
。
目
の
前
に
い

る
ご
献
体
の
人
生
を
改
め
て
強
く
感
じ
、
我
々

医
療
職
は
一
人
ひ
と
り
の
生
き
方
を
尊
重
し
た

医
療
を
提
供
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

だ
と
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
し
た
。

　
ご
献
体
が
自
ら
の
身
体
を
通
じ
て
教
え
て
く

だ
さ
っ
た
こ
の
貴
重
な
学
び
は
、
我
々
学
生
の

記
憶
に
深
く
残
り
、
大
き
な
糧
と
な
り
ま
し
た
。

我
々
は
医
療
職
と
し
て
、
今
回
の
こ
の
学
び
を
、

今
を
生
き
る
人
々
の
た
め
の
よ
り
良
い
医
療
と

し
て
発
展
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
看
護
職
と
し
て
多
く
の
命
と
向
き
合

う
私
は
、
看
護
を
通
し
て
生
命
を
守
り
支
え
な

が
ら
医
療
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
度
は
大
変
貴
重
な
機
会
を
い
た
だ
き
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

解
剖
見
学
で
の
貴
重
な
経
験
と

ご
献
体
へ
の
感
謝

河
野
　
聡
子

　
ま
ず
始
め
に
、
ご
献
体
い
た
だ
い
た
ご
本
人

様
、
そ
の
ご
家
族
様
、
ご
親
族
様
、
こ
の
よ
う

な
機
会
を
設
け
て
い
た
だ
い
た
千
葉
白
菊
会
様
、

医
学
部
解
剖
学
研
究
室
の
皆
様
、
看
護
学
部
の

関
係
す
る
先
生
方
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
解
剖
見
学
実
習
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、

人
体
に
つ
い
て
新
た
な
発
見
や
理
解
が
促
進
し

た
こ
と
な
ど
、
多
く
の
気
づ
き
と
学
び
が
あ
り

ま
し
た
。
特
に
各
臓
器
の
大
小
、
太
さ
や
細
さ

な
ど
は
、
教
科
書
の
記
載
を
確
認
し
て
い
た
つ

も
り
で
し
た
が
、
実
物
を
見
る
と
そ
の
巨
大
さ

や
、
反
対
に
微
細
さ
精
巧
さ
に
驚
く
こ
と
が
多

く
、
実
習
中
は
目
か
ら
鱗
が
落
ち
る
体
験
を
何

度
も
し
ま
し
た
。
各
臓
器
の
形
態
に
改
め
て
疑

問
を
持
ち
、
実
習
後
に
調
べ
て
み
る
と
、
例
え

ば
肝
臓
の
発
育
・
増
大
に
伴
う
胃
の
発
達
・
回

旋
の
た
め
に
胃
の
ね
じ
れ
が
起
こ
り
、
網
嚢
と

い
う
袋
状
の
空
間
が
で
き
る
こ
と
が
わ
か
り
、

各
臓
器
が
関
連
し
て
発
育
し
、
存
在
し
て
い
る

の
だ
と
再
認
識
し
ま
し
た
。
そ
し
て
体
の
中
の

形
態
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
臓
器
の
発
生
か

烏 韻
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「
人
」
と
「
生
」
が
見
え
た
　
　

解
剖
見
学

榎
本
　
春
風

　
実
習
直
前
の
講
義
で
献
体
に
関
す
る
説
明
を

受
け
る
中
で
、
少
な
く
と
も
二
年
間
は
家
族
の

も
と
に
帰
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
い
う
事
実
に

衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
私
が
想
像
し
て
い
た
献

体
と
い
う
の
は
亡
く
な
っ
て
数
日
の
ご
遺
体
を

解
剖
し
、
す
ぐ
に
ご
遺
族
の
も
と
に
お
返
し
す

る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
た
め
、
二
年
間
会
え
な

い
と
い
う
の
は
あ
ま
り
に
も
長
く
、
私
が
遺
族

の
立
場
だ
っ
た
ら
「
す
ぐ
に
帰
っ
て
き
て
ほ
し

い
」、「
ゆ
っ
く
り
休
ん
で
ほ
し
い
」
と
い
う
気

持
ち
の
方
が
強
く
、
正
直
に
言
う
と
献
体
と
し

て
提
供
す
る
勇
気
が
出
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま

し
た
。
ま
た
献
体
に
対
し
て
私
が
抱
い
て
い
た

イ
メ
ー
ジ
と
直
前
の
講
義
で
学
ん
だ
内
容
が
異

な
り
、
献
体
へ
の
知
識
が
ほ
と
ん
ど
な
い
状
態

で
解
剖
見
学
に
臨
む
こ
と
が
情
け
な
く
、
そ
れ

ま
で
解
剖
に
怖
さ
や
抵
抗
感
が
な
か
っ
た
の
が

急
に
怖
く
感
じ
始
め
ま
し
た
。

　
解
剖
実
習
室
に
入
る
と
、
ご
遺
体
と
自
分
た

ち
と
の
距
離
が
想
像
よ
り
近
く
、
動
揺
し
て
少

し
距
離
を
空
け
て
看
護
学
部
の
先
生
の
話
を
聞

烏 韻

吋

隠
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋

ら
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
改
め
て
理
解

し
ま
し
た
。
ま
た
、
看
護
師
は
患
者
さ
ん
に
注

射
を
し
た
り
、
浣
腸
を
し
た
り
な
ど
の
処
置
を

行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
看
護
学
部
で
は
、
看

護
基
本
技
術
講
義
に
て
学
生
間
で
実
際
に
注
射

を
打
ち
合
っ
た
り
、
模
擬
演
習
で
床
上
排
泄
の

一
連
の
手
技
を
習
得
し
た
り
す
る
な
ど
の
実
技

訓
練
が
あ
り
、
そ
の
際
は
参
考
書
や
提
供
さ
れ

た
動
画
な
ど
で
体
内
を
一
生
懸
命
想
像
し
、
練

習
を
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
あ
る
程
度
イ
メ
ー
ジ

で
き
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ご
献
体

の
精
巧
な
 神
 経
叢
や
腸
の
形
態
な
ど
を
観
察
さ

※

せ
て
い
た
だ
き
、
こ
こ
ま
で
緻
密
に
イ
メ
ー
ジ

を
描
け
て
い
な
か
っ
た
と
反
省
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
あ
の
練
習
し
て
い
た
手
技
は
本
当
に
こ

れ
ら
を
傷
つ
け
る
恐
れ
の
あ
る
注
意
す
べ
き
医

療
行
為
な
の
だ
、
と
認
識
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

今
後
も
本
実
習
で
得
た
学
び
を
さ
ら
に
発
展
さ

せ
て
、
人
体
の
形
態
機
能
の
学
び
を
さ
ら
に
深

め
、
看
護
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
別
の
視
点
で
は
、
ご
献
体
い
た
だ
い
た

ご
本
人
様
と
ご
家
族
様
、
ご
親
族
様
の
崇
高
な

献
身
の
精
神
に
驚
き
と
感
謝
の
念
を
抱
き
ま
し

た
。
な
ぜ
驚
い
た
か
と
い
う
と
、
解
剖
見
学
実

習
前
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
て
、
最
短
で
も

二
年
は
ご
遺
骨
が
ご
遺
族
へ
返
還
さ
れ
な
い
と

伺
っ
た
か
ら
で
す
。
私
は
昨
年
末
に
祖
母
を
亡

く
し
て
い
ま
す
が
、
最
期
の
お
別
れ
は
お
葬
式

後
に
火
葬
場
へ
行
き
、
遺
骨
を
拾
っ
て
お
墓
に

納
骨
す
る
ま
で
が
一
連
の
儀
式
で
し
た
。
そ
れ

な
の
で
、
二
年
も
ご
遺
骨
が
帰
っ
て
く
る
の
を

待
つ
ご
家
族
、
ご
親
族
の
お
気
持
ち
を
考
え
る

と
、
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い
で
す
。
ま
た
、
ご

本
人
様
も
見
ず
知
ら
ず
の
我
々
に
体
内
を
見
せ

る
と
い
う
こ
と
を
ご
健
在
時
に
決
断
さ
れ
た
の

だ
と
思
う
と
、
想
像
を
絶
し
ま
す
。
も
し
祖
母

が
献
体
し
た
い
と
言
っ
て
い
た
ら
、
同
意
で
き

た
か
自
信
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
ご
献
体

が
な
け
れ
ば
現
在
の
医
療
の
進
歩
は
な
い
の
だ

と
考
え
る
と
、
改
め
て
そ
の
献
身
の
心
に
深
い

感
謝
を
し
、
今
後
、
看
護
職
と
し
て
貢
献
し
て

い
く
こ
と
で
還
元
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
私
た
ち
千
葉
大
看
護
学
部
の
学
生

に
こ
の
よ
う
な
機
会
を
用
意
し
て
く
だ
さ
っ
た

全
て
の
方
々
に
再
度
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
用
語
の
解
説
は
　
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

２８



-33-

学生感想文

い
て
い
ま
し
た
。
ま
た
先
生
で
あ
る
ご
遺
体
の

頭
か
ら
足
ま
で
が
は
っ
き
り
と
見
え
る
こ
と
が

怖
く
感
じ
、
始
め
は
目
を
逸
ら
し
て
し
ま
っ
て

い
ま
し
た
。
私
の
イ
メ
ー
ジ
で
は
観
察
す
る
臓

器
だ
け
が
見
え
る
よ
う
に
シ
ー
ツ
で
覆
わ
れ
て

い
る
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
解
剖
見
学
を

終
え
た
今
、
全
身
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
よ

か
っ
た
と
強
く
思
い
ま
す
。
臓
器
し
か
見
え
て

い
な
い
状
態
で
は
き
っ
と
モ
ノ
と
し
て
見
て
し

ま
っ
て
い
た
と
思
う
か
ら
で
す
。
そ
の
人
の
顔

や
全
身
を
見
て
、
そ
の
う
え
で
臓
器
に
触
れ
る

こ
と
で
、
そ
の
方
が
生
き
て
い
た
こ
と
を
感
じ
、

献
体
と
し
て
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
の
思

い
を
大
切
に
し
よ
う
と
い
う
思
い
が
よ
り
強
く

な
り
ま
し
た
。
ま
た
私
は
臓
器
を
観
察
し
て
ゆ

く
な
か
で
、
観
察
す
る
部
分
で
は
な
か
っ
た
の

で
す
が
ご
遺
体
の
先
生
の
手
を
握
り
た
く
な
り
、

手
か
ら
目
が
離
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
手
で

物
を
持
っ
て
料
理
を
し
て
、
食
事
し
て
生
活
し

て
い
た
ん
だ
な
と
思
う
と
、
そ
の
方
の
「
生
」

の
部
分
が
見
え
た
よ
う
な
気
が
し
て
、「
臓
器

を
観
察
す
る
」
か
ら
「
人
を
見
る
」
と
い
う
意

識
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　
私
は
解
剖
見
学
を
終
え
た
今
で
も
献
体
の
先

生
の
顔
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
表
現
し
づ
ら
い

の
で
す
が
、
怖
い
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
生

活
の
ふ
と
し
た
瞬
間
に
思
い
出
し
て
ハ
ッ
と
さ

せ
ら
れ
る
時
が
あ
り
ま
す
。
命
を
終
え
て
も
献

体
と
し
て
人
の
役
に
立
ち
た
い
と
考
え
て
下

さ
っ
た
方
な
の
だ
な
と
思
う
と
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
一
人
の
命
の
重
さ
と
い
う
も
の
を
感
じ
、

「
こ
れ
か
ら
あ
な
た
は
命
を
扱
う
仕
事
を
す
る
。

そ
の
た
め
に
は
意
欲
を
も
っ
て
学
び
、
正
確
な

知
識
を
も
た
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
、
ご
遺

体
で
あ
る
先
生
に
教
え
て
頂
い
た
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。

　
先
述
し
た
通
り
、
私
は
自
分
の
大
切
な
人
が

亡
く
な
っ
た
と
き
に
献
体
と
し
て
提
供
で
き
る

自
信
が
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
が
献
体
に
な
る
こ

と
も
あ
ま
り
想
像
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な

考
え
を
持
つ
人
は
他
に
も
大
勢
い
る
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
で
も
私
た
ち
が
授
業
で
解
剖
見
学
を

さ
せ
て
い
た
だ
け
る
の
は
様
々
な
葛
藤
と
戦
い

な
が
ら
も
医
学
生
・
看
護
学
生
の
た
め
に
提
供

し
て
く
だ
さ
る
方
が
い
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ

は
当
た
り
前
で
は
な
く
、
と
て
も
凄
い
こ
と
な

の
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
皆
様
の
大
切
な
方
を
私
た
ち
に
届
け
、
触
ら

せ
て
く
だ
さ
り
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
多
く
の
方
の
思
い
で
今
回
お
会
い
出
来

た
こ
と
に
感
謝
致
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
私
は
た

く
さ
ん
の
命
に
向
き
合
う
中
で
悩
む
こ
と
も
あ

る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
時
に
命
の
大
切
さ
を
学

ん
だ
原
点
と
し
て
、
今
回
の
解
剖
見
学
で
出

会
っ
た
ご
献
体
の
先
生
を
思
い
出
し
、
先
生
に

恥
じ
な
い
看
護
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。
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解
剖
を
最
高
の
環
境
で
学
ん
で
も
ら
う
た
め
に
！

環
境
生
命
医
学
講
師
　
鈴
木
　
崇
根
　

　
保
管
庫
の
種
類
は
三
タ
イ
プ
あ
り
ま
す
。
通

常
の
ホ
ル
マ
リ
ン
固
定
さ
れ
た
遺
体
用
の
常
温

保
管
庫
百
体
分
、
薄
い
ホ
ル
マ
リ
ン
固
定
と
も

言
え
る
T
h
i
e
l
法
で
固
定
さ
れ
た
遺
体
用

の
冷
蔵
庫
六
十
体
分
、
そ
の
ま
ま
凍
結
し
て
保

管
す
る
遺
体
用
の
冷
凍
庫
三
十
体
分
で
、
合
計

百
九
十
体
の
遺
体
を
保
管
で
き
ま
す
（
図
３
と

図
４
）。
旧
医
学
部
で
は
、
昭
和
四
十
年
頃
の

保
管
庫
を
皮
切
り
に
、
五
十
年
頃
、
平
成
に

入
っ
て
か
ら
、
と
違
う
メ
ー
カ
ー
の
保
管
庫
が

徐
々
に
増
設
さ
れ
た
た
め
、
保
管
庫
に
よ
っ
て

遺
体
を
乗
せ
る
ト
レ
ー
の
サ
イ
ズ
が
違
い
ま
し

た
。
そ
の
た
め
ご
遺
体
を
移
動
さ
せ
る
度
に
運

搬
用
の
リ
フ
ト
の
サ
イ
ズ
を
頻
繁
に
交
換
す
る

必
要
が
あ
り
、
事
情
を
知
る
技
術
職
員
し
か
扱

え
ず
非
常
に
手
間
が
か
か
り
ま
し
た
。
今
回
、

　
「
医
学
部
が
と
う
と
う
新
棟
に
な
る
」、
と

聞
い
た
と
き
に
ま
ず
私
の
脳
裏
に
浮
か
ん
だ
事

は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
総
動
員
し
て
最
高
の

解
剖
環
境
を
構
築
し
た
い
！
と
い
う
事
で
し
た
。

献
体
者
の
お
体
を
良
い
環
境
で
長
期
保
管
し
た

い
。
学
生
が
解
剖
に
集
中
で
き
る
安
全
な
実
習

室
を
作
り
た
い
。
医
師
が
患
者
の
手
術
を
す
る

の
と
同
じ
よ
う
な
環
境
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受

け
ら
れ
る
手
術
室
を
作
り
た
い
。
旧
医
学
部
で

も
遺
体
保
管
室
、
解
剖
実
習
室
、
C
A
L

（
ク
リ
ニ
カ
ル
ア
ナ
ト
ミ
ー
ラ
ボ
）手
術
室
は
あ

り
ま
し
た
が
、
古
い
部
屋
を
少
し
ず
つ
改
装
し

て
使
用
し
て
い
た
た
め
妥
協
し
て
使
っ
て
い
る

部
分
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
今
回
、
会
員

の
皆
様
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
後
に
数
年
間

お
住
ま
い
に
な
る
（
？
）
医
学
部
新
棟
の
環
境

を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

図１　新解剖実習室

 遺
体
保
管
室
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が
ど
の
よ
う
に
見
え
る
の
か
、
学
生
に
ク
イ
ズ

形
式
で
様
々
な
臨
床
画
像
を
見
せ
る
こ
と
に

使
っ
て
い
ま
す
。
実
習
室
が
静
か
に
な
っ
た
の

で
、
同
じ
班
の
メ
ン
バ
ー
同
士
で
議
論
が
容
易

に
な
り
ま
す
。
ク
イ
ズ
の
答
え
を
各
実
習
台
に

設
置
し
た
i
P
o
d
 t
o
u
c
h
を
使
っ
て

回
答
し
て
も
ら
い
、
私
た
ち
教
員
の
パ
ソ
コ
ン

で
学
生
の
理
解
度
が
瞬
時
に
わ
か
り
ま
す
。
実

習
前
に
何
が
分
か
っ
て
い
て
、
何
が
わ
か
っ
て

い
な
い
の
か
を
ハ
ッ
キ
リ
さ
せ
て
か
ら
解
剖
に

取
り
組
む
教
育
手
法
は
学
生
自
身
の
主
体
性
が

増
し
、
高
い
教
育
効
果
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

本
当
に
ご
寄
付
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

か
っ
た
の
も
今
ひ
と
つ
で
し
た（
図
２
）。
そ
こ

で
新
棟
で
は
排
気
ダ
ク
ト
は
す
べ
て
床
下
配
管

と
し
、
排
気
用
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
も
部
屋
全
体

で
一
つ
に
し
て
実
習
台
か
ら
出
る
ノ
イ
ズ
は
空

気
を
吸
い
込
む
音
だ
け
に
し
ま
し
た
。
画
像
供

覧
シ
ス
テ
ム
へ
画
像
を
配
信
す
る
H
D
M
I

ケ
ー
ブ
ル
を
ワ
イ
ヤ
レ
ス
化
し
、
広
々
と
し
た

視
野
を
確
保
し
ま
し
た（
図
１
）。
そ
の
お
陰
で

天
井
か
ら
合
計
で
六
つ
の
六
十
五
イ
ン
チ
4
K

モ
ニ
タ
を
ぶ
ら
下
げ
、
実
習
台
モ
ニ
タ
ー
と
合

わ
せ
て
二
系
統
で
情
報
を
掲
示
で
き
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。

　
皆
様
か
ら
頂
い
た
画
像
供
覧
シ
ス
テ
ム
に
は
、

解
剖
実
習
の
際
に
C
T
や
M
R
I
画
像
で
人
体

異
な
る
タ
イ
プ
の
保
管

庫
で
も
す
べ
て
同
じ
ト

レ
ー
を
使
え
る
よ
う
に

特
注
し
ま
し
た
。
リ
フ

ト
の
設
定
は
一
つ
に
固

定
し
て
使
え
る
事
に
な

り
、
C
A
L
を
使
う
医

師
達
で
も
ご
遺
体
の
出

し
入
れ
が
容
易
に
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
で
技
術
職
員
の
負

担
も
軽
減
し
ま
す
。

 解
剖
実
習
室
 

　
実
習
室
を
設
計
す
る
に
あ
た
り
考
え
た
の
は
、

千
葉
白
菊
会
五
十
周
年
記
念
事
業
で
頂
い
た
画

像
供
覧
シ
ス
テ
ム
（
二
十
七
イ
ン
チ
の
モ
ニ
タ

を
す
べ
て
の
実
習
台
に
取
付
）
を
使
え
る
こ
と

を
大
前
提
と
し
ま
し
た
。
旧
医
学
部
で
は
、
遺

体
か
ら
発
す
る
刺
激
性
の
あ
る
ホ
ル
マ
リ
ン
ガ

ス
の
排
気
シ
ス
テ
ム
は
、
後
付
け
で
し
た
。
実

習
台
毎
に
排
気
用
の
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
を
載
せ

て
天
井
裏
ま
で
空
気
を
吸
い
出
す
方
式
で
し
た

の
で
、
動
作
音
が
少
し
う
る
さ
い
の
が
不
満
で

し
た
。
ま
た
実
習
台
毎
に
天
井
ま
で
伸
び
る
排

気
ダ
ク
ト
（
三
十
二
本
！
）
の
為
に
視
野
も
悪

図２　旧医学部の解剖実習台

図３　常温保管庫

図４　手前が冷蔵庫、奥が冷凍庫
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医
師
が
解
剖
す
る
と
い
う
C
A
L
の
コ
ン
セ

プ
ト
は
急
速
に
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
未

だ
半
数
の
医
学
部
で
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

私
た
ち
の
活
動
が
全
国
の
医
学
部
へ
影
響
を
与

え
、
一
人
で
も
多
く
の
患
者
の
た
め
に
医
師
が

臨
床
解
剖
を
学
べ
る
時
代
が
来
る
こ
と
を
祈
っ

て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
支
援
の
程
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

の
手
術
に
必
要
な
解
剖
を
手
に
取
る
よ
う
に
理

解
で
き
ま
す
。
既
に
六
月
か
ら
毎
週
の
様
に
セ

ミ
ナ
ー
を
開
い
て
い
ま
す
。
参
加
し
た
外
科
医

達
は
こ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
専
用
に
設
計
さ
れ
た

C
A
L
の
設
備
と
、
医
師
が
解
剖
す
る
こ
と
に

賛
同
し
、
無
条
件
・
無
報
酬
の
精
神
で
献
体
し

て
く
だ
さ
っ
た
ご
遺
体
の
先
生
方
の
存
在
に
非

常
に
感
銘
を
受
け
て
お
り
ま
し
た
。

 C
A
L
手
術
室
 

　
昨
年
度
、
厚
労
省
、
文
科
省
、
千
葉
県
か
ら

支
援
を
頂
く
こ
と
が
で
き
、
総
額
八
千
万
円
の

外
部
資
金
で
新
C
A
L
を
作
り
上
げ
る
事
が
で

き
ま
し
た
。
手
術
室
は
実
際
に
病
院
の
手
術
室

を
設
計
し
て
い
る
業
者
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら

い
、
何
度
も
打
ち
合
わ
せ
を
し
ま
し
た
。
普
段

は
広
い
手
術
室
に
手
術
台
六
台
が
整
然
と
並
び

ま
す
が
、
移
動
式
の
壁
で
二
部
屋
（
四
台
と
二

台
）
に
分
け
て
、
二
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す（
図
５
）。
ま
た
天
井
か

ら
の
無
影
灯
三
台
と
高
性
能
な
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ

（
4
K
）一
台
を
天
井
か
ら
吊
り
下
げ
て
い
ま
す
。

手
術
台
二
台
に
対
し
て
一
つ
の
六
十
五
イ
ン
チ

モ
ニ
タ
が
壁
に
取
り
付
け
ら
れ
お
り
、
手
術
や

解
剖
の
ス
ラ
イ
ド
を
閲
覧
し
た
り
、
天
井
の
カ

メ
ラ
で
撮
影
し
た
講
師
の
模
範
手
術
を
皆
で
見

て
か
ら
目
の
前
の
ご
遺
体
を
解
剖
さ
せ
て
頂
く

こ
と
も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
、

模
範
手
術
は
近
く
に
い
る
受
講
生
し
か
見
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
新
し
い
実
習

室
で
は
六
台
の
手
術
台
に
分
散
し
た
ま
ま
で
見

る
こ
と
が
で
き
、
国
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
ゴ
ッ

ド
ハ
ン
ド
と
さ
れ
る
医
師
の
技
術
、
そ
し
て
そ

図５　新CAL手術室
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手
技
や
解
剖
の
細
部
な
ど
は
、
教
科
書
や
論
文

な
ど
で
は
学
び
き
れ
な
い
範
囲
と
考
え
ま
す
。

今
回
の
ラ
ボ
で
実
際
に
臓
器
や
血
管
に
触
れ
、

立
体
的
構
造
と
そ
の
感
触
、
周
囲
臓
器
と
の
位

置
関
係
を
じ
っ
く
り
と
観
察
・
学
習
す
る
こ
と

が
で
き
、
外
科
医
と
し
て
大
き
な
成
長
に
つ
な

が
る
も
の
と
実
感
し
ま
し
た
。
こ
の
経
験
や
学

び
を
診
療
に
活
か
し
、
今
後
患
者
の
皆
様
に
還

元
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
機
会
を
与
え

て
く
だ
さ
っ
た
白
菊
会
の
皆
様
、
C
A
L
関
係

者
の
皆
様
、
ご
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、

ご
協
力
い
た
だ
い
た
看
護
師
の
皆
様
に
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

意
志
の
も
と
に
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
再
認

識
し
、
一
秒
も
無
駄
に
す
べ
き
で
は
な
い
と
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
し
た
。
実
習
は
三
グ

ル
ー
プ
で
行
わ
れ
、
私
は
國
府
田
先
生
・
古
矢

先
生
に
御
指
導
賜
り
、
午
前
は
胸
腰
椎
前
方
ア

プ
ロ
ー
チ
を
、
午
後
は
胸
腰
椎
後
方
ア
プ
ロ
ー

チ
を
行
い
ま
し
た
。
基
本
的
な
解
剖
を
再
確
認

し
つ
つ
、
普
段
の
手
術
で
は
絶
対
に
把
握
で
き

な
い
範
囲
ま
で
詳
細
に
解
剖
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
脊
椎
脊
髄
の
み
で
な
く
大

血
管
や
胸
腹
部
臓
器
近
傍
の
解
剖
理
解
が
求
め

ら
れ
る
脊
椎
外
科
医
を
目
指
す
私
に
と
っ
て
、

こ
の
上
な
く
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
今

回
の
実
習
へ
の
感
謝
の
意
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、

今
後
の
臨
床
や
脊
椎
疾
患
に
苦
し
む
方
々
へ
の

治
療
の
た
め
に
活
か
し
て
い
き
た
い
所
存
で
す
。

ク
リ
ニ
カ
ル
ア
ナ
ト
ミ
ー
ラ
ボ
研
修
を
終
え
て

千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院

呼
吸
器
外
科
　
苅
田
　
　
涼

　
今
回
、
ク
リ
ニ
カ
ル
ア
ナ
ト
ミ
ー
ラ
ボ
で
の

手
術
研
修
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
と
い
う
状
況
下
の
た
め
、
外
部
か
ら
の
参
加

者
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
多
く
の
手
術
室

看
護
師
、
病
棟
看
護
師
に
も
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
我
々
若
手
医
師
は
、
日
々
の
臨
床
現
場
で
実

際
に
手
術
の
現
場
に
立
ち
会
い
ま
す
が
、
手
術

筑
波
・
千
葉Cadaver

W
orksho

         
      p  に
参
加

筑
波
記
念
病
院
　
整
形
外
科
　
清
水
　
知
明

　
こ
の
度
、
筑
波
・
千
葉Cadaver

W
orksho

         
      p  

に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
今
年
で
最
後
と

い
う
歴
史
あ
る
千
葉
大
学
医
学
部
棟
に
集
合
し
、

ま
ず
解
剖
学
講
座
の
成
田
都
先
生
か
ら
倫
理
講

習
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
中
で
今
回
の
実
習
は

御
献
体
い
た
だ
い
た
方
々
・
御
遺
族
の
崇
高
な

旺

王

欧

翁

横横

横横

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

ＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣ
ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ
ＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬ
参参参参参参参参参参
加加加加加加加加加加
者者者者者者者者者者
のののののののののの
感感感感感感感感感感
想想想想想想想想想想

Ｃ
Ａ
Ｌ
参
加
者
の
感
想
文文文文文文文文文文文
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整
形
外
科Cadaver

W
orkshop

in
Chiba

         
                　

＜
Kne    e  ＞

〜Basi     c  〜
に
参
加
し
て
　
　
　
　
　

千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院
　
　

整
形
外
科
専
攻
医
　
吉
本
　
拓
真

　
こ
の
度
、Clinical

A
natom

y
La

 
         
     
    b  （
C
A
L
）

で
開
催
さ
れ
た
整
形
外
科Cadaver

       W
orkshop

  
        

in
Chib

       a  ＜K
nee

 
   ＞

～Basic
     ～
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
千
葉
大
学
整
形
外
科
ス

ポ
ー
ツ
グ
ル
ー
プ
の
先
生
方
の
指
導
の
元
、
膝

の
関
節
鏡
手
技
か
ら
解
剖
に
至
る
ま
で
、
普
段

の
医
療
現
場
で
は
得
難
い
経
験
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
私
は
整
形
外
科
専
攻
医
に
な
っ
た
ば
か
り
で

手
術
の
経
験
も
浅
く
、
特
に
専
門
性
の
高
い
関

節
鏡
の
手
技
な
ど
は
な
か
な
か
行
う
機
会
も
あ

り
ま
せ
ん
。
今
回
のCadaver
W
orkshop

で

は
専
門
医
の
先
生
の
丁
寧
な
指
導
の
元
、
関
節

鏡
も
含
む
様
々
な
手
技
を
経
験
で
き
、
大
変
意

義
深
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
貴

重
な
時
間
を
持
て
た
の
は
、
ご
献
体
い
た
だ
き

ま
し
た
白
菊
会
会
員
の
皆
様
の
お
か
げ
で
す
。

今
回
の
経
験
を
活
か
し
、
臨
床
現
場
で
整
形
疾

患
に
悩
む
多
く
の
方
々
の
助
け
に
な
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
末
筆
で
は
あ
り
ま
す
が
、
医
学
の
発
展
の
た

め
、
ご
献
体
い
た
だ
き
ま
し
た
白
菊
会
会
員
の

皆
様
お
よ
び
ご
遺
族
の
方
々
に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
C
A
L
の
鈴
木
崇
根
先

生
、
ご
指
導
い
た
だ
い
た
千
葉
大
学
整
形
外
科

ス
ポ
ー
ツ
グ
ル
ー
プ
の
先
生
、
講
師
の
皆
様
に

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

整
形
外
科Cadaver

W
orkshop

in
Chiba

         
                　

＜
Hand

and
Elbo

             w  ＞
に
参
加
し
て
　
　
　

松
戸
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
　

整
形
外
科
医
　
船
石
　
裕
樹

　
二
〇
二
〇
年
九
月
二
十
六
日
に
千
葉
大
学
医

学
部
に
て
開
催
さ
れ
た
整
形
外
科C

adaver

w
orkshop

in
Chiba

H
and

and
Elbow

に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
開
催
前
、
数

日
間
に
渡
り
行
わ
れ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
講
義
で
解

剖
・
手
技
に
つ
い
て
解
説
い
た
だ
き
、
十
分
な

理
解
の
上
で
ご
遺
体
と
向
き
合
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
し
か
し
実
際
に
解
剖
さ
せ
て
い
た
だ

く
と
勝
手
が
違
い
ま
し
た
。
自
分
で
展
開
し
つ

つ
組
織
を
同
定
し
て
い
く
難
し
さ
を
改
め
て
痛

感
し
、
手
術
を
進
め
て
い
く
に
つ
れ
て
自
分
が

考
え
て
い
た
も
の
と
違
う
組
織
で
あ
る
こ
と
が

判
明
す
る
こ
と
を
体
感
し
、
解
剖
の
理
解
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
日
と
い
う
限
ら

れ
た
時
間
の
中
で
こ
れ
か
ら
の
診
療
で
遭
遇
す

る
で
あ
ろ
う
骨
折
、
神
経
・
腱
移
行
な
ど
の
手

技
を
数
多
く
自
ら
の
手
で
経
験
で
き
る
こ
と
や

実
際
の
手
術
で
は
確
認
が
難
し
く
解
剖
書
で
の

み
確
認
し
て
い
た
人
体
の
筋
肉
、
神
経
、
靭
帯

の
構
造
・
走
行
を
解
剖
し
、
自
分
の
目
で
し
っ

か
り
と
確
認
す
る
機
会
は
こ
のCadaver

        

w
orksho

 
      p  が
な
け
れ
ば
難
し
く
、
こ
れ
か
ら
の

診
療
を
行
う
上
で
貴
重
な
財
産
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
機
会
を
用
意
し
て
い
た

だ
き
、
事
前
講
義
の
準
備
か
ら
当
日
の
指
導
に

至
る
ま
で
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
先
生
方
、
ス

タ
ッ
フ
の
方
々
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
し
て
最
後
に
な
り
ま
す
が
御
献
体
頂
き
ま
し

た
白
菊
会
の
皆
様
と
御
遺
族
の
方
々
に
心
よ
り
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感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
御
厚
意
に
報
い
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
今
後
の
診
療
に
活
か
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

CA
L
sem
inar

Program

に
参
加

千
葉
大
学
工
学
部
　
医
工
学
コ
ー
ス

上
田
　
玲
央
斗

　
先
日
私
は
献
体
し
て
下
さ
っ
た
ご
遺
体
を
用

い
たCA

L
sem
inar

Progra

  
     
           m  
に
参
加
し
、

見
学
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
私
は
、
主
に
脊
椎
の
構
造
と
、
脊
椎
の
除

圧
と
固
定
に
つ
い
て
の
手
術
の
学
習
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
は
医
工
学
研
究
者
で
あ

り
、
医
師
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
手
術
機
器
等
の

開
発
を
通
し
て
医
療
の
さ
ら
な
る
発
展
を
技
術

的
側
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
を
目
標

と
し
て
研
究
に
従
事
し
て
い
ま
す
。
従
っ
て
ご

遺
体
を
使
わ
せ
て
も
ら
っ
て
学
習
す
る
機
会
は

初
め
て
で
あ
り
、
一
生
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な

い
経
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
の
初
め
に
、
C
A
L

（Clinical
A
natom

y
La

          
     
    b  ）
を
管
理
し
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
鈴
木
崇
根
先
生
が
さ
れ
て
い

た
お
話
で
感
銘
を
受
け
た
内
容
が
あ
り
ま
し
た
。

鈴
木
先
生
は
献
体
登
録
を
さ
れ
て
い
た
千
葉
白

菊
会
会
員
と
お
話
し
た
場
面
で
、「
外
科
医
が

解
剖
す
る
と
き
に
は
よ
り
多
く
の
筋
肉
が
つ
い

て
い
た
方
が
い
い
の
か
」
と
い
っ
た
こ
と
を
尋

ね
ら
れ
た
そ
う
で
す
。「
筋
肉
が
つ
い
て
い
る

と
よ
り
通
常
の
患
者
さ
ん
に
近
い
状
態
に
な
る

の
で
外
科
医
は
喜
び
ま
す
」
と
返
さ
れ
ま
し
た
。

す
る
と
会
員
さ
ん
は
、「
そ
れ
な
ら
死
ぬ
ギ
リ

ギ
リ
ま
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
頑
張
ら
な
い
と

ね
」
と
お
答
え
さ
れ
た
と
い
う
の
で
す
。

　
献
体
を
決
断
さ
れ
る
だ
け
で
も
非
常
に
尊
い

行
動
で
す
。
そ

れ
な
の
に
、
学

習
や
研
究
の
際

に
よ
り
好
条
件

な
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
に
整
え

よ
う
と
す
る
お

心
構
え
に
は
頭

が
上
が
り
ま
せ

ん
。
私
は
そ
の

奉
仕
の
精
神
を

無
下
に
し
な
い

よ
う
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
ご
献
体
を

さ
れ
た
方
か
ら

託
さ
れ
た
も
の

を
研
究
の
発
展
に
つ
な
げ
る
の
は
、
ご
献
体
を

使
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
者
の
責
務
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
ま
た
ご
献
体
を
使

わ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
が
あ
れ
ば
、
今
回
以
上

に
礼
意
を
尽
く
し
て
学
習
・
研
究
に
励
む
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
献
体
を
提
供
し
て
く
だ

さ
っ
た
ご
本
人
様
並
び
に
ご
遺
族
の
方
々
、

CA
L
sem
inar

Progra

  
     
           m  
の
関
係
者
の
方
々

に
、
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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解剖慰霊祭

第９４回千葉大学医学部解剖慰霊第９４回千葉大学医学部解剖慰霊祭祭

　
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
の
渦
中
に
よ
り
、
中
止
の
選

択
を
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
「
千
葉
大
学
医
学
部
解
剖
慰
霊
祭
」
で
し
た
が
、
本
年
は

六
月
五
日
（
土
）
午
後
一
時
か
ら
 ゐ
の
は
な
記
念
講
堂
に
て
、
ご
遺
族
と
一
部
関
係

者
の
み
の
参
列
で
執
り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
例
年
で
あ
れ
ば
、
医
学
部
を
は
じ

め
看
護
学
部
の
学
生
た
ち
や
教
職
員
、
病
院
関
係
者
も
多
数
参
列
す
る
式
典
で
す
が
、

今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
の
挙
行
と
い
う
こ
と
で
、
密
を
避
け
る
た
め
に
こ
の
よ
う
な
形
で

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

大澤会長は
　白菊会を代表して

　
梅
雨
入
り
前
の
と
き
お
り
日
差
し
も
感
じ
ら
れ

る
薄
曇
り
の
中
で
し
た
が
、
参
列
く
だ
さ
っ
た
ご

遺
族
の
方
に
と
っ
て
は
、
や
っ
と
迎
え
に
来
る
こ

と
が
で
き
た
こ
の
日
が
唯
一
無
二
の
日
で
あ
る
こ

と
、
そ
し
て
こ
の
し
っ
と
り
と
し
た
空
気
感
も
、

い
つ
に
な
く
参
列
者
が
少
な
い
こ
と
に
よ
る
し
ん

と
し
た
会
場
の
雰
囲
気
も
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で

あ
っ
て
こ
れ
で
良
し
と
す
る
特
別
の
式
典
と
な
っ

た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
し
た
。

　
開
式
の
辞
に
続
き
、
今
年
度
解
剖
に
お
役
立
ち

く
だ
さ
い
ま
し
た
一
〇
四
柱
の
御
芳
名
奉
読
と
御

芳
名
録
奉
納
の
の
ち
黙
祷
、
千
葉
大
学
の
医
学
部

長
と
大
学
長
に
よ
る
追
悼
の
こ
と
ば
、
来
賓
挨
拶
、

そ
し
て
学
生
代
表
の
こ
と
ば
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

式
典
の
規
模
は
小
さ
く
な
っ
て
も
、
そ
こ
に
は
な

ん
ら
今
ま
で
と
変
わ
る
こ
と
の
な
い
、
献
体
し
て

く
だ
さ
っ
た
方
と
そ
の
ご
遺
族
へ
の
厚
い
敬
意
と

感
謝
の
気
持
ち
が
十
分
以
上
に
伝
わ
っ
て
く
る
そ

れ
ぞ
れ
の
「
こ
と
ば
」
で
し
た
。

感謝を込めて　「献 花」

　学生代表から

ご遺族の皆様から
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コココココココココココココココココココココロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナ禍禍禍禍禍禍禍禍禍禍禍禍禍禍禍禍禍禍禍禍禍ののののののののののののののののののののの開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催 ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺族族族族族族族族族族族族族族族族族族族族族とととととととととととととととととととととごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来賓賓賓賓賓賓賓賓賓賓賓賓賓賓賓賓賓賓賓賓賓のののののののののののののののののののののみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみののののののののののののののののののののの参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参列列列列列列列列列列列列列列列列列列列列列コロナ禍の開催　ご遺族とご来賓のみの参列でででででででででででででででででででででで

ご遺骨は、白菊会が用意した
風呂敷でお包みします

　
週
が
明
け
て
の
月
曜
に
は
、
慰
霊
祭
へ
の
参
列

が
叶
わ
な
か
っ
た
学
生
と
教
職
員
、
総
勢
一
五
〇

名
以
上
に
よ
る
献
花
を
、
こ
れ
も
密
を
避
け
二
回

に
分
け
て
執
り
行
い
ま
し
た
。
式
典
の
形
は
変
わ

れ
ど
、
医
学
の
進
歩
の
た
め
に
お
体
を
提
供
し
て

く
だ
さ
っ
た
献
体
者
と
そ
の
ご
遺
族
の
方
々
へ
の

多
大
な
る
謝
意
に
寸
分
の
揺
る
ぎ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
善
意
あ
る
方
々
の
心
の
内
に
あ
っ
た
思
い
を

連
綿
と
感
じ
続
け
て
い
く
こ
と
、
そ
し
て
い
た
だ

い
た
貴
重
な
経
験
と
知
識
の
習
得
を
こ
れ
か
ら
の

研
究
や
治
療
へ
と
活
か
し
て
い
く
こ
と
が
、
先
人

た
ち
か
ら
医
療
を
支
え
続
け
て
い
る
根
幹
と
な
っ

て
き
た
の
だ
と
い
う
こ
と
に
改
め
て
気
づ
く
こ
と

が
で
き
た
日
と
な
り
ま
し
た
。　
　
　
　（
森
岡
）

ご遺骨返還式（右端はご遺骨をお渡しする森千里教授）

学生献花（６月７日）
　受付で検温とアルコール消毒をしていました
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千
葉
大
学
学
長
　
中
山
　
俊
憲

　
第
九
十
四
回
千
葉
大
学
医
学

部
解
剖
慰
霊
祭
に
あ
た
り
、
謹

ん
で
御
霊
前
に
追
悼
の
意
を
表

わ
し
、
御
霊
（
み
た
ま
）
の
ご
冥
福
を
、
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
近
年
の
医
学
・
医
療
の
進
歩
は
著
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
進
歩
の
多
く
は
革
新
的
な

科
学
技
術
の
開
発
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
て
い
ま

す
。
特
に
、
二
十
世
紀
後
半
に
遺
伝
子
操
作
技

術
が
開
発
さ
れ
る
と
医
学
・
医
療
分
野
で
は
そ

の
新
技
術
を
い
ち
早
く
研
究
活
動
に
取
り
入
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
原
因
が
不
明
で

あ
っ
た
疾
患
の
発
症
機
序
を
分
子
や
遺
伝
子
の

レ
ベ
ル
で
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
二
十
一
世
紀
に
入
り
、

こ
の
様
な
基
礎
医
学
研
究
の
成
果
が
積
極
的
に

臨
床
研
究
に
応
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ

ま
で
不
治
の
病
と
さ
れ
て
い
た
疾
患
に
も
新
し

い
治
療
法
や
治
療
薬
が
次
々
と
開
発
さ
れ
著
し

い
治
療
効
果
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　
他
分
野
と
の
融
合
研
究
な
ど
も
進
ん
で
お
り
、

最
新
の
工
学
技
術
を
応
用
し
た
医
療
機
器
の
進

歩
も
著
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
最
近

で
は
人
工
知
能
・
Ａ
Ｉ
が
進
化
し
て
き
て
お
り
、

病
気
の
診
断
は
医
師
に
代
わ
っ
て
Ａ
Ｉ
が
行
う

時
代
が
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
い
ま
す
。
そ
し
て

将
来
は
、
Ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
用
い
た
再
生
医
療
技

術
な
ど
の
進
展
と
普
及
に
よ
り
、
私
達
の
健
康

寿
命
が
大
き
く
改
善
さ
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ

う
。
　
こ
の
よ
う
な
時
代
の
変
化
に
よ
っ
て
、
医
師

に
求
め
ら
れ
る
能
力
も
著
し
く
多
様
化
し
、
か

つ
専
門
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
医
学

部
に
お
け
る
教
育
に
お
い
て
も
、
最
先
端
の
医

学
・
医
療
の
知
識
や
技
術
ば
か
り
で
な
く
、
他

分
野
の
知
識
や
技
術
を
教
授
す
る
こ
と
が
必
要

と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
同
時
に
、
医

療
技
術
が
進
む
ほ
ど
、
医
師
養
成
の
原
点
で
あ

る
「
深
い
人
間
愛
に
基
づ
く
生
命
の
尊
厳
と
医

の
倫
理
」
を
教
授
す
る
こ
と
の
重
要
性
も
大
き

く
な
っ
て
来
て
い
ま
す
。

　
千
葉
大
学
医
学
部
で
は
、
病
め
る
人
々
の
苦

し
み
を
理
解
で
き
る
医
療
人
の
育
成
を
基
本
と

し
て
、
種
々
の
疾
患
の
新
し
い
治
療
法
の
開
発

を
目
指
す
、
優
れ
た
基
礎
医
学
研
究
者
や
臨
床

研
究
者
の
育
成
に
向
け
た
教
育
を
継
続
し
て
き

て
お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
本
学
に
お
け
る
医

学
教
育
の
中
で
も
、
賜
わ
り
ま
し
た
ご
遺
体
に

よ
り
ま
す
「
解
剖
学
実
習
」
は
、
最
も
基
礎
的

な
、
そ
し
て
最
も
重
要
な
教
育
科
目
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
医
学
生
は
「
解
剖
学
実
習
」
に
よ

り
、
複
雑
な
人
体
の
構
造
を
正
確
に
学
ぶ
と
と

も
に
、
教
科
書
か
ら
は
決
し
て
得
ら
れ
な
い

「
生
命
の
尊
厳
」や「
医
師
と
し
て
の
使
命
感
」を

深
く
心
に
刻
み
込
む
こ
と
に
な
る
か
ら
で
す
。

　
さ
ら
に
近
年
で
は
、
医
師
、
薬
剤
師
、
看
護

師
や
保
健
師
な
ど
の
医
療
人
養
成
に
む
け
た
教

育
と
し
て
、
職
種
間
の
相
互
理
解
に
向
け
た

「Inter-professional
Educatio

                           n  」
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
千
葉
大
学
で
も
、

将
来
医
療
チ
ー
ム
を
組
む
こ
と
に
な
る
医
学
部
、

薬
学
部
、看
護
学
部
の
学
生
に
対
し
て
、一
年
生
の

段
階
か
ら
「Inter-professional

Educatio

                           n  」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
看
護

学
部
の
学
生
に
は
「
解
剖
学
実
習
」
を
見
学
実

習
と
し
て
い
ま
す
。

　
人
生
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、「
解
剖
献
体
」

に
自
ら
を
捧
げ
ら
れ
た
み
な
さ
ま
の
尊
い
志
に
、

心
か
ら
の
敬
意
と
と
も
に
感
謝
の
意
を
お
伝
え

申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
ご
献
体
を
支
持
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
ご
家
族
の
皆
さ
ま
に
、
心

か
ら
の
御
礼
を
申
し
上
げ
て
、
追
悼
の
こ
と
ば

と
致
し
ま
す
。

解剖慰霊祭

追追追追追追追追追追
悼悼悼悼悼悼悼悼悼悼
のののののののののの
言言言言言言言言言言

追
悼
の
言
葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉
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医
学
部
三
年
　
村
松
　
彩
水

　
は
じ
め
に
、
約
三
か
月
に
及

ん
だ
肉
眼
解
剖
実
習
が
昨
年
十

二
月
二
十
三
日
の
納
棺
式
を
も
ち
ま
し
て
、
無

事
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
、

こ
こ
に
御
報
告
い
た
し
ま
す
。
初
め
て
の
実
習

の
日
、
祖
母
が
仏
壇
の
前
で
、「
あ
み
ち
ゃ
ん
が

今
日
、
医
師
と
し
て
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し

ま
す
」
と
祖
父
に
報
告
し
て
い
た
姿
が
懐
か
し

く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
と
て
も
多
く
の
知
識
を

得
た
だ
け
で
な
く
、
医
師
に
な
る
と
い
う
自
覚

が
高
ま
り
、
精
神
的
に
も
成
長
で
き
た
三
か
月

で
し
た
。

　
実
習
が
始
ま
る
前
、
私
は
献
体
と
い
う
尊
い

ご
遺
志
に
応
え
ら
れ
る
の
か
、
不
安
で
い
っ
ぱ

い
で
し
た
。
実
際
に
初
め
て
ご
遺
体
の
お
顔
を

拝
見
し
た
と
き
は
、
そ
の
年
に
亡
く
な
っ
た
ば

か
り
の
大
好
き
だ
っ
た
祖
父
の
顔
が
思
い
起
こ

さ
れ
、
一
瞬
時
が
止
ま
る
よ
う
な
感
覚
が
あ
り

ま
し
た
。
献
体
と
い
う
行
為
の
尊
さ
を
ひ
し
ひ

し
と
実
感
す
る
と
と
も
に
、
頂
い
た
こ
の
機
会

を
無
駄
に
せ
ず
、
学
び
尽
く
さ
な
け
れ
ば
と
背

筋
が
伸
び
る
思
い
が
し
ま
し
た
。

　
「
献
体
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
は
学
生
に

と
っ
て
最
初
の
患
者
で
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
こ

と
を
教
え
て
く
だ
さ
る
先
生
で
あ
る
」。
私
た

ち
は
、
こ
の
よ
う
な
考
え
の
も
と
、
献
体
し
て

く
だ
さ
っ
た
方
の
ご
遺
体
を
「
先
生
」
と
呼
ん

で
い
ま
す
。
実
際
に
、
実
習
が
進
む
ご
と
に
献

体
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
が
私
を
教
え
導
い
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
よ
う
な
感
覚
に
な
り
、
だ
ん
だ

ん
と
不
安
は
な
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
人
体

の
複
雑
さ
、
精
密
な
美
し
さ
。
解
剖
は
、
毎
日

が
驚
き
の
連
続
で
し
た
。
教
科
書
通
り
の
こ
と

は
、
な
に
ひ
と
つ
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ

ら
に
感
動
す
る
た
び
に
、
こ
の
方
の
尊
い
献
体

の
ご
遺
志
な
く
し
て
は
学
び
得
な
か
っ
た
こ
と

だ
と
感
謝
の
気
持
ち
が
募
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
実
習
を
す
べ
て
終
え
た
数
日
後
、
納
棺
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ご
遺
体
を
自
分
た
ち
で
納
棺

し
て
、
学
生
全
員
で
実
習
室
を
隅
々
ま
で
掃
除

し
た
後
、
献
花
を
し
て
最
後
の
黙
祷
を
捧
げ
ま

し
た
。
献
体
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
、
多
く
の

学
び
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
、
こ
の
よ
う

な
大
変
な
状
況
下
で
無
事
に
実
習
を
終
え
ら
れ

た
こ
と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
ま
た
、
実
習
室

を
掃
除
し
な
が
ら
ふ
と
、
こ
の
場
所
で
た
く
さ

ん
の
先
輩
た
ち
が
私
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
実
習

し
て
き
た
の
だ
な
と
思
い
、
献
体
し
て
く
だ

さ
っ
た
方
々
と
千
葉
大
学
医
学
部
と
の
長
い
歴

史
を
感
じ
ま
し
た
。
自
分
た
ち
が
そ
の
歴
史
の

一
部
に
な
っ
た
こ
と
や
、
医
師
に
な
る
為
に
多

く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
、

今
で
も
胸
が
熱
く
な
り
ま
す
。

　
私
は
献
体
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
の
生
前
の
お

姿
を
知
り
ま
せ
ん
。
ど
ん
な
人
生
を
生
き
抜
い

た
の
か
、
何
が
好
き
で
、
ど
ん
な
ふ
う
に
笑
う

方
だ
っ
た
の
か
、
も
う
知
る
こ
と
は
 叶
い
ま

せ
ん
。
し
か
し
こ
の
方
は
、
実
習
を
と
お
し
て

た
く
さ
ん
の
生
き
た
証
を
私
た
ち
に
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
確
か
め

な
が
ら
、
解
剖
の
班
員
た
ち
や
教
員
の
方
々
と

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
ど
ん

な
人
生
を
生
き
た
方
だ
っ
た
の
か
思
い
を
馳
せ
、

将
来
こ
の
方
の
よ
う
な
患
者
を
担
当
し
た
ら
ど

の
よ
う
な
治
療
を
行
う
の
か
を
考
え
ま
し
た
。

私
の
最
初
の
患
者
と
な
っ
て
く
だ
さ
り
、
人
生

の
先
生
と
し
て
私
を
優
し
く
教
え
導
い
て
く
だ

さ
っ
た
方
の
こ
と
を
、
私
は
生
涯
忘
れ
ま
せ
ん
。

　
最
後
に
今
一
度
、
献
体
し
て
く
だ
さ
っ
た

方
々
な
ら
び
に
ご
遺
族
の
み
な
さ
ま
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ご
自
分
の
お
身
体
を
提

供
す
る
と
い
う
決
断
、
そ
し
て
そ
の
決
断
を
家

族
と
し
て
受
け
入
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
と
て

も
勇
気
が
い
る
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
三

か
月
間
の
実
習
で
は
、
こ
の
ご
恩
に
十
分
に
応

え
ら
れ
た
と
は
い
え
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

み
な
さ
ま
の
想
い
を
胸
に
、
私
た
ち
は
こ
れ
か

ら
も
勉
学
に
励
み
続
け
ま
す
。
よ
い
医
師
と

な
っ
て
医
療
に
貢
献
す
る
こ
と
で
、
少
し
ず
つ

こ
の
ご
恩
を
お
返
し
し
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

解剖慰霊祭

学学学学学学学学学学
生生生生生生生生生生
代代代代代代代代代代

　
学
生
代
表表表表表表表表表表表感感感感感感感感感感

謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝
のののののののののの
言言言言言言言言言言

感
謝
の
言
葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉
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トピックス

　
　
医
学
系
総
合
研
究
棟
が
完
成

千
葉
大
学
亥
鼻
地
区
事
務
部
　
　

は
基
礎
系
・
臨
床
系
の
研
究
室
や
実
験
室
、
競

争
的
研
究
ス
ペ
ー
ス
等
を
機
能
的
に
配
置
す
る

な
ど
研
究
内
容
に
応
じ
た
効
率
的
利
用
が
で
き
、

附
属
病
院
と
も
廊
下
で
接
続
さ
れ
る
な
ど
、
教

育
研
究
活
動
の
効
率
化
と
飛
躍
的
な
発
展
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
千
葉
大
学
医
学
部
は
、
明
治
七
年
に
千
葉
町

に
設
立
さ
れ
た
共
立
病
院
が
、
県
立
千
葉
医
学

校
・
附
属
病
院
、
第
一
高
等
学
校
医
学
部
、
千

葉
医
学
専
門
学
校
、
千
葉
医
科
大
学
と
変
遷
を

経
て
、
昭
和
二
十
四
年
の
国
立
学
校
設
置
法
に

よ
り
設
置
さ
れ
た
千
葉
大
学
の
医
学
部
と
し
て

現
在
に
至
り
ま
す
。
場
所
は
千
葉
大
学
亥
鼻

キ
ャ
ン
パ
ス
（
千
葉
市
中
央
区
亥
鼻
）
に
あ
り
、

同
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
医
学
部
の
ほ
か
、
附
属
病

院
、
薬
学
部
、
看
護
学
部
、
真
菌
医
学
研
究
セ

ン
タ
ー
な
ど
医
療
系
の
部
局
が
結
集
し
て
い
ま

す
。

　
従
来
の
医
学
部
の
学
舎
（
医
学
部
本
館
）
は

昭
和
十
一
年
に
完
成
し
た
古
い
建
物
で
し
た
が
、

建
築
か
ら
八
十
四
年
が
経
過
し
老
朽
化
が
進
ん

だ
た
め
、
新
た
に
十
一
階
建
て
四
万
平
方
メ
ー

ト
ル
の
医
学
系
総
合
研
究
棟
に
移
転
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
医
学
系
総
合
研
究
棟
は
低
階
層
に

講
義
室
、
実
習
室
、
グ
ル
ー
プ
学
習
室
、
福
利

厚
生
施
設
等
を
配
置
し
、
五
階
か
ら
十
一
階
に
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トピックス

※
　
バ
ス
停
の
場
所
と
名
前
が
変
わ
り
ま
し
た
。
白
菊

会
事
務
局
に
御
用
の
方
は
今
ま
で
よ
り
１
つ
先
の

バ
ス
停
（
医
学
部
正
門
）
で
お
降
り
く
だ
さ
い
。

第１１回白衣式
令和２年１１月２７日（金）開催

　白衣式は入学後四年間にわたる臨床前教育を受けてきた医学生がいよいよ医師と
なるための本格的なトレーニングを開始することを皆で祝福すると共に、医学生自
身が医療者の一員として社会に貢献する立場となる自覚を新たにすることを目的と
しています。ゐのはな記念講堂にて令和２年度医学部５年生１１９名の白衣式が行われ
ました。

（写真提供：フォトチョイス）
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白菊の広場

白白
菊菊
のの
広広
場場

白
菊
の
広

白
菊
の
広
場場

私
と
献
体

生
前
で
の
生
活
に
お
い
て
、
肉
体
を
健
全
に
保

つ
事
の
方
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
考
え
の
も
と
、
父
母
は
、
医
学

の
発
展
を
願
い
、
死
後
に
お
い
て
も
肉
体
が
活

用
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
と
献
体
登
録
を
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
母
は
既
に
他
界
し
、
献
体
に
供

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
も
六
十
歳
を
迎
え
、
献
体
登
録
出
来
る
年

齢
に
達
し
ま
し
た
の
で
、
父
母
同
様
に
献
体
登

録
さ
せ
て
頂
き
、
社
会
貢
献
で
き
れ
ば
と
願
う

次
第
で
す
。

い
つ
か
は
薬
学
生
も

野
田
市
　
岩
嵜
　
明
美

　
今
ま
で
一
度
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
、
社
会

に
貢
献
し
た
事
が
な
い
ま
ま
過
ご
し
て
来
ま
し

た
が
、
ア
イ
バ
ン
ク
等
、
死
後
に
で
も
何
か
役

立
つ
こ
と
が
で
き
た
ら
登
録
し
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
四
十
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
乳
が
ん
に
な
り
、
二

度
の
再
発
を
繰
り
返
し
三
度
の
手
術
で
両
乳
房

を
摘
出
し
ま
し
た
。
放
射
線
治
療
だ
け
で
抗
が

ん
剤
も
使
わ
ず
、
最
後
の
手
術
か
ら
十
五
年
近

く
た
ち
、
今
で
も
何
の
不
自
由
な
く
生
活
で
き

て
い
る
こ
と
は
、
本
当
に
医
学
の
発
達
の
お
か

す
。
今
迄
、
臓
器
提
供
を
志
し
て
き
ま
し
た
。

ま
も
な
く
高
齢
者
と
な
る
今
、
献
体
さ
せ
て
く

だ
さ
い
。医

師
を
志
す
方
の
た
め
に

館
山
市
　
藤
原
　
忠
愛

　
こ
の
世
に
生
を
受
け
て
、
天
寿
を
全
う
す
る

こ
と
な
く
病
気
や
怪
我
で
生
命
を
失
う
人
の
無

念
や
、
親
や
親
族
の
こ
と
を
想
う
時
…
…
。

　
自
分
が
一
生
を
終
え
、
火
葬
し
埋
葬
さ
れ
る

前
に
、
こ
れ
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
社
会
や
多

く
の
人
々
の
恩
に
少
し
で
も
報
い
る
為
に
、
そ

し
て
医
師
を
志
ざ
す
方
々
の
一
助
に
な
れ
ば
と

思
い
、
献
体
し
た
い
と
決
め
ま
し
た
。

　
私
の
思
い
を
叶
え
て
く
れ
る
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

社
会
貢
献
の
一
つ
と
し
て

八
街
市
　
高
幣
　
義
嗣

　
高
幣
家
は
家
族
全
員
が
キ
リ
ス
ト
教
を
信
仰

し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
死
に
対
す
る
捉
え
方

が
仏
教
信
徒
と
は
異
な
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
死
後
の
肉
体
は
塵
に
返
る
と
の
考
え
か

ら
肉
体
自
体
に
は
特
別
な
意
味
を
持
ち
ま
せ
ん
。

　
令
和
二
年
度
の
入
会
者
は
六
十
八
名
、
新
会

員
の
決
意
書
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

知
人
の
献
体
に
触
発
さ
れ

我
孫
子
市
　
田
口
　
　
馨

　
近
所
の
一
人
暮
ら
し
で
生
活
を
さ
れ
て
い
た

ご
年
配
の
方
が
亡
く
な
っ
た
時
、
た
ま
に
来
ら

れ
て
い
た
身
内
の
方
か
ら
、
千
葉
大
学
さ
ん
へ

献
体
さ
れ
た
こ
と
を
お
聞
き
し
、
初
め
て
知
り

合
い
の
方
で
、
そ
う
い
う
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る

の
を
知
り
、
素
晴
ら
し
い
と
思
っ
た
の
と
同
時

に
（
良
い
意
味
で
）
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。

高
齢
の
方
で
も
世
の
た
め
に
な
り
た
い
と
い
う

考
え
を
持
ち
、
実
現
さ
れ
て
い
る
。
私
も
是
非
、

後
に
続
き
た
い
と
思
う
に
至
り
ま
し
た
。

　
私
は
今
六
十
四
歳
、
い
つ
ま
で
寿
命
が
あ
る

か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
是
非
献
体
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
来
年
、
高
齢
者
の
仲
間
入
り
を
し
ま
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元
気
な
う
ち
に
整
理
を
し
て
お
こ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
。
未
だ
元
気
で
す
が
、
余
命
一
年
と
い

わ
れ
ま
し
た
。（
ガ
ン
の
た
め
）

　
今
の
う
ち
に
、
夫
が
一
人
で
も
大
丈
夫
な
よ

う
に
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
製
等
、
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
方
に
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
死
ぬ
の
は
残
念
だ
け
れ
ど

　
　
　
　
　
　
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た

白菊の広場

　
二
年
続
け
て
総
会
が
中
止
と
な
り
、
会
員
同

士
、
ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生
と
の
交
流
も
出

来
ず
に
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
お
元
気
な
様

子
が
伺
え
る
お
便
り
に
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。

千
葉
市
花
見
川
区
　
浜
辺
　
ま
す
み

　
今
年
も
二
〇
二
一
年
の
手
帳
を
お
送
り
く
だ

さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
一
年
が
無

事
に
過
ぎ
る
の
だ
な
あ
と
、
し
み
じ
み
思
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
思
い
が
け
な
い
コ
ロ
ナ
禍
の
現

在
で
す
の
で
、
な
お
さ
ら
の
思
い
で
す
。

　
今
年
は
二
月
に
九
十
九
歳
の
義
母
を
見
送
り
、

九
月
に
は
新
し
い
命
、
六
人
目
の
孫
を
迎
え
ま

し
た
。
去
る
命
、
迎
え
る
命
、
そ
れ
ぞ
れ
に
感

慨
深
い
も
の
が
あ
る
年
に
な
り
ま
し
た
。

　
行
動
が
制
限
さ
れ
、
三
月
以
降
、
書
き
込
み

が
激
減
し
た
二
〇
二
〇
年
の
手
帳
で
す
。
二
〇

二
一
年
の
手
帳
に
は
、
今
ま
で
の
よ
う
に
多
く

の
予
定
を
書
き
込
ん
で
持
ち
歩
き
た
い
も
の
で

す
。
　
寒
い
季
節
に
向
か
い
ま
す
。
事
務
局
の
皆
様

に
は
お
体
を
大
切
に
お
仕
事
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
令
和
二
年
十
一
月
 

会
員
か
ら
の
お
便
り

げ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
春
よ
り
娘
が
薬
剤
師
と
な
り
就
職
し
ま

す
。
彼
女
の
勉
強
は
、
多
く
の
動
物
の
命
の
う

え
に
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
薬
学
生
も
一
度
、

人
体
解
剖
を
経
験
す
る
と
と
て
も
勉
強
に
な
る

の
に
、
と
い
う
言
葉
を
聞
き
ま
し
た
。
現
在
は

献
体
希
望
者
も
増
え
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

い
つ
か
は
薬
学
生
に
も
解
剖
の
機
会
が
訪
れ
る

こ
と
、
も
し
そ
れ
が
叶
わ
な
く
て
も
、
こ
れ
か

ら
の
医
学
の
発
展
に
自
分
が
少
し
で
も
役
に
立

つ
な
ら
、
と
思
い
、
献
体
を
希
望
し
ま
し
た
。

一
生
懸
命
生
き
て
来
ま
し
た

市
川
市
　
阿
部
　
ち
づ
代

　
若
い
頃
か
ら
死
ん
だ
ら
献
体
し
よ
う
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。

　
此
の
世
に
生
を
受
け
て
七
十
一
年
余
り
…
…

楽
し
い
事
、
悲
し
い
事
、
嬉
し
か
っ
た
こ
と
、

悔
し
か
っ
た
こ
と
、
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
も
一
生
懸
命
生
き
て
来
た
つ
も
り
で
す
。

　
悪
い
事
も
し
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
特
別
に
良

い
事
も
し
な
か
っ
た
。
最
後
位
、
人
の
役
に
た

て
れ
ば
良
い
と
決
め
ま
し
た
。

　
又
、
夫
が
軽
い
認
知
症
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

頼
れ
る
人
が
側
に
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
自
分
が

謂

井

遺

亥

違違違違違違違違違違違違違違違違違

違違違違違違違違違違違違違違違違違

医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医

医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医

千
葉
白
菊
会
総
会
の
お
知
ら

千
葉
白
菊
会
総
会
の
お
知
ら
せせ

　
　
第
四
十
一
回
千
葉
白
菊
会
総
会

第
四
十
一
回
千
葉
白
菊
会
総
会
をを

次
の
通
り
予
定
し
て
い
ま
す

　
次
の
通
り
予
定
し
て
い
ま
す
。。

記記

日日
 時時
：：
令令
和
四
年
六

和
四
年
六
月月（
日
付
は
未
定
で
す

（
日
付
は
未
定
で
す
））

会会
 場場
：：
千千
葉
大
学
看
護
学

葉
大
学
看
護
学
部部

　
な
お
、
会
員
の
皆
様
へ
は
、
令
和
四

な
お
、
会
員
の
皆
様
へ
は
、
令
和
四
年年

四
月
に
改
め
て
ご
案
内
を
差
し
上
げ
ま
す

四
月
に
改
め
て
ご
案
内
を
差
し
上
げ
ま
す
。。
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白菊の広場

長
生
郡
白
子
町
　
松
本
　
和
夫

　
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
一
昨
年
初
め

て
総
会
及
び
慰
霊
祭
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
、
感

銘
を
受
け
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
一

日
も
早
い
終
息
を
願
っ
て
お
り
ま
す
が
、
事
務

局
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
計
画
等
、
予

定
通
り
進
め
る
こ
と
が
出
来
ず
ご
苦
労
も
多
い

事
か
と
察
し
ま
す
。
私
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
予
定

日
が
決
ま
り
、
そ
れ
ま
で
は
コ
ロ
ナ
陽
性
に
な

ら
ぬ
様
、
ま
た
日
頃
よ
り
、
自
身
、
時
が
至
っ
た

場
合
に
は
成
願
が
叶
う
様
、
そ
れ
な
り
の
生
活

を
心
掛
け
て
い
る
つ
も
り
で
お
り
ま
す
。
事
務

局
の
皆
様
も
ど
う
か
ご
自
愛
な
さ
れ
ま
す
様
に
。

　
　
令
和
三
年
六
月

い
す
み
市
　
所
　
　
久
子

拝
啓
　
毎
年
丁
重
な
る
御
連
絡
を
戴
き
有
難
う
ご
ざ

い
ま
す
。
会
の
お
便
り
が
届
く
度
に
拝
読
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
居
り
ま
す
。
平
成
二
十
七
年
に

申
し
込
み
ま
し
た
。
大
手
術
を
し
て
退
院
し
、

市
役
所
で
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
心
配
し
て
頂
き
入

所
、
週
二
日
通
っ
て
居
り
ま
す
。

　
農
業
で
一
生
過
し
た
私
で
す
。
デ
イ
に
行
き
、

立
派
な
職
員
に
出
会
い
、
又
、
学
あ
る
老
友
に

恵
ま
れ
、
急
に
学
ぶ
事
を
知
っ
た
の
で
す
。
友

に
学
び
、
辞
書
で
学
び
、
毎
日
が
楽
し
く
暇
の

あ
る
老
後
に
感
謝
し
て
居
ま
す
。
デ
イ
の
白
壁

に
自
分
の
拙
な
い
歌
が
貼
ら
れ
る
と
、
今
ま
で

考
へ
ら
れ
な
い
気
分
に
な
り
ま
す
。

　
知
ら
ぬ
事
ば
か
り
の
自
分
が
（
恥
か
し
く
）

友
達
、
職
員
に
教
え
て
頂
き
、
又
辞
書
で
知
り
、

自
分
の
心
が
豊
か
に
な
っ
た
様
な
気
が
し
て
嬉

し
く
な
り
、
長
生
き
出
来
て
良
か
っ
た
と
思
っ

て
居
り
ま
す
。

　
六
月
で
八
十
九
才
に
な
り
ま
す
。
い
つ
か
皆

様
の
お
役
に
立
て
る
事
を
信
じ
毎
日
過
し
て
居

り
ま
す
。

　
　
令
和
三
年
五
月
 

千
葉
市
若
葉
区
　
飛
世
　
洋
子

　
今
年
も
予
期
せ
ぬ
苦
難
な
年
で
し
た
。（
公

私
共
）

　
先
日
は
来
年
の
手
帳
を
送
っ
て
頂
き
、
あ
り

が
と
う
御
ざ
い
ま
し
た
。
楽
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
埋
め
ら
れ
る
年
で
あ
り
た
い
で
す
ね
。

　
日
頃
の
お
手
数
に
心
よ
り
感
謝
し
ま
す
。

　
　
令
和
二
年
十
一
月

船
橋
市
　
白
川
　
　
傳

千
葉
市
中
央
区
　
日
野
　
桂
子

　
先
日
は
「
解
剖
学
へ
の
招
待
」
を
お
送
り
頂

き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
医
学
を
志
す
方
々

の
お
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
今
も
全

く
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
今
回
こ
の
本
を
読
ま
せ

て
頂
き
、
献
体
の
本
当
の
意
味
を
理
解
で
き
て

良
か
っ
た
と
心
か
ら
感
じ
て
い
ま
す
。

　
　
令
和
三
年
三
月
 

　　　やってみよう！
　　　　認知症予防クイズ

　中央の□（四角）に漢字を
ひとつ入れて熟語を４つ
作ってね。
ヒント：①は小学１年、
　　　　②は小学２年で
　　　　習う字だよ。
　　　（答えは53ページ）

おまけ

　出発点を見つけて時計回り
に読むと６文字の言葉が…
ヒント：きっと、みんなも
　　　　持っているよ。
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献体の流れ

会員の不安を解消   献体から 遺骨返還まで

献体の引き取り 

献体の防腐処置

遺体保存中遺体保存中

解剖学実習・CAL 

納　棺　式   

火　　　葬    

遺 骨 返 還    

死亡の連絡 
043－222－7171 

献体は、ご家族（連絡者）からの連絡が頼りです。
最近、献体登録をご家族が知らず献体出来なかった会員
が増えています。皆様もご注意ください。

大学から委託された葬儀社の車がお迎えに行きます。
死亡診断書のコピーと埋火葬許可証を用意してください。
引き取り時、お棺は不要ですが、葬儀等で使用された場
合はそのままでかまいません。

腐敗を防ぐ為に献体には防腐処置が施されます。その後、
ライへパック（ご遺体保存用袋）で密封されて、縦横
４５cm、奥行き２００cmの遺体保管室の中で解剖学実習を待
ちます。
ここから解剖学実習が終了するまで、献体は生前の名前
ではなく番号が割り当てられます。

学生には献体者の個人情報は一切知らされません。解剖
しながら病状などを推測することも勉強になっています。

なお、千葉大学では、献体は医師の手技向上のためにも
使用されています。（CAL）

解剖学実習最終日、学生たちは心を込めて献体をお棺に
納め、自費で用意した花束を供えて冥福を祈ります。
お棺は大学で用意しています。

納棺後、献体は番号から本名に戻り、大学職員が付き
添って、千葉市斎場で火葬されます。
火葬に係る費用は大学が負担しています。

大学のご遺骨返還式、又は遺族の希望する日に遺骨が返
還されます。
献体は、大学がきちんと管理していますので他人の遺骨
が返還されることは絶対にありません。
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会員の状況

令和２年度千葉白菊会会員移動状況
令和２年４月１日～令和３年３月３１日

単位：人

備　考累計（１９６６年～）令和２年度

5,82268入 会 者 数

2,56884献 体 数

死亡した時に献体できなかった数4898不 献 体

64014退 会 者 数

新住所に近い献体の会を案内2115県 外 転 居 者 数

1,914在 籍 会 員 数

※２年度も献体登録を家族が知らなかったり失念していたりして、献体が叶わない例が６件発生しています。
大学への連絡者にはきちんと伝えておきましょう。

《千葉白菊会調べ》

献体時の年齢は？
　会報に掲載された成願者名簿をもとに、会員の献体時の年齢を調べました。平成２４年１０月以降の最年少献
体は、平成２８年度の５８歳（６０歳での入会を待機していた方で、申し出により緊急入会、２週間後に献体され
た）、最高齢の献体は１０８歳、平均年齢は８５～８８歳となっています。
　なお、１００歳以上で献体される方も増えており令和２年度は８名でした。

単位：人、歳（表は令和３年６月　大澤作成）

備　考平 均最 高最 小成願者数期　間

861056781平成２４/１０～平成２５/９

861036571平成２５/１０～平成２６/９

861056487平成２６/１０～平成２７/９

861016488平成２７/１０～平成２８/９

※６か月間851045851平成２８/１０～平成２９/３

851086166平成２９/４～平成３０/３

881066378平成３０/４～平成３１/３

871076780平成３１/４～令和２/３

871086584令和２/４～令和３/３
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佳

夏

可

嫁

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

寄付者名簿

　 　
芳
　
　
名
　
　
　
　
　
　
　
住
　
所

塙
　
　
　
由
紀
子
　
様
 

四
街
道
市

田
　
中
　
渉
　
一
　
様
 

千
葉
市

成
　
次
　
　
　
齋
　
様
 

成
田
市

伊
　
東
　
　
　
都
　
様
 

八
千
代
市

髙
　
橋
　
廣
　
司
　
様
 

千
葉
市

三
　
好
　
多
　
津
　
様
 

東
金
市

匿
　
名
　
希
　
望
　
　
 

千
葉
市

　
　
現
金
・
切
手
　
内
訳

　
　
　
現
　
　
金
　
　
四
七
〇
、〇
〇
〇
円

　
　
　
切
　
　
手
　
　
　
一
四
、四
六
九
円

（
順
不
同
）

　
 芳
　
　
名
　
　
　
　
　
　
　
住
　
所

鈴
　
木
　
孝
　
雄
　
様
 

市
川
市

中
　
島
　
フ
　
ミ
　
様
 

千
葉
市

弓
　
削
　
と
よ
子
　
様
 

東
京
都

水
　
野
　
な
つ
子
　
様
 

柏
市

吉
　
田
　
富
　
勇
　
様
 

印
西
市

田
　
中
　
　
　
明
　
様
 

岩
見
沢
市

鎌
　
田
　
好
　
枝
　
様
 

茂
原
市

飯
田
　
格
・
美
智
子
　
様
 

船
橋
市

髙
　
橋
　
和
　
夫
　
様
 

君
津
市

飯
島
　
保
子
・
耕
造
　
様
 

千
葉
市

渡
　
辺
　
　
　
米
　
様
 

船
橋
市

依
　
田
　
り
ゑ
子
　
様
 

埼
玉
県

長
谷
川
英
夫
・
八
重
子
　
様
 
木
更
津
市
 

寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄

付付付付付付付付付付

者者者者者者者者者者

名名名名名名名名名名

寄

付

者

名

簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿

（
平
成
三
十
一
年
四
月
～
令
和
二
年
三
月
）

　
次
の
方
々
か
ら
千
葉
白
菊
会
へ
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。
ご
報
告
か
た
が
た
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
ご
寄
付
頂
き
ま
し
た
金
品
は
本
会
の
運
営
に
使
わ
せ
て
頂
き
ま
す
。

お知らせお知らせ
ご寄付の際に銀行振込が使えるようになりましご寄付の際に銀行振込が使えるようになりましたた

　これまで皆様からのご寄付は現金書留や総会会場での受け取りとなっておりこれまで皆様からのご寄付は現金書留や総会会場での受け取りとなっておりまま
したが、この度専用の口座を開設いたしましたので、併せてご利用くださいしたが、この度専用の口座を開設いたしましたので、併せてご利用ください。。
皆様からのご寄付は本会の運営のみならず、解剖学実習にも使わせていただ　皆様からのご寄付は本会の運営のみならず、解剖学実習にも使わせていただいい
ておりますております。。
時節柄、口座名は明記いたしませんので、お手数ですが詳細につきましては　時節柄、口座名は明記いたしませんので、お手数ですが詳細につきましては、、
事務局までお問い合わせ下さい事務局までお問い合わせ下さい。。
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役員紹介

　
千
葉
白
菊
会
の
役
員
は
二
年
任
期
で
令
和
三

年
度
は
任
期
中
で
す
が
、
県
外
に
転
居
さ
れ
た

酒
井
徳
子
理
事
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

鈴
木
和
男
副
会
長
が
体
調
に
よ
り
監
事
と
な
り
、

青
柳
信
子
監
事
が
副
会
長
に
、
役
割
が
交
代
致

し
ま
し
た
。

　
又
、
大
学
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
も
う
一
人

の
監
事
が
山
田
健
治
氏
か
ら
吉
澤
智
之
氏
に
変

わ
り
、
事
務
局
も
事
務
局
長
が
袖
山
洋
志
氏
か

ら
小
林
誠
氏
へ
変
わ
り
、
日
頃
の
窓
口
対
応
の

事
務
局
職
員
も
伊
藤
恵
子
氏
が
退
任
し
、
野
上

美
咲
さ
ん
と
田
中
敏
江
さ
ん
が
務
め
ま
す
。

　
当
面
、
不
慣
れ
な
点
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま

す
が
、
一
所
懸
命
務
め
ま
す
の
で
何
卒
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　
　
　
　
　（
大
澤
）

役

員

紹

役
　
員
　
紹
　
介介

　
平
成
二
十
八
年
か
ら
四
年
間
、
理
事
を

務
め
ら
れ
た
野
村
烈
男
さ
ん
が
八
月
二
日

成
願
さ
れ
ま
し
た
。

　
出
版
の
仕
事
を
さ
れ
て
い
た
野
村
さ
ん

は
、
会
報
編
集
の
先
頭
に
立
っ
て
ノ
ウ
ハ

ウ
の
蓄
積
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま

す
。 訃

 報

令和３年度役員名簿 令和３年７月１日現在
備　　考氏　　名役職名所属

習志野市大　澤　國　昭会　 　 長

役
　
　
　
員

千葉大学医学研究院　環境生命医学講師鈴　木　崇　根副 会 長
千葉市緑区青　柳　信　子〃
千葉大学看護学研究院教授小宮山　政　敏理　 　 事
八千代市水　野　佳　子〃
茂原市星　川　真　一〃
千葉市中央区森　岡　里佳子〃
千葉大学医学研究院　環境生命医学助教成　田　　　都〃
柏市鈴　木　和　男監　 　 事
千葉大学亥鼻地区事務部　管理企画課会計第一係長吉　澤　智　之〃
千葉大学医学部長、医学研究院長松　原　久　裕千葉大学医学部

顧
　
　
問

千葉大学医学研究院　環境生命医学教授森　　　千　里〃
千葉大学亥鼻地区事務部長小　川　明　宏〃
前国立病院長武　者　廣　隆千 葉 白 菊 会
千葉大学名誉教授千　葉　胤　道〃
千葉大学亥鼻地区事務部　総務課副課長（企画担当）小　林　　　誠事 務 局 長事

務
局

千葉大学亥鼻地区事務部　総務課総務第一係野　上　美　咲事 務 局 職 員
千葉大学亥鼻地区事務部　総務課総務第一係田　中　敏　江事 務 局 職 員

大澤國昭会長 青柳信子副会長 小宮山正敏理事

吉澤智之監事森岡里佳子理事

水野佳子理事

鈴木和男監事成田都理事

鈴木崇根副会長

星川真一理事
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亥
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医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医

医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
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医

千葉白菊会会報第５８号
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 発行人　大澤國昭
 発行所　篤志献体運動団体　千葉白菊会
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　　　　　 千葉市中央区亥鼻1－8－1
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クイズの答え
①　生　  　　②　家
おまけ　しんさつけん

★は（さ）

 編
集
後
記
 

　
先
日
、「
入
会
申
込

書
に
は
Ｂ
型
肝
炎
は
駄

目
と
書
い
て
あ
る
。
是

非
献
体
し
た
い
が
何
と

か
な
ら
な
い
か
」
と
聞

か
れ
た
。
結
果
は
明
白
だ
っ
た
が
、
先
方
の
気

持
ち
を
考
え
る
と
す
ぐ
に
は
断
り
に
く
く
、

「
大
学
の
先
生
に
聞
い
て
あ
げ
る
か
ら
」と
答
え

て
し
ま
っ
た
。
鈴
木
先
生
の
お
話
し
で
は
、
ホ

ル
マ
リ
ン
で
処
置
を
し
て
い
る
の
で
学
生
は
大

丈
夫
だ
が
、
処
置
を
す
る
技
術
職
員
に
は
感
染

の
危
険
が
あ
る
。
他
大
学
で
は
実
際
に
亡
く

な
っ
た
事
例
も
あ
る
そ
う
で
、
残
念
だ
が
、
そ

の
方
は
お
断
り
す
る
し
か
な
か
っ
た
。 

　
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
、（
晴
れ
て
献
体
登

録
で
き
た
）
会
員
に
も
、
医
学
の
役
に
立
ち
た

い
と
切
望
し
な
が
ら
入
会
で
き
な
い
人
が
い
る

こ
と
を
知
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
た
。
そ
し
て
、

そ
の
人
の
為
に
も
、
無
事
に
献
体
す
る
こ
と
を

目
標
に
し
て
欲
し
い
。

　
高
齢
者
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
ほ
ぼ
終
わ
っ
た

が
、
世
間
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
に
罹
っ
て
し
ま
っ

た
人
、
様
々
な
事
情
で
マ
ス
ク
を
つ
け
ら
れ
な

い
人
や
ワ
ク
チ
ン
を
打
て
な
い
人
が
い
て
、
そ

れ
が
原
因
で
差
別
を
受
け
る
こ
と
も
あ
る
と
聞

く
。
人
を
非
難
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
れ
ぞ

れ
の
事
情
に
も
気
を
配
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
、

と
思
う
秋
の
日
で
あ
る
。　
　
　
　
　（
青
柳
）

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

千葉白菊会会員募集中！
　私たちは入会時に献体登録をし、「死亡
した時に千葉大学医学部に遺体を献体す
る」活動をしています。献体は医学生の解
剖実習のほか、現役医師の技術向上の為に
も役立っています。

お問い合わせ・お申し込みは
043（222）7171　内線5023へ

１
．
登
録
情
報
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

　
登
録
情
報
に
変
更
が
あ
る
場
合
は
出
来
る
だ

け
早
く
事
務
局
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
特
に
千
葉
県
外
へ
転
居
し
た
場
合
、
本
会
は

退
会
と
な
り
ま
す
の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。
転

居
先
で
も
献
体
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
に
は
お

近
く
の
献
体
登
録
団
体
を
ご
案
内
し
て
お
り
ま

す
。
な
お
、
各
団
体
と
も
死
亡
後
の
登
録
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
県
外
転
居
の
ご
連
絡
は
お
早

め
に
お
願
い
し
ま
す
。

２
．「
解
剖
学
へ
の
招
待
」・「
千
葉
白
菊

（
第
　
号
～
　
号
）」
ご
希
望
の
方
へ

５４

５８

　
篤
志
解
剖
全
国
連
合
会
が
毎
年
発
行
し
て
い

る
「
解
剖
学
へ
の
招
待
」
２
０
２
０
年
度
版
を

ご
希
望
の
方
に
お
送
り
し
ま
す
。
ま
た
、
会
報

「
千
葉
白
菊
（
第
　
号
～
　
号
）」
も
若
干
在
庫

５４

５８

が
あ
り
ま
す
。
ご
家
族
や
ご
友
人
に
お
渡
し
す

る
な
ど
で
ご
入
用
の
方
は
、
事
務
局
に
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。
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献体について（Ｑ＆Ａ）
献体登録希望者からの質問　→　千葉白菊会（０４３－２２２－７１７１内線５０２３）

Ｑ．千葉白菊会に入会するにはどうすればよいのですか。
Ａ．白菊会事務局へお電話をいただければ、献体に関するご案内および入会申込書を送付

いたします。

Ｑ．入会時、親族が誰もいないので友人等の同意で入会可能ですか。
Ａ．入会時には３名以上の同意をお願いしております。献体後ご遺骨をお返ししますの

で、お身内の方もしくは献体から２～３年後に必ず連絡が取れ、大学までご遺骨の引
取りに来ていただける方にお願いいたします。

Ｑ．手術を何度も受けているが献体できますか。
Ａ．問題なく献体していただけます。

Ｑ．献体できない病歴などはありますか。
Ａ．Ｂ型肝炎・Ｃ型肝炎・結核などの感染症に罹患されたことのある方は献体をお断りさ

せていただいております。現在は医療技術の進歩により完治していると言われても、
免疫力等が低下した場合は再発してしまう可能性があります。その場合、自覚症状が
無くても、処置をする職員や解剖をする医学生に感染してしまう危険があるため献体
登録はお断りしています。
※現在「新型コロナウイルス感染」により亡くなられたと診断を受けている場合は、
処置の際にスタッフが感染するリスクがあります。献体されるときに大学にご連
絡を頂くことになりますが、新型コロナウイルス感染が確認されている場合は、献
体をお断りさせていただいております。今後新しい治療方法が確立されるなど状
況が変わるごとに対応については見直して参りますので、何卒ご理解いただきます
ようお願いいたします。

Ｑ．病歴以外で献体ができない場合はありますか。
Ａ．交通事故や自殺、事件性があり警察が介入している場合、県外で亡くなられた場合、

ご家族の承諾が得られない場合、遺骨の引取者がいない場合などの状況では献体が出
来ない可能性があります。

Ｑ．献体時の費用は必要ですか。
Ａ．ご遺体の引取りからご遺骨の返還までの諸費用（自宅・病院等から大学までの搬送費、

火葬費など）は、大学にて負担いたします。ただし通夜・葬儀および埋葬費用等は大
学で負担することはできません。

Ｑ．アイバンクへの登録や臓器提供意思表示カードを携帯していても入会できますか。
Ａ．併行登録は差支えありませんが、アイバンクへの献眼は１眼のみとなります。また、

臓器提供をされた方は献体をすることができません。 

Ｑ＆Ａ
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千葉白菊会会員からの質問　→　千葉白菊会（０４３－２２２－７１７１内線５０２３）

Ｑ．住所や連絡者が変わったらどうすればよいですか。
Ａ．住所や電話番号、連絡者（会員証裏面に記載の縁故者）等の変更は、できるだけ早く

白菊会事務局へ連絡願います。また、会員証紛失による再発行もご連絡ください。

Ｑ．千葉県外へ転居した場合はどうすればよいですか。
Ａ．千葉白菊会ではお迎え可能地域を千葉県内とさせていただいております。県外へ転

居の場合は白菊会事務局へ連絡願います。退会のお手続き、あるいは転居先地域の献
体登録団体への転籍手続きをご案内いたします。また、県外の病院等にてお亡くなり
になった場合ご遺体のお迎えができないことがございます。

Ｑ．入会後、状況や心境の変化により登録を取消すことができますか。
Ａ．登録の取消は可能です。会員番号・氏名・退会理由を記入し（書式は問いません）、

会員証を同封のうえ白菊会事務局宛てに郵送にてお届けください。万が一、会員証紛
失の場合は紛失の旨ご記入ください。

　

ご家族からの質問　→　千葉大学医学部（０４３－２２２－７１７１内線５０１７）

Ｑ．会員が死亡したとき、どうすればよいですか。
Ａ．まず、できるだけ早く千葉大学医学部へ連絡してください。24時間受付可能です。ご

連絡をいただいた際にお迎えの日時を相談いたします。なお、夜間・休日は警備員が
対応いたします。

Ｑ．献体をするときのご遺体に何を着せたらいいですか。
Ａ．特に決まりはございませんので、ご家族が用意されたものでよろしいかと思います。

Ｑ．遺骨が返還されるまでの期間はどのくらいですか。
Ａ．ご遺体をお預かりしてからおよそ２～３年お待ちいただくこととなります。ご遺骨

は、通常千葉大学の解剖慰霊祭・ご遺骨返還式にてお返しいたします。解剖終了後、
ご遺骨返還の目途がつきましたら大学より連絡いたします。

Ｑ．献体後、遺体との対面は可能ですか。
Ａ．申し訳ありませんが、大学への搬送後はご遠慮いただいております。

Ｑ．献体後、遺骨を大学で預かってもらえますか。
Ａ．申し訳ありませんが、ご遺骨の保管場所がないため返還させていただいております。

Ｑ．遺骨を灰にして返してもらえませんか。
Ａ．申し訳ありませんが、ご遺体は火葬後ご遺骨の状態にてお返ししております。また、

納骨・散骨等も行っておりません。

Ｑ＆Ａ
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千葉白菊会会員のご家族の方々へ
献体の実行について―千葉大学医学部からのお願い

　千葉白菊会会員の方がお亡くなりになった場合、通夜・告別式・大学からのお迎えの日取り等をご
遺族の皆様でお決めになったうえで、千葉大学医学部に電話にてご一報ください。
　なお、千葉白菊会への連絡は必要ありません。

１．大学への電話連絡 ０４３－２２２－７１７１（代表）
　　電話交換手に「献体登録者が亡くなりましたので、献体を行います」とお伝えください。
　　担当者におつなぎしますので、献体の日取り等についてお知らせください。
　　○平日（午前８時３０分から午後５時１５分）
　　　医学部の職員（内線５０１７番）が対応します。
　　○上記以外の夜間、土日祝日の場合
　　　職員の勤務時間外は警備員が対応するようになっています。

２．お知らせいただく内容
　ご遺体を大学へお渡しいただく日時などについてお知らせください。その他ご不明な点はここでお
問合せください。お迎えには大学から委託された葬儀社の者が参ります。

３．献体手続きに必要な書類
①死亡診断書の写し……医師の死亡診断書をコピーしておいてください。（お迎えの際に必要となり

ますので必ずお迎えまでにご用意いただき提携の葬儀業者にお渡しくださ
い）

②埋火葬許可証……市町村役場に医師の死亡診断書を添えて「死亡届」を提出すると交付されます。そ
の際、火葬場所は「千葉市斎場」とご記入ください。

③解剖に関する遺族の承諾書……献体お預かり後、郵送いたしますので、ご署名・捺印のうえご返送
ください。返信用封筒を同封しますので、埋火葬許可証と一緒にご
返送ください。

＜まとめ＞①の書類はお迎え時に葬儀業者に手渡し。②・③の書類は後日大学から返信用封筒が届い
てから大学へ郵送。

注意事項
※　亡くなられてからお迎えまで数日間あく場合は、ご遺体が傷まないようご配慮ください。
　　お棺にドライアイスを入れる場合は、直接ご遺体に触れないようお棺の四隅に入れてください。
※　事故死（交通事故、れき死、水死等）や自殺の場合は献体できません。その他、お体の状態によ
り保管のための処置が困難な場合にも、献体できないことがあります。

ご不明の点がありましたら、医学部担当者にお問合せください。
（０４３－２２２－７１７１  内線５０１７）

アイバンクにも登録されている場合
※　登録者が亡くなられた際には、なるべく早く、まずアイバンク協会にご連絡ください。
　　平日 ０４３－２２２－６８０３、夜間休日 ０４３－２２２－７１７１　内線６５４７
　　その際、アイバンク協会に献体登録者であることを合わせてお伝えください。
　　（献体登録者はアイバンクへの提供は片目だけになります。）
　　その他、アイバンクに関する詳細は、アイバンク協会にお問合せください。
　　アイバンク協会への連絡後、あらためて大学へ献体の電話連絡をお願いいたします。
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